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　 　　 　 安全に お 使い い た だ く た め に 必ず お 読み く だ さ い安全に お 使い い た だ く た め に 必ず お 読み く だ さ い

●● 本書の 一部ま た は、本書の 一部ま た は、全部を 無断で 複製、全部を 無断で 複製、複写、複写、転載、転載、改変す る こ と は法律で 禁じ ら れて い ま す 。改変す る こ と は法律で 禁じ ら れて い ま す 。

●● 本書の 内容お よ び 製品の 仕様、本書の 内容お よ び 製品の 仕様、意匠等に つ い て は、意匠等に つ い て は、改良の た め に 予告なく 変更す る こ と が あ り ま す 。改良の た め に 予告なく 変更す る こ と が あ り ま す 。

●● 本書の 内容に つ い て は、本書の 内容に つ い て は、万全を 記し て 作成い た し ま し た が、万全を 記し て 作成い た し ま し た が、万一ご 不審な点や誤り 、万一ご 不審な点や誤り 、  記載漏れなど お 気記載漏れなど お 気

付き の 点がご ざ い ま し た ら 、付き の 点がご ざ い ま し た ら 、ご 連絡下さ い ま すよ う お 願い 致し ま す 。ご 連絡下さ い ま すよ う お 願い 致し ま す 。

●● 本書に 記載さ れて い る 各種名称、本書に 記載さ れて い る 各種名称、会社名、会社名、商品名など は一般に 各社の 商標ま た は登録商標で す。商品名など は一般に 各社の 商標ま た は登録商標で す。

！

火災の 原因に な り ま す火災の 原因に な り ま す

◆◆ 正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。

◆◆ 湿気や 埃、湿気や 埃、 油煙、油煙、 湯気が 多い 所に は置か ない で く だ さ い 。湯気が 多い 所に は置か ない で く だ さ い 。

◆◆ 暖房器具の 近く や 直射日光が あ た る 場所など 、暖房器具の 近く や 直射日光が あ た る 場所など 、高温の 場所で 使用し た り 放置し ない高温の 場所で 使用し た り 放置し ない

で く だ さ い 。で く だ さ い 。

◆◆ た こ 足コ ン セ ン ト や 配線器具の 定格を 超え る 使い 方はし ない で く だ さ い 。た こ 足コ ン セ ン ト や 配線器具の 定格を 超え る 使い 方はし ない で く だ さ い 。

◆◆ 電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、重い も の を 載せ る など で 傷を つ け ない で く だ重い も の を 載せ る など で 傷を つ け ない で く だ

さ い 。さ い 。

◆◆ 内部に 異物を 入れない で く だ さ い 。内部に 異物を 入れない で く だ さ い 。 ( (水厳禁水厳禁))

◆◆ 本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。

◆◆ 排気口の あ る 機種は、排気口の あ る 機種は、 排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。

感電や 怪我の 原因に な り ま す感電や 怪我の 原因に な り ま す

◆◆ 正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。

◆◆ 電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、重い も の を 載せ る など で 傷を つ け ない で く だ重い も の を 載せ る など で 傷を つ け ない で く だ

さ い 。さ い 。

◆◆ 内部に 異物を 入れない く だ さ い 。内部に 異物を 入れない く だ さ い 。

◆◆ 本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。

◆◆ 濡れた 手で コ ン セ ン ト に さ わ ら ない で く だ さ い 。濡れた 手で コ ン セ ン ト に さ わ ら ない で く だ さ い 。

◆◆ 雷発生時は、雷発生時は、 本製品に 触れた り 周辺機器の 接続を し た り し ない で く だ さ い 。本製品に 触れた り 周辺機器の 接続を し た り し ない で く だ さ い 。

◆◆ 設置、設置、 移動の 時は電源プ ラ グ を 抜き 、移動の 時は電源プ ラ グ を 抜き 、 周辺機器の 接続を 切り 離し て く だ さ い 。周辺機器の 接続を 切り 離し て く だ さ い 。

万一、万一、発熱を 感じ た り 、発熱を 感じ た り 、煙が 出て い た り 、煙が 出て い た り 、変なに お い が する など の 異常を 確認し た 場合は、変なに お い が する など の 異常を 確認し た 場合は、

た だ ち に 電源を 外し 使用を 中止し て お 買い あ げ の 販売店に ご 連絡下さ い 。た だ ち に 電源を 外し 使用を 中止し て お 買い あ げ の 販売店に ご 連絡下さ い 。

故障や エ ラ ー の 原因に な り ま す故障や エ ラ ー の 原因に な り ま す

◆◆ 本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。

◆◆ 排気口の あ る 機種は、排気口の あ る 機種は、 排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。
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序　 章　 はじ め に序　 章　 はじ め に

序　 章序　 章　 は じ め に　 は じ め に

序－１ 　 梱包内容の 確認序－１ 　 梱包内容の 確認

Enet-BXEnet-BX に は以下の 品目が 含ま れま す 。に は以下の 品目が 含ま れま す 。 品目数量を ご 確認下さ い 。品目数量を ご 確認下さ い 。

不足が あ る 場合は、不足が あ る 場合は、 弊社営業部ま で ご 連絡下さ い 。弊社営業部ま で ご 連絡下さ い 。

◆◆ Enet-BXEnet-BX 本体本体 11 台台
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◆◆ 調歩同期用調歩同期用 R S232CR S232C ク ロ ス ケ ー ブ ルク ロ ス ケ ー ブ ル 11 本本

両端に両端に Dsub9Dsub9 ピ ン メ ス を 持つピ ン メ ス を 持つ RS232CRS232C の ク ロ ス ケ ー ブ ル で す 。の ク ロ ス ケ ー ブ ル で す 。

Enet-BXEnet-BX の 各種通信条件設定の 際に 使用し ま す 。の 各種通信条件設定の 際に 使用し ま す 。   (  (第第 44 章参照章参照))

※こ の ケ ー ブ ル は、※こ の ケ ー ブ ル は、 同期信号の 結線が ない た め同期信号の 結線が ない た め BSCBSC 通信に は使用で き ま せ ん 。通信に は使用で き ま せ ん 。

◆◆ Enet-BXEnet-BX ユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ルユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ル 本誌本誌 11 冊冊

序－２ 　 本機の 特徴序－２ 　 本機の 特徴

◆◆ 独立同期式独立同期式 (BSC (BSC手順手順) ) を 用い た シ ス テ ム と 、を 用い た シ ス テ ム と 、イ ー サ ネ ッ トイ ー サ ネ ッ ト  (TCP (TCP//IP) IP) の ネ ッ ト ワ ーの ネ ッ ト ワ ー

ク を 、ク を 、 Enet-BXEnet-BX を 介し て 、を 介し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 通信す る こ と が 出来ま す 。ネ ッ ト ワ ー ク 通信す る こ と が 出来ま す 。

◆◆ イ ー サ ネ ッ ト 側通信プ ロ ト コ ル は、イ ー サ ネ ッ ト 側通信プ ロ ト コ ル は、TCPTCP//IPIPを 内部に 標準で 搭載し て い ま す 。を 内部に 標準で 搭載し て い ま す 。ネ ッネ ッ

ト ワ ー ク 通信は、ト ワ ー ク 通信は、 TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト 通信を 用い てソ ケ ッ ト 通信を 用い て Enet-BXEnet-BX と 通信を 行い ま す 。と 通信を 行い ま す 。

◆◆ 独立同期側通信プ ロ ト コ ル は、独立同期側通信プ ロ ト コ ル は、 BSCBSC 手順に 基づ い て 通信を 行い ま す 。手順に 基づ い て 通信を 行い ま す 。

◆◆ Enet-BXEnet-BX は、は、 TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト 通信とソ ケ ッ ト 通信と BSCBSC 手順の そ れぞ れの プ ロ ト コ ル に よ り手順の そ れぞ れの プ ロ ト コ ル に よ り

受信を 行い 、受信を 行い 、 そ の デ ー タ 部分を も う 一方の プ ロ ト コ ル で 送信し ま す 。そ の デ ー タ 部分を も う 一方の プ ロ ト コ ル で 送信し ま す 。

TCPTCP//IPIP が コ ネ ク シ ョ ン を 開設し て い る 間に 伝送が 可能で す 。が コ ネ ク シ ョ ン を 開設し て い る 間に 伝送が 可能で す 。

BSCBSC 側は、側は、 パ ケ ッ ト 毎にパ ケ ッ ト 毎に ENQENQ か らか ら EOTEOTま で の 一連の プ ロ ト コ ル を 終了し ま す 。ま で の 一連の プ ロ ト コ ル を 終了し ま す 。

TCPTCP//IPIP 側は側は BSCBSC と 異なり 、と 異なり 、 パ ケ ッ ト 毎に 開設、パ ケ ッ ト 毎に 開設、 切断を 行う こ と はあ り ま せ ん 。切断を 行う こ と はあ り ま せ ん 。

※設定に 必要な通信ソ フ ト※設定に 必要な通信ソ フ ト 【【 TERM WINTERM WIN】】 は弊社は弊社 HPHP よ り ダ ウ ン ロ ー ド し て くよ り ダ ウ ン ロ ー ド し て く

　 だ さ い 。　 だ さ い 。

　 使い 方は、　 使い 方は、 同時に ダ ウ ン ロ ー ド さ れる 専用マ ニ ュ ア ル を ご 参照く だ さ い 。同時に ダ ウ ン ロ ー ド さ れる 専用マ ニ ュ ア ル を ご 参照く だ さ い 。

　　 http : //www .d ata-link. co. jp /http : //www .d ata-link. co. jp /
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◆◆ TCPTCP//IPIPの コ ネ ク シ ョ ン はの コ ネ ク シ ョ ン は TCPTCP//IPIP側と側と BSCBSC側接続機器の ど ち ら か ら も 開設、側接続機器の ど ち ら か ら も 開設、終了終了

が 可能で す 。が 可能で す 。 BSCBSC 側の 機器か ら の 開設、側の 機器か ら の 開設、 切断は切断は 33 種類の モ ー ド が あ り ま す 。種類の モ ー ド が あ り ま す 。

AUTOAUTO モ ー ドモ ー ド   ：： TCPTCP//IPIP未開設の 場合の未開設の 場合の ENQENQ受信で 自動的に 開設を 行っ て か ら 伝受信で 自動的に 開設を 行っ て か ら 伝

送を 行い ま す 。送を 行い ま す 。

LINELINE モ ー ドモ ー ド   ：： DSRDSR//DTRDTR 制御信号を 使用し て制御信号を 使用し て TCPTCP//IPIPの 開設、の 開設、 切断を 行い ま す 。切断を 行い ま す 。

NONNON モ ー ドモ ー ド     ：： BSCBSC 機器側から の機器側から の TCPTCP//IPIP 開設、開設、 切断は出来ま せん。切断は出来ま せん。

◆◆ BSCBSCパ ケ ッ ト を そ の ま ま イ ー サ ネ ッ ト に 送信す る 、パ ケ ッ ト を そ の ま ま イ ー サ ネ ッ ト に 送信す る 、逐一変換機能モ ー ド の 設定が逐一変換機能モ ー ド の 設定が

可能で す 。可能で す 。

◆◆ イ ー サ ネ ッ ト イ ン タ ー フ ェ イ ス は、イ ー サ ネ ッ ト イ ン タ ー フ ェ イ ス は、 88 極モ ジ ュ ラ コ ネ ク タ極モ ジ ュ ラ コ ネ ク タ  (10/100Base)  (10/100Base) を 持ち 、を 持ち 、

ハ ブ を 経由し て ネ ッ ト ワ ー ク に 接続し ま す 。ハ ブ を 経由し て ネ ッ ト ワ ー ク に 接続し ま す 。

◆◆ BSCBSC イ ン タ ー フ ェ イ ス は、イ ン タ ー フ ェ イ ス は、 Dsub25Dsub25 ピ ン メ スピ ン メ ス  (DTE (DTE 配列配列) ) を 持ち ま す 。を 持ち ま す 。

◆◆ Enet-BXEnet-BX 内部の 通信条件、内部の 通信条件、 各機能の 設定は、各機能の 設定は、 パ ソ コ ン 等調歩同期パ ソ コ ン 等調歩同期 RS232CRS232C 機器機器

を コ ン ソ ー ル ポ ー ト に 接続し て 設定を 行い ま す 。を コ ン ソ ー ル ポ ー ト に 接続し て 設定を 行い ま す 。

◆◆ 通信条件、通信条件、 各機能の 設定項目は次の 通り で す 。各機能の 設定項目は次の 通り で す 。

BSCBSC チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル

通信速度通信速度 5050 ～～ 19,200bps19,200bps

制御コ ー ド制御コ ー ド ASCII (JIS8) ASCII (JIS8) //EBCDICEBCDIC

IDID IDID の 付加、の 付加、 削除、削除、 IDID 文字列の 設定文字列の 設定

透過性透過性 送信時の 透過／非透過モ ー ド の 選択送信時の 透過／非透過モ ー ド の 選択

((受信時の 透過／非透過モ ー ド は自動認識受信時の 透過／非透過モ ー ド は自動認識))

モ デ ム 対応モ デ ム 対応 半半 22 重、重、 全全 22 重に 対応重に 対応

BCCBCC CCITTCCITT//CRC16CRC16 を 選択可能を 選択可能

タ イ マタ イ マ タ イ ム ア ウ ト 、タ イ ム ア ウ ト 、 リ ト ラ イ の 時間、リ ト ラ イ の 時間、 回数を 任意に 設定可能回数を 任意に 設定可能

TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル

IPIP ア ド レ ス 指定／ポ ー ト ア ド レ ス 指定ア ド レ ス 指定／ポ ー ト ア ド レ ス 指定

BSC-TCP/IPBSC-TCP/IP チ ャ ン ネ ル 間チ ャ ン ネ ル 間

テ キ ス ト の コ ー ド 変換　テ キ ス ト の コ ー ド 変換　 JIS8JIS8//EBCDICEBCDIC//EBCDIKEBCDIK相互相互

◆◆ 通信条件、通信条件、 各設定値は、各設定値は、 Enet-BXEnet-BX 内部の フ ラ ッ シ ュ内部の フ ラ ッ シ ュ ROMROM に 保存さ れ、に 保存さ れ、 電源を電源を

切っ て も そ の 内容は保持さ れま す 。切っ て も そ の 内容は保持さ れま す 。
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序－３ 　 接続例序－３ 　 接続例

BSCBSC 手順を 持つ 大型コ ン ピ ュ ー タ 端末を イ ー サ ネ ッ ト に 接続し ま す 。手順を 持つ 大型コ ン ピ ュ ー タ 端末を イ ー サ ネ ッ ト に 接続し ま す 。

【【 TC PTC P//IPIP チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル 】】

イ ー サ ネ ッ ト に 接続さ れる チ ャ ン ネ ル も し く はコ ネ ク タ 部の 総称イ ー サ ネ ッ ト に 接続さ れる チ ャ ン ネ ル も し く はコ ネ ク タ 部の 総称

【【 BSCBSC チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル 】】

独立同期側に 接続さ れる チ ャ ン ネ ル も し く は、独立同期側に 接続さ れる チ ャ ン ネ ル も し く は、 コ ネ ク タ 部の 総称コ ネ ク タ 部の 総称

【 自機【 自機】】

Enet-BXEnet-BX と 端末機器を 一体と し た ネ ッ ト ワ ー ク 上の 識別単位と 端末機器を 一体と し た ネ ッ ト ワ ー ク 上の 識別単位

【 相手機器【 相手機器】】

Enet-BXEnet-BXとと TCPTCP//IPIPソ ケ ッ ト 通信に よ っ て 、ソ ケ ッ ト 通信に よ っ て 、イ ー サ ネ ッ ト を 介し て ネ ッ ト ワ ー クイ ー サ ネ ッ ト を 介し て ネ ッ ト ワ ー ク

通信す る サ ー バ を 含む 通信相手機器の 総称通信す る サ ー バ を 含む 通信相手機器の 総称

【【 BSCBSC 機器機器】】

BSCBSC チ ャ ン ネ ル に 接続さ れる 、チ ャ ン ネ ル に 接続さ れる 、 BSCBSC 手順を 持つ ホ ス ト を 含む手順を 持つ ホ ス ト を 含む BSCBSC 端末機器の端末機器の

総称総称

【 タ ー ミ ナ ル ソ フ ト【 タ ー ミ ナ ル ソ フ ト TERM WINTERM WIN】】

弊社弊社 HPHP よ り ダ ウ ン ロ ー ド し たよ り ダ ウ ン ロ ー ド し た TERM WINTERM WIN はパ ソ コ ン を 使用し てはパ ソ コ ン を 使用し て Enet-BXEnet-BX のの

プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 実行す る 為に 使用し ま す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 実行す る 為に 使用し ま す 。ま た 、ま た 、通信テ ス ト に も 使用し ま す 。通信テ ス ト に も 使用し ま す 。

キ ー 入力がキ ー 入力が RS232CRS232C に 出力さ れ、に 出力さ れ、 RS232CRS232C か ら の 入力は画面に 表示さ れま す 。か ら の 入力は画面に 表示さ れま す 。

【 プ ロ グ ラ ム モ ー ド【 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 】】

プ ロ グ ラ ム モ ー ド と は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド と は、 各種条件を 設定す る 際の各種条件を 設定す る 際の Enet-BXEnet-BX の 状態を 言い ま す 。の 状態を 言い ま す 。

【【 LFCR 】】

キ ャ リ ッ ジ リ タ ー ンキ ャ リ ッ ジ リ タ ー ン  (0Dh)  (0Dh) 、、 ラ イ ン フ ィ ー ドラ イ ン フ ィ ー ド  (0Ah)  (0Ah) のの 22 バ イ ト 。バ イ ト 。

コ マ ン ド 、コ マ ン ド 、 リ ザ ル ト の 文字列の 説明等で こ の 文字が あ る 場合、リ ザ ル ト の 文字列の 説明等で こ の 文字が あ る 場合、 LFCR   のの 22 バ イ トバ イ ト

が 付加さ れて い ま す 。が 付加さ れて い ま す 。

序－４ 　 本書で 使わ れ る 用語序－４ 　 本書で 使わ れ る 用語

ハ ブ

10/100Ba se

BSC機器

イ ー サ ネ ッ ト

Enet-BX

UNIXマ シ ン

W ind owsPC等の

ネ ッ ト ワ ー ク 機器

Enet-BX

BSC
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序－５ 　 各部の 名称と 働き序－５ 　 各部の 名称と 働き  (LE D (LE D とと SW )SW )

①① BSC TXBSC TX ：： BSCBSC へ の 送信時に 点灯す るへ の 送信時に 点灯す る LEDLED

②②BSC RXBSC RX ：： BSCBSC か ら 受信時に 点灯す るか ら 受信時に 点灯す る LEDLED

③③ TESTTEST 　 又は　 又は ：： STAT1STAT1 とと STAT2STAT2 の 組み合わ せ で テ ス ト 結果を 表示す るの 組み合わ せ で テ ス ト 結果を 表示す る LEDLED

パ ケ ッ ト 送受パ ケ ッ ト 送受 ：： 通常はパ ケ ッ ト 送信、通常はパ ケ ッ ト 送信、 受信で 点滅す る受信で 点滅す る LEDLED

④④LINKLINK ：： LINKLINK 確立時に 点灯す る確立時に 点灯す る LEDLED

⑤⑤ CONNECTCONNECT ：： TCPTCP//IPIP の コ ネ ク シ ョ ン が 開設さ れて い る 時に 点灯す るの コ ネ ク シ ョ ン が 開設さ れて い る 時に 点灯す る LEDLED

⑥⑥ PROGPROG ：： 通信条件、通信条件、各機能設定の プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 時に 点灯す る各機能設定の プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 時に 点灯す る LEDLED

⑦⑦ RESET SWRESET SW ：： Enet-BXEnet-BX を リ セ ッ ト す る 押し ボ タ ン ス イ ッ チを リ セ ッ ト す る 押し ボ タ ン ス イ ッ チ

⑧⑧ RS232CRS232C コ ン ソ ー ル ポ ー トコ ン ソ ー ル ポ ー ト  [ [設定等設定等] (Dsub9] (Dsub9 ピ ン オ スピ ン オ ス ))

⑨⑨ 10/100Base10/100Base TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル  [10/100Base] ( [10/100Base] (モ ジ ュ ラ コ ネ ク タモ ジ ュ ラ コ ネ ク タ ))

⑩⑩ BSCBSC BSCBSC チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル  [DTE] (Dsub25 [DTE] (Dsub25 ピ ン メ スピ ン メ ス ))

⑪⑪ TESTTEST BSCBSC 及び及び TCPTCP//IPIPの 接続テ ス ト を 開始す る 押し ボ タ ン ス イ ッ チの 接続テ ス ト を 開始す る 押し ボ タ ン ス イ ッ チ

⑫⑫ PROGPROG プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る 押し ボ タ ン ス イ ッ チプ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る 押し ボ タ ン ス イ ッ チ

Enet-BX
BSC TCP/I P PROTOCOL CONVERTER

BSC
LI NK

TCP/I P
PROG SWTX RX

STAT1 STAT2

TXP RXP CONNECT
RESET

① ⑦⑥⑤④③②

前面

10/100Base BSC

PROG

RS232C

TEST

背面

⑪⑩⑨⑧ ⑫
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第１ 章 物理的仕様    

１ －１ ハード 構成      
         

         
 

CPU 
   MC68302  (モトローラ )  

    
TMPZ84C015 

 
(東芝) 

 
       
       

 LAN コントローラ  LAN91C111  (SMSC)  
       

 RS232C トランシーバ  MAX232A  (MAXIM)相当  
         

 
バッ フ ァ メモリ 

 DRAM0.5M  (沖)相当  
  

HM62256 
 

(日立) 
 

       
       

 BSC コネクタ  Dsub25 ピンメス    止めネジ M2.6 ミリネジ  
       

 RS232C コネクタ  Dsub9 ピンオス  止めネジ#4-40UNC インチネジ  
       

 イーサネッ トコネクタ  10/100Base  (モジュ ラコネクタ )  
       

１ －２ 使用環境、 消費電流    
        

◆ 動作条件  温度： ± 0 ～ 50℃ 湿度： 30 ～ 80％ (但し 結露なきこと ) 

◆ 保存条件  温度： － 30 ～ 80℃ (但し 結露なきこと ) 

◆ 入力電圧範囲 AC85V ～ 264V (50/60Hz) 

◆ 消費電力  AC100V  約 6W (単体) 
 

※ AC125V 以上でご使用の場合は、本体プラグを対応する電圧形状のものに交換してく ださ

い。本機で使われているプラグは、AC125V までの対応と なっ ており ます。 
 
 

１ －３  形状、 重量  
 
 
 

 
 

Enet-BX TX RX TXP RXP LI NK   CONNECT PROG SW 前面 
   BSC STAT1 STAT2 TCP/I P  RESET  

BSC  TCP/I P  PROTOCOL CONVERTER         
          

RS232C 10/100Base BSC       
背面     TEST  PROG      

 

 
353  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
幅 ：  353mm（ ネジ頭含む）  
高さ ： 46mm（ ク ッ ショ ンラ バー含む）  
奥行： 200mm（ コ ネク タ 突起部含む）  
重量： 2.0Kg 
 

SERI AL No 

 
 
 
 
 
 
 
 
底面 
 
 
 

 
縮尺 Free  
単位 mm 

 
 

5 
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第２ 章　 伝送仕様第２ 章　 伝送仕様

第２ 章第２ 章　 伝送仕様　 伝送仕様

２ －１ 　２ －１ 　 TC PTC P//I PI P プ ロ ト コ ルプ ロ ト コ ル

　　 22--11--11　　 AR PAR P に 対す る 応答に 対す る 応答

　　 22--11--22　 パ ケ ッ ト の 識別　 パ ケ ッ ト の 識別

Enet-BXEnet-BX は、は、 通信相手機器通信相手機器 ( (サ ー バサ ー バ ) ) 、、 ル ー タ 等が 発行す るル ー タ 等が 発行す る ARPARP ブ ロ ー ド キ ャ ス トブ ロ ー ド キ ャ ス ト

に 応答し ま す 。に 応答し ま す 。

次の次の 22 つ の 条件成立で 、つ の 条件成立で 、 ARPARP 応答と し て 自機イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 送信し ま す 。応答と し て 自機イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 送信し ま す 。

①① ARPARP で 問い 合わ せ て い る タ ー ゲ ッ トで 問い 合わ せ て い る タ ー ゲ ッ ト IPIP と 自機と 自機 IP (STIP) IP (STIP) の 一致の 一致

②② ARPARP 発行元発行元 IPIP と 相手と 相手 IP (HOST) IP (HOST) の 一致の 一致

こ れに よ りこ れに よ り ARPARP発行元は発行元は Enet-BXEnet-BXの イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 得る こ と が 出来ま す 。の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 得る こ と が 出来ま す 。

ま た 、ま た 、Enet-BXEnet-BXか ら コ ネ ク シ ョ ン を 開設す る 際に 相手の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 取か ら コ ネ ク シ ョ ン を 開設す る 際に 相手の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 取

得し て い ない 場合は得し て い ない 場合は ARPARPブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 発行し ま す 。ブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 発行し ま す 。

Enet-BXEnet-BXで は、で は、相手の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を メ モ リ に 記録し 、相手の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を メ モ リ に 記録し 、パ ケ ッ ト 応答可能パ ケ ッ ト 応答可能

と なり ま す 。と なり ま す 。 Enet-BXEnet-BX は、は、 最大最大 55 組の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 記録出来ま す 。組の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 記録出来ま す 。

但し 、但し 、 後述の ネ ッ ト マ ス ク 、後述の ネ ッ ト マ ス ク 、 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス 、ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス 、 デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イデ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ

ア ド レ ス の 設定を 行っ た 場合は、ア ド レ ス の 設定を 行っ た 場合は、上記と 異なり ま す 。上記と 異なり ま す 。 [4 [4--7 7 ネ ッ ト マ ス ク 値等設定時ネ ッ ト マ ス ク 値等設定時

のの ARPARP応答応答] ] の 欄を 参照し て 下さ い 。の 欄を 参照し て 下さ い 。

Enet-BXEnet-BX は、は、 自機あ て の パ ケ ッ ト か 否か の 識別を 行い ま す 。自機あ て の パ ケ ッ ト か 否か の 識別を 行い ま す 。

自機あ て の パ ケ ッ ト と ブ ロ ー ド キ ャ ス ト の み受信し ま す 。自機あ て の パ ケ ッ ト と ブ ロ ー ド キ ャ ス ト の み受信し ま す 。

自機パ ケ ッ ト の チ ェ ッ ク 項目自機パ ケ ッ ト の チ ェ ッ ク 項目

◆◆ イ ー サ ネ ッ ト ヘ ッ ダ 部イ ー サ ネ ッ ト ヘ ッ ダ 部

DA (DA (デ ス ト ネ ー シ ョ ン ア ド レ スデ ス ト ネ ー シ ョ ン ア ド レ ス ) ) と 自機イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス の 一致と 自機イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス の 一致

SA (SA (ソ ー ズ ア ド レ スソ ー ズ ア ド レ ス ) ) と 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス の 一致と 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス の 一致

◆◆ IPIP ヘ ッ ダ 部ヘ ッ ダ 部

SOURCE (SOURCE (ソ ー ズ ア ド レ スソ ー ズ ア ド レ ス ) ) とと HOST (HOST (相手相手 IPIPア ド レ スア ド レ ス ) ) の 一致の 一致

DEST (DEST (デ ス ト ネ ー シ ョ ン ア ド レ スデ ス ト ネ ー シ ョ ン ア ド レ ス ) ) とと STIP (STIP (自機自機 IPIP ア ド レ スア ド レ ス ) ) の 一致の 一致

◆◆ TCPTCP ヘ ッ ダ 部ヘ ッ ダ 部

DEST (DEST (デ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー トデ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー ト ) ) とと STSP (STSP (ソ ー ズ ポ ー トソ ー ズ ポ ー ト ) ) の 一致の 一致

SRC (SRC (ソ ー ス ポ ー トソ ー ス ポ ー ト ) ) とと STDP (STDP (デ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー トデ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー ト ) ) の 確認の 確認

不一致の 場合は、不一致の 場合は、 STDPSTDPをを SRCSRC の 値に 変更し ま す 。の 値に 変更し ま す 。  (SRC (SRC を 変更す る サ ー バを 変更す る サ ー バ

が あ る 為そ の 対応が あ る 為そ の 対応))

ま た 、ま た 、 TCPTCP プ ロ ト コ ル のプ ロ ト コ ル の SEQSEQ、、 ACKACK の チ ェ ッ ク を 行い ま す 。の チ ェ ッ ク を 行い ま す 。

送出パ ケ ッ ト は、送出パ ケ ッ ト は、 相手ア ド レ ス と 適切な相手ア ド レ ス と 適切な SEQSEQ、、 ACKACK を 作成し て 出力し ま す 。を 作成し て 出力し ま す 。
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　　 22 --11--44　 デ ー タ パ ケ ッ ト の 送受信　 デ ー タ パ ケ ッ ト の 送受信

　　 22--11--55　 コ ネ ク シ ョ ン の 終了　 コ ネ ク シ ョ ン の 終了

　　 22--11--66　　 Enet-BXEnet-BX か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設と 終了か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設と 終了

　　 22 --11 --33 　 通信相手機器か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設　 通信相手機器か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設

通信相手機器通信相手機器 ( (サ ー バサ ー バ ) ) の 発行す るの 発行す る SYNSYNパ ケ ッ ト に 対し て 、パ ケ ッ ト に 対し て 、プ ロ ト コ ル で 応答し て コプ ロ ト コ ル で 応答し て コ

ネ ク シ ョ ン を 開設し ま す 。ネ ク シ ョ ン を 開設し ま す 。 コ ネ ク シ ョ ン 開設中は、コ ネ ク シ ョ ン 開設中は、 イ ー サ ネ ッ ト とイ ー サ ネ ッ ト と BSCBSC 間の 伝送が間の 伝送が

可能と なり ま す 。可能と なり ま す 。

自機あ て の デ ー タ パ ケ ッ ト は、自機あ て の デ ー タ パ ケ ッ ト は、 受信し て受信し て BSCBSC チ ャ ン ネ ル へ 伝送し ま す 。チ ャ ン ネ ル へ 伝送し ま す 。

BSCBSC チ ャ ン ネ ル へ の 送信完了で 、チ ャ ン ネ ル へ の 送信完了で 、 適切な適切な ACKACK パ ケ ッ ト を 出力し ま す 。パ ケ ッ ト を 出力し ま す 。

BSCBSCチ ャ ン ネ ル から のテ キ ス ト は、チ ャ ン ネ ル から のテ キ ス ト は、デー タ パケ ッ ト と し て イ ー サネ ッ ト に 出力し ま す。デー タ パケ ッ ト と し て イ ー サネ ッ ト に 出力し ま す。

通信相手機器か ら の通信相手機器か ら の ACKACK パ ケ ッ ト 受信で 、パ ケ ッ ト 受信で 、 BSCBSC チ ャ ン ネ ル に 肯定応答し ま す 。チ ャ ン ネ ル に 肯定応答し ま す 。

通信相手機器通信相手機器 ( (サ ー バサ ー バ ) ) の 発行す るの 発行す る FINFIN パ ケ ッ ト に 対し て 、パ ケ ッ ト に 対し て 、 プ ロ ト コ ル で 応答し て コプ ロ ト コ ル で 応答し て コ

ネ ク シ ョ ン を 終了し ま す 。ネ ク シ ョ ン を 終了し ま す 。

通信相手機器通信相手機器 ( (サ ー バサ ー バ ) ) の 発行す るの 発行す る RSTRSTパ ケ ッ ト で は、パ ケ ッ ト で は、異常処理と し て コ ネ ク シ ョ ン異常処理と し て コ ネ ク シ ョ ン

を 終了し ま す 。を 終了し ま す 。

Enet-BXEnet-BX 上の 何ら か の 異常で 、上の 何ら か の 異常で 、 イ ー サ ネ ッ ト 開設維持が 出来な い 場合は 、イ ー サ ネ ッ ト 開設維持が 出来な い 場合は 、 RSTRST パパ

ケ ッ ト を 発行し ま す 。ケ ッ ト を 発行し ま す 。 異常と は、異常と は、 タ イ ム ア ウ ト や 不適切なパ ケ ッ ト 受信等で す 。タ イ ム ア ウ ト や 不適切なパ ケ ッ ト 受信等で す 。

異常終了の 場合は、異常終了の 場合は、 BSCBSC チ ャ ン ネ ル へチ ャ ン ネ ル へ DISCDISC を 送出し ま す 。を 送出し ま す 。

未開設時で 開設条件と なっ た 場合に未開設時で 開設条件と なっ た 場合に SYNSYN パ ケ ッ ト を 発行し 、パ ケ ッ ト を 発行し 、応答し た 相手と コ ネ ク応答し た 相手と コ ネ ク

シ ョ ン を 開設し ま す 。シ ョ ン を 開設し ま す 。

コ ネ ク シ ョ ン 開設中は、コ ネ ク シ ョ ン 開設中は、イ ー サ ネ ッ ト とイ ー サ ネ ッ ト と BSCBSC間で ど ち ら か ら で も 伝送が 可能と なり間で ど ち ら か ら で も 伝送が 可能と なり

ま す 。ま す 。 一度開設さ れる と 、一度開設さ れる と 、 再び再び SYNSYN パ ケ ッ ト を 発行す る 事はあ り ま せ ん 。パ ケ ッ ト を 発行す る 事はあ り ま せ ん 。

開設を 終了す る 条件と なっ た 場合に開設を 終了す る 条件と なっ た 場合に FINFIN パ ケ ッ ト を 発行し て 、パ ケ ッ ト を 発行し て 、 相手の プ ロ ト コ ル 応相手の プ ロ ト コ ル 応

答を 経て 終了し ま す 。答を 経て 終了し ま す 。

TCPTCP//IPIPの プ ロ ト コ ル に よ り 、の プ ロ ト コ ル に よ り 、コ ネ ク シ ョ ン を 終了後コ ネ ク シ ョ ン を 終了後22分間は分間は TIME WAITTIME WAIT遷移と なり 、遷移と なり 、

同じ ポ ー ト へ の 開設が 出来ま せ ん 。同じ ポ ー ト へ の 開設が 出来ま せ ん 。

そ の 間の 動作はそ の 間の 動作は AUOTAUOTモ ー ド で はモ ー ド で は ENQENQ に 対し てに 対し て EOTEOTが 返り ま す 。が 返り ま す 。 LINELINE モ ー ド で はモ ー ド で は

DSRDSR のの HighHig h 応答が あ り ま せ ん 。応答が あ り ま せ ん 。
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　　 22 --22--22　 分割し て の テ キ ス ト 送信　 分割し て の テ キ ス ト 送信

２ －２ 　２ －２ 　 B S CB S C プ ロ ト コ ルプ ロ ト コ ル

　　 22 --22 --11 　 回線接続、　 回線接続、 テ キ ス ト 送信、テ キ ス ト 送信、 終了終了

回線接続要求

接続承認

テ キ ス ト 送信

テ キ ス ト 承認

終了

PAD

ACK0

ENQ SYN SYNSYN

SYNSYNSYN PAD

PAD

ACK1

ETX SYNSTX

SYNSYNSYN PAD

PAD EOT SYN SYNSYN

BCC SYNSYNテ キ ス ト

回線接続要求

接続承認

テ キ ス ト 1送信

テ キ ス ト 承認

PAD

ACK0

ENQ SYN SYNSYN

SYNSYNSYN PAD

PAD

ACK1

ETB SYNSTX

SYNSYNSYN PAD

BCC SYNSYNテ キ ス ト 1

テ キ ス ト 2送信

テ キ ス ト 承認

終了

PAD

ACK0

ETX SYNSTX

SYNSYNSYN PAD

PAD EOT SYN SYNSYN

BCC SYNSYNテ キ ス ト 2
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　　 22 --22--33　 透過モ ー ド の テ キ ス ト　 透過モ ー ド の テ キ ス ト

　　 22--22--44　 異常時の 動作　 異常時の 動作

BSCBSC 機器間で 、機器間で 、特定の 意味を 持つ 伝送制御キ ャ ラ ク タ そ の も の を デ ー タ と し て 送受特定の 意味を 持つ 伝送制御キ ャ ラ ク タ そ の も の を デ ー タ と し て 送受

信す る 場合に は、信す る 場合に は、 透過モ ー ド に 設定す る 必要が あ り ま す 。透過モ ー ド に 設定す る 必要が あ り ま す 。 透過モ ー ド に 設定す る こ透過モ ー ド に 設定す る こ

と に よ り 、と に よ り 、伝送制御キ ャ ラ ク タ を 含む すべ て の コ ー ド を 送信出来る よ う に なり ま す 。伝送制御キ ャ ラ ク タ を 含む すべ て の コ ー ド を 送信出来る よ う に なり ま す 。

Enet-BXEnet-BX は、は、 受信テ キ ス ト に 関し て は 自動判別し ま す 。受信テ キ ス ト に 関し て は 自動判別し ま す 。

回線や 通信機器の 異常に よ り 、回線や 通信機器の 異常に よ り 、 伝送制御キ ャ ラ ク タ や テ キ ス ト が 正し く 送受信出来伝送制御キ ャ ラ ク タ や テ キ ス ト が 正し く 送受信出来

ない 場合が あ り ま す 。ない 場合が あ り ま す 。 Enet-BXEnet-BX は、は、 こ の 異常を 感知し た り 、こ の 異常を 感知し た り 、 回避す る た め に 再送回回避す る た め に 再送回

数や タ イ マ 値を 自由に 設定す る こ と が 出来ま す 。数や タ イ マ 値を 自由に 設定す る こ と が 出来ま す 。

指定し た 再送回数を 超え る 場合に は、指定し た 再送回数を 超え る 場合に は、 回線異常と 見なし 回線切断を 行い 、回線異常と 見なし 回線切断を 行い 、 異常状態異常状態

が 放置さ れる こ と はあ り ま せ ん 。が 放置さ れる こ と はあ り ま せ ん 。

各条件下で の タ イ マ ー 値、各条件下で の タ イ マ ー 値、リ ト ラ イ 回数は、リ ト ラ イ 回数は、 [4 [4--55　 タ イ マ ー と 回数の 設定　 タ イ マ ー と 回数の 設定] ] 欄を 参照欄を 参照

し て 下さ い 。し て 下さ い 。

透過モ ー ド 例透過モ ー ド 例

　 ↑　 ↑

デ ー タ と し てデ ー タ と し て DLEDLE を 伝送の 場合を 伝送の 場合

※の※の DLEDLE が 付加さ れて 伝送さ れま す 。が 付加さ れて 伝送さ れま す 。

※※

SYN SYN SYN DLE ETXテ キ ス ト PADBCC

テ キ ス ト

STX

DLESYN SYN SYN DLE STX DLE テ キ ス ト ETX PADBCC

DLE

DLE

他の 例他の 例：： DLE+ETX,DLE+ETB,DLE+SYNDLE+ETX,DLE+ETB,DLE+SYN等の 形で 、等の 形で 、テ キ ス ト の 中に 制御モ ー ド を 入れテ キ ス ト の 中に 制御モ ー ド を 入れ

て 伝送し ま す 。て 伝送し ま す 。
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２ －３ 　２ －３ 　 TC PTC P//I PI P とと BSCBSC 間の 伝送間の 伝送

　　 22 --33--11　 コ ネ ク シ ョ ン 開設と 伝送　 コ ネ ク シ ョ ン 開設と 伝送

TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネ ル はコ ネ ク シ ョ ン が 開設さ れ、チ ャ ン ネ ル はコ ネ ク シ ョ ン が 開設さ れ、そ の 状態が 保持さ れて い る 事が 前提そ の 状態が 保持さ れて い る 事が 前提

と なり ま す 。と なり ま す 。

TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン の 開設はイ ー サ ネ ッ ト 側機器か ら とコ ネ ク シ ョ ン の 開設はイ ー サ ネ ッ ト 側機器か ら と Enet-BXEnet-BX か ら の 場合が あか ら の 場合が あ

り ま す 。り ま す 。

こ の 時、こ の 時、 TCPTCP//IP,BSCIP,BSC 間の 双方向の 伝送が 可能と なり ま す 。間の 双方向の 伝送が 可能と なり ま す 。 コ ネ ク シ ョ ン 開設中は、コ ネ ク シ ョ ン 開設中は、

Enet-BXEnet-BX のの CONNECTCONNECT のの LEDLED が 点灯し て い ま す 。が 点灯し て い ま す 。

BSCBSC チ ャ ン ネ ル は、チ ャ ン ネ ル は、テ キ ス ト 毎にテ キ ス ト 毎に ENQENQ か ら 始ま る 回線接続を 行い 、か ら 始ま る 回線接続を 行い 、テ キ ス ト 伝送後テ キ ス ト 伝送後

はは EOTEOTで 終結し ま す 。で 終結し ま す 。

伝送例伝送例))

通信相手機器よ り コ ネ ク シ ョ ン の 開設を 行い 、通信相手機器よ り コ ネ ク シ ョ ン の 開設を 行い 、 デ ー タ を 双方向で 通信し ま す 。デ ー タ を 双方向で 通信し ま す 。 デ ーデ ー

タ 伝送終了後、タ 伝送終了後、 通信相手機器よ り 切断を 行い ま す 。通信相手機器よ り 切断を 行い ま す 。

※※ 実際の 伝送に 使用さ れて い る 同期キ ャ ラ ク タ 、実際の 伝送に 使用さ れて い る 同期キ ャ ラ ク タ 、 コ マ ン ド 、コ マ ン ド 、 ヘ ッ ダ 情報等は、ヘ ッ ダ 情報等は、一部一部

省略し た 形で 記述し て い ま す 。省略し た 形で 記述し て い ま す 。

イ ー サ ネ ッ ト か ら BSCへ

BSCか ら イ ー サ ネ ッ ト へ

イ ー サ ネ ッ ト 側 BSC側

SYN →

ACK of SYN ←
ACK →

DATA(テ キ ス ト )パ ケ ッ ト →

ACK ←

DATA(テ キ ス ト )パ ケ ッ ト ←

ACK →

FIN →

ACK ←

ACK →

FIN ←

→ ENQ

→ EOT

→ STX＋テ キ ス ト ＋ETX＋CRC

← ACK0

← ACK1

← ENQ
→ ACK0

← STX＋テ キ ス ト ＋ETX＋CRC

→ ACK1

← EOT

※イ ー サ ネ ッ ト 側の コ ネ ク

シ ョ ン が 開設さ れて い な

い 時に ,BSCチ ャ ン ネ ル に

受信し た ENQはOPENモ ー ド

の 状態に 従い ま す。

Enet-BX

コ ネ ク シ ョ ン 開設

開設成立

コ ネ ク シ ョ ン 切断

タ イ ム ウ ェ イ ト 状態
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　　 22 --33 --22 　 変換さ れ る 情報メ ッ セ ー ジ の 範囲　 変換さ れ る 情報メ ッ セ ー ジ の 範囲

プ ロ ト コ ル 変換を 行い 、プ ロ ト コ ル 変換を 行い 、 他方の チ ャ ン ネ ル に 伝送さ れる 情報メ ッ セ ー ジ の 範囲は、他方の チ ャ ン ネ ル に 伝送さ れる 情報メ ッ セ ー ジ の 範囲は、

TCPTCP//IPIP側と側と BSCBSC側で 違い が あ り ま す 。側で 違い が あ り ま す 。　　 TCPTCP//IPIP側通信相手機器か ら の 情報メ ッ セ ー側通信相手機器か ら の 情報メ ッ セ ー

ジ は、ジ は、 テ キ ス ト デ ー タ 部の み変換さ れ、テ キ ス ト デ ー タ 部の み変換さ れ、 BSCBSC 側に 伝送さ れま す 。側に 伝送さ れま す 。 　　 BSCBSC 機器か ら の機器か ら の

情報メ ッ セ ー ジ は、情報メ ッ セ ー ジ は、ヘ ッ ダ 部と テ キ ス ト デ ー タ 部が 変換さ れ、ヘ ッ ダ 部と テ キ ス ト デ ー タ 部が 変換さ れ、TCPTCP//IPIP側に 伝送さ れ側に 伝送さ れ

ま す 。ま す 。 　 但し 、　 但し 、 ヘ ッ ダ 部は、ヘ ッ ダ 部は、 メ ッ セ ー ジ 標識や 優先順位と い っ た テ キ ス ト に 付随すメ ッ セ ー ジ 標識や 優先順位と い っ た テ キ ス ト に 付随す

る 情報で 、る 情報で 、 省か れて い る こ と が あ り ま す 。省か れて い る こ と が あ り ま す 。

ヘ ッ ダ 部が 付加さ れ て い る 場合ヘ ッ ダ 部が 付加さ れ て い る 場合

BSCBSC 機器か ら 受信し た ヘ ッ ダ を 含む 情報メ ッ セ ー ジ は、機器か ら 受信し た ヘ ッ ダ を 含む 情報メ ッ セ ー ジ は、ヘ ッ ダ を 伝送す る テ キ ス トヘ ッ ダ を 伝送す る テ キ ス ト

の 一部と し て 区別せ ず 、の 一部と し て 区別せ ず 、 連続し た 形で連続し た 形で TCP/IPTCP/IP 側に 送信し ま す 。側に 送信し ま す 。

ヘ ッ ダ 、 テ キ ス ト 部を 挿入す る

ヘ ッ ダ 、 テ キ ス ト 部だ け

を 抜き 出す

PADBCCETXテ キ ス ト 部STXSYN

テ キ ス ト 部

フ レ ー ム チ ェ ッ クTCP / IPヘ ッ ダ 部 テ キ ス ト 部

SOH ヘ ッ ダ

ヘ ッ ダ

ヘ ッ ダ

連続し た 形に なる

BCCBCC チ ャ ン ネ ル か らチ ャ ン ネ ル か ら TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ル へチ ャ ン ネ ル へ

ヘ ッ ダ が 省か れ て い る 場合ヘ ッ ダ が 省か れ て い る 場合

TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ル か らチ ャ ン ネ ル か ら BCCBCC チ ャ ン ネ ル へチ ャ ン ネ ル へ

テ キ ス ト 部だ け を

抜き 出す

フ レ ー ム チ ェ ッ ク TCP / IPヘ ッ ダ 部テ キ ス ト 部

テ キ ス ト 部を 挿入するテ キ ス ト 部

PAD BCC ETX テ キ ス ト 部 STX SYN

テ キ ス ト 部を 挿入する
テ キ ス ト 部だ け を

抜き 出す

PADBCCETXテ キ ス ト 部STXSYN

テ キ ス ト 部

フ レ ー ム チ ェ ッ クTCP / IPヘ ッ ダ 部 テ キ ス ト 部
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異常伝送例異常伝送例

タ イ ム ラ グ を 考慮に 入れない 為、タ イ ム ラ グ を 考慮に 入れない 為、 BSCBSC 機器側が 回線切断の 処理を し て し ま う 例機器側が 回線切断の 処理を し て し ま う 例

　　 22--33--33　 伝送テ キ ス ト の 制限　 伝送テ キ ス ト の 制限

Enet-BXEnet-BXは、は、異なる プ ロ ト コ ル の 変換を 行う 為に 、異なる プ ロ ト コ ル の 変換を 行う 為に 、両方の プ ロ ト コ ル に よ る 伝送テ両方の プ ロ ト コ ル に よ る 伝送テ

キ ス ト の 制限を 受け て し ま い ま す 。キ ス ト の 制限を 受け て し ま い ま す 。

BSCBSC プ ロ ト コ ル に お い て 、プ ロ ト コ ル に お い て 、 特に 指定が ない 限り テ キ ス ト 長の 制限はあ り ま せ ん 。特に 指定が ない 限り テ キ ス ト 長の 制限はあ り ま せ ん 。

TCPTCP//IPIPプ ロ ト コ ル に お け る テ キ ス ト 長は、プ ロ ト コ ル に お け る テ キ ス ト 長は、最大最大14601460バ イ ト で す 。バ イ ト で す 。従っ て 、従っ て 、BSCBSCチ ャチ ャ

ン ネ ル か らン ネ ル か ら TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ル へ の デ ー タ 伝送に は注意が 必要で す 。チ ャ ン ネ ル へ の デ ー タ 伝送に は注意が 必要で す 。

BSCBSC チ ャ ン ネ ル か ら の 大量テ キ ス ト を 受信し た こ と に よ り 、チ ャ ン ネ ル か ら の 大量テ キ ス ト を 受信し た こ と に よ り 、Enet-BXEnet-BXは、は、テ キ ス トテ キ ス ト

部を部を 14601460 バ イ ト づ つ に 区切りバ イ ト づ つ に 区切り TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネ ル に 送信し ま す 。チ ャ ン ネ ル に 送信し ま す 。 Enet-BXEnet-BXは、は、 通信通信

相手機器か ら の パ ケ ッ ト 受信終了の相手機器か ら の パ ケ ッ ト 受信終了の  " ACK "  " ACK " を 受信し ない 限り 、を 受信し ない 限り 、 BSCBSC チ ャ ン ネ ル へチ ャ ン ネ ル へ

" ACK1 " " ACK1 " を 送信す る こ と が 出来ま せ ん 。を 送信す る こ と が 出来ま せ ん 。

従っ て 、従っ て 、 Enet-BXEnet-BX のの BSCBSC チ ャ ン ネ ル か ら の テ キ ス ト 受信終了後、チ ャ ン ネ ル か ら の テ キ ス ト 受信終了後、 " ACK1 " " ACK1 " 送信ま送信ま

で の タ イ ム ラ グ を 、で の タ イ ム ラ グ を 、BSCBSC機器側で サ ポ ー ト する ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 必要と なり ま す 。機器側で サ ポ ー ト する ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 必要と なり ま す 。

正常伝送例正常伝送例 TCP／IP側 BSC側

分割パ ケ ッ ト 1 ←

ACK →

← ENQ

← EOT

大量テ キ ス ト

→ ACK0

→ ACK1

Enet-BX分割パ ケ ッ ト 2 ←

分割パ ケ ッ ト n ←

ACK →

ACK →

こ の タ イ ム ラ グ を
BSC機器側で 管理す

る 必要が あ り ま す。

1460バイ ト に

分割し て 送信

TCP／IP側 BSC側

分割パ ケ ッ ト 1 ←

ACK →

← ENQ

← EOT

大量テ キ ス ト

→ ACK0

Enet-BX分割パ ケ ッ ト 2 ←

分割パ ケ ッ ト n ←

ACK →

ACK →

RST ←

← ENQ

← ENQ

← ENQ
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TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ル のチ ャ ン ネ ル の ACKACK とと BSCBSC チ ャ ン ネ ル のチ ャ ン ネ ル の EOTEOT がが Enet-BXEnet-BX 内で 衝突す る と 、内で 衝突す る と 、

異常処理と し て異常処理と し て TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネ ル へチ ャ ン ネ ル へ RSTRSTを 送信し 、を 送信し 、ネ ッ ト ワ ー ク の コ ネ ク シ ョ ン をネ ッ ト ワ ー ク の コ ネ ク シ ョ ン を

切断し ま す 。切断し ま す 。

こ の 現象は、こ の 現象は、 ネ ッ ト ワ ー ク 内の ト ラ フ ィ ッ ク が 増加し て い る 時、ネ ッ ト ワ ー ク 内の ト ラ フ ィ ッ ク が 増加し て い る 時、 大量テ キ ス ト 伝送大量テ キ ス ト 伝送

時に 限ら ず 、時に 限ら ず 、 11 パ ケ ッ ト の 伝送時で も 起こ り 得ま す 。パ ケ ッ ト の 伝送時で も 起こ り 得ま す 。

デ ー タ 伝送量に 限ら ず 、デ ー タ 伝送量に 限ら ず 、 双方の 接続機器内の ア プ リ ケ ー シ ョ ン で 、双方の 接続機器内の ア プ リ ケ ー シ ョ ン で 、 タ イ ム ア ウタ イ ム ア ウ

ト 、ト 、 再送回数等の 時間管理を 考慮に 入れ る 対応が 必要で す 。再送回数等の 時間管理を 考慮に 入れ る 対応が 必要で す 。

　　 22--33--44　 優先局　 優先局

Enet-BXEnet-BXはは TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネ ル 側が 優先局、チ ャ ン ネ ル 側が 優先局、BSCBSCチ ャ ン ネ ル が 非優先局と なり ま す 。チ ャ ン ネ ル が 非優先局と なり ま す 。

従っ て 、従っ て 、 優先順位は、優先順位は、 通信相手機器＞通信相手機器＞ Enet-BXEnet-BX ＞＞ BSCBSC 機器と なり ま す 。機器と なり ま す 。

双方か ら の 受信双方か ら の 受信 (TCP (TCP//IPIPチ ャ ン ネ ル の デ ー タ パ ケ ッ ト とチ ャ ン ネ ル の デ ー タ パ ケ ッ ト と BSCBSC チ ャ ン ネ ル のチ ャ ン ネ ル の ENQ) ENQ) がが

同時の 場合は、同時の 場合は、TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネ ル か ら の デ ー タ パ ケ ッ ト の 入力を 優先的に 取り 込みチ ャ ン ネ ル か ら の デ ー タ パ ケ ッ ト の 入力を 優先的に 取り 込み

ま す 。ま す 。

取り 込ん だ デ ー タ を取り 込ん だ デ ー タ を BSCBSC機器へ 送信す る た め に 、機器へ 送信す る た め に 、Enet-BXEnet-BXよ りよ り ENQENQを 出力し 、を 出力し 、BSCBSC

機器に デ ー タ の 受信を 促し ま す 。機器に デ ー タ の 受信を 促し ま す 。

　　 22--33--55　 異常時の 動作　 異常時の 動作

◆◆ TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ル 側で 何ら か の 異常が 発生し た 場合チ ャ ン ネ ル 側で 何ら か の 異常が 発生し た 場合

通信相手機器通信相手機器 ( (サ ー バサ ー バ ) ) よ りよ り RSTRSTパ ケ ッ ト を 受信し た 。パ ケ ッ ト を 受信し た 。

不適切な 受信や タ イ ム ア ウ ト で不適切な 受信や タ イ ム ア ウ ト で Enet-BXEnet-BX がが RSTRST パ ケ ッ ト を 送信し た 。パ ケ ッ ト を 送信し た 。

こ の時、こ の時、 TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネルは、チ ャ ン ネルは、 RSTRSTパケ ッ ト に よ り コ ネク ショ ン は切断さ れパケ ッ ト に よ り コ ネク ショ ン は切断さ れまま す。す。

◆◆ BSCBSC チ ャ ン ネ ル 側で 何ら か の 異常が 発生し た 場合チ ャ ン ネ ル 側で 何ら か の 異常が 発生し た 場合

AUTOAUTO モ ー ド 以外でモ ー ド 以外で DISCDISC を 受信し た 。を 受信し た 。

タ イ ム ア ウ ト 、タ イ ム ア ウ ト 、 リ ト ラ イ オ ー バ ー が 発生し た 。リ ト ラ イ オ ー バ ー が 発生し た 。

こ の 時、こ の 時、 伝送途中の 場合は、伝送途中の 場合は、 TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ル にチ ャ ン ネ ル に RSTRSTパ ケ ッ ト を 送信し 、パ ケ ッ ト を 送信し 、 コ ネコ ネ

ク シ ョ ン を 切断し ま す 。ク シ ョ ン を 切断し ま す 。

DISCDISCがが BSCBSC機器へ の 波及の みの 場合は、機器へ の 波及の みの 場合は、TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネ ル にチ ャ ン ネ ル に RSTRSTパ ケ ッ ト は送パ ケ ッ ト は送

信し ま せ ん 。信し ま せ ん 。

BSCBSC チ ャ ン ネ ル は、チ ャ ン ネ ル は、 タ イ ム ア ウ ト 、タ イ ム ア ウ ト 、 リ ト ラ イ オ ー バ ー の 場合、リ ト ラ イ オ ー バ ー の 場合、 BSCBSC 機器へ機器へ EOTEOT

を 送信し ま す 。を 送信し ま す 。

ご 注意ご 注意 BSCBSC は半は半 22 重通信で す 。重通信で す 。

TCPTCP 側よ り デ ー タ を 連続送信す る 際は、側よ り デ ー タ を 連続送信す る 際は、 BSCBSC 側で 処理が 完結す る 時間を側で 処理が 完結す る 時間を

考慮し た ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 必要と なり ま す 。考慮し た ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 必要と なり ま す 。
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　　 22--44--11　 逐一変換機能　 逐一変換機能  （ パ ケ ッ ト ス ル ー ）（ パ ケ ッ ト ス ル ー ）   の 動作仕様の 動作仕様

BSCBSC か ら の 受信は、か ら の 受信は、 制御コ ー ド制御コ ー ド  (ENQ (ENQ、、 ACKACK 等等) ) と 電文の ど ち ら も 、と 電文の ど ち ら も 、 先行先行 PADPAD 後方後方

PADPAD を 取り 除き 、を 取り 除き 、 イ ー サ ネ ッ ト の デ ー タ パ ケ ッ ト と し て 出力さ れま す 。イ ー サ ネ ッ ト の デ ー タ パ ケ ッ ト と し て 出力さ れま す 。

イ ー サ ネ ッ ト の デ ー タ パ ケ ッ ト は、イ ー サ ネ ッ ト の デ ー タ パ ケ ッ ト は、 そ の デ ー タ 部分に 先行そ の デ ー タ 部分に 先行PADPAD 後方後方PADPAD を 付け て 、を 付け て 、

BSCBSC へ 出力し ま す 。へ 出力し ま す 。

BSCBSC の 電文の 電文 ( (テ キ ス トテ キ ス ト ) ) に は、に は、 最後に最後に BCCBCC が 付加さ れて い ま す が 、が 付加さ れて い ま す が 、 BCCBCC チ ェ ッ ク 及チ ェ ッ ク 及

び 付加はび 付加は Enet-BXEnet-BX で 行い ま す 。で 行い ま す 。 イ ー サ ネ ッ ト 側の 電文イ ー サ ネ ッ ト 側の 電文 ( (テ キ ス トテ キ ス ト ) ) はは STXSTX か ら 始まか ら 始ま

り 、り 、 ETXETXま で と なり 、ま で と なり 、BCCBCC は付き ま せ ん 。は付き ま せ ん 。BSCBSC 受信の 電文が受信の 電文が BCCBCC エ ラ ー で あ っ た 場エ ラ ー で あ っ た 場

合に は、合に は、 イ ー サ ネ ッ ト へ は送ら ず にイ ー サ ネ ッ ト へ は送ら ず に BSCBSC にに NAKNAK を 返し ま す 。を 返し ま す 。

Enet-BXEnet-BX で は、で は、 BCCBCC エ ラ ー 以外のエ ラ ー 以外の BSCBSC プ ロ ト コ ル に は関与し ま せ ん 。プ ロ ト コ ル に は関与し ま せ ん 。 イ ー サ ネ ッイ ー サ ネ ッ

ト 側で タ イ ム ア ウ ト や 再送の プ ロ ト コ ル を 管理す る 必要が あ り ま す 。ト 側で タ イ ム ア ウ ト や 再送の プ ロ ト コ ル を 管理す る 必要が あ り ま す 。 ( (こ の モ ー ド でこ の モ ー ド で

のの Enet-BXEnet-BX は巻末の 状態遷移表に 該当し ま せ ん 。は巻末の 状態遷移表に 該当し ま せ ん 。))

TCPTCP//IPIPプ ロ ト コ ル は、プ ロ ト コ ル は、Enet-BXEnet-BXの 他の 使用モ ー ド と 同様に 動作し ま す 。の 他の 使用モ ー ド と 同様に 動作し ま す 。TCPTCP//IPIPデ ーデ ー

タ パ ケ ッ ト に 対し て は、タ パ ケ ッ ト に 対し て は、 TCPTCP//IPIPのの ACKACK パ ケ ッ ト で 応答し ま す 。パ ケ ッ ト で 応答し ま す 。 TCPTCP//IPIP上の 通信エ上の 通信エ

ラ ー に はラ ー に は TCPTCP//IPIPプ ロ ト コ ルプ ロ ト コ ル  ( (再送等再送等) ) で 対応し ま す 。で 対応し ま す 。

２ －４ 　 逐一変換で の 伝送２ －４ 　 逐一変換で の 伝送

逐一変換モ ー ド は、逐一変換モ ー ド は、 BSCBSC の 制御パ ケ ッ ト も 含め た す べ て の パ ケ ッ ト を 、の 制御パ ケ ッ ト も 含め た す べ て の パ ケ ッ ト を 、 イ ー サ ネ ッイ ー サ ネ ッ

ト の デ ー タ パ ケ ッ ト と し て 伝送す る 仕様で す 。ト の デ ー タ パ ケ ッ ト と し て 伝送す る 仕様で す 。Enet-BXEnet-BXは、は、同期式シ リ ア ル と イ ー同期式シ リ ア ル と イ ー

サ ネ ッ ト と の パ ケ ッ ト コ ン バ ー タ と し て の 機能と なり ま す 。サ ネ ッ ト と の パ ケ ッ ト コ ン バ ー タ と し て の 機能と なり ま す 。

従っ て 、従っ て 、イ ー サ ネ ッ ト 側に 接続さ れる 装置でイ ー サ ネ ッ ト 側に 接続さ れる 装置で BSCBSCプ ロ ト コ ル を 管理す る 必要が あ りプ ロ ト コ ル を 管理す る 必要が あ り

ま す 。ま す 。

従来の ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト で 既に従来の ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト で 既に BSCBSC プ ロ ト コ ル が 組み込ま れた も の を 、プ ロ ト コ ル が 組み込ま れた も の を 、LANLAN

に 移行す る よ う な場合に 有効な仕様で す 。に 移行す る よ う な場合に 有効な仕様で す 。
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通信の 例　通信の 例　 (TCP(TCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン が 既に 開設さ れて い る と し ま す 。コ ネ ク シ ョ ン が 既に 開設さ れて い る と し ま す 。))

イ ー サ ネ ッ ト 側 BSC側

イ ー サ ネ ッ ト か ら BSCへ

データ パケッ ト [イ ーサヘッ ダ +ENQ]

SYN EOT PAD

Enet-BX
データ パケ ッ ト [イ ーサヘッ ダ +STX 電文 ETX]

データ パケッ ト [イ ーサヘッ ダ +ACK1]

イ ーサACKパケ ッ ト

データ パケ ッ ト [イ ーサヘッ ダ +EOT]

イ ーサACKパケ ッ ト

SYN ENQ PAD

SYN ACK0 PAD

SYN STX 電文 ETX BCC PAD

SYN ACK1 PAD

→

←

→

←

イ ーサACKパケ ッ ト ←

→

イ ーサACKパケ ッ ト →

データ パケッ ト [イ ーサヘッ ダ +ACK0] ←

イ ーサACKパケ ッ ト ←

→

→

←

→

→

←

BSCか ら イ ー サ ネ ッ ト へ

データ パケッ ト [イ ーサヘッ ダ +ENQ]

SYN EOT PAD

データ パケ ッ ト [イ ーサヘッ ダ +STX 電文 ETX]

データ パケッ ト [イ ーサヘッ ダ +ACK1]

イ ーサACKパケ ッ ト

データ パケッ ト [イ ーサヘッ ダ +EOT]

イ ーサACKパケ ッ ト

SYN ENQ PAD

SYN ACK0 PAD

SYN STX 電文 ETX BCC PAD

SYN ACK1 PAD

→

←

→

←

イ ーサACKパケ ッ ト

←

→

イ ーサACKパケ ッ ト

→データ パケッ ト [イ ーサヘッ ダ +ACK0]

←

イ ーサACKパケ ッ ト

←

→

←

←

→

→

←

SYN NAK PAD

SYN STX 電文 ETX BCC PAD←

→

BSCから の電文が

BCCエ ラ ーの場合

（ イ ーサネッ ト へは出力さ れない）

Enet-BX
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　　 22 --44 --22 　 逐一変換機能モ ー ド に す る 設定方法　 逐一変換機能モ ー ド に す る 設定方法

プ ロ グ ラ ム モ ー ド のプ ロ グ ラ ム モ ー ド の TRANSTRANS の 項目で 指定し ま す 。の 項目で 指定し ま す 。

　　 TRANSTRANS＝＝AA　 と す る こ と で 逐一変換　 と す る こ と で 逐一変換 ( (パ ケ ッ ト ス ル ーパ ケ ッ ト ス ル ー ) ) モ ー ド と なり ま す 。モ ー ド と なり ま す 。

◆◆ BSCBSC 関係の 有効な項目関係の 有効な項目

TRANSTRANS ＝＝ AA の 設定と す るの 設定と す る

BPSBPS ：： BSCBSC の 通信速度の 通信速度

BCCBCC ：： CRC16CRC16//CCITT (CCITT (必ず必ず BSCBSC 通信に 一致す る 方を 選択通信に 一致す る 方を 選択))

CODECODE ：： EBCDICEBCDIC//JIS8 (JIS8 (必ず必ず BSCBSC の 制御コ ー ド 系に 一致す る 方を 選択の 制御コ ー ド 系に 一致す る 方を 選択))

DUPDUP ：： FULLFULL//HALFHALF

EOTEOT ：： EOTEOT//DISCDISC

T1T1 ：： STXSTX ～～ ETXETX ま で の タ イ ム ア ウ トま で の タ イ ム ア ウ ト

T4T4 ：： 受信テ キ ス ト 挿入の受信テ キ ス ト 挿入の SYNSYN タ イ ム ア ウ トタ イ ム ア ウ ト

T10T10 ：： 送信不可能監視タ イ ム ア ウ ト送信不可能監視タ イ ム ア ウ ト

N5N5 ：： 送信先頭に 付加す る送信先頭に 付加す る SYNSYN の 数の 数

OPENOPEN ＝＝ AUTOAUTO ：： BSCBSC か らか ら ENQENQ 受信時に受信時に TCPTCP//IPIP未開設なら 開設を 実行し ま す 。未開設なら 開設を 実行し ま す 。

OPENOPEN ＝＝ NONNON ：： TCPTCP//IPIP 未開設で の未開設で の BSCBSC 受信に は受信に は DISCDISC を 返し ま す 。を 返し ま す 。

　　 (OPEN(OPEN ＝＝ LINELINE で は使用出来ま せ ん 。で は使用出来ま せ ん 。 設定し ない で 下さ い 。設定し ない で 下さ い 。))

上記以外の 設定項目は意味を 持ち ま せ ん 。上記以外の 設定項目は意味を 持ち ま せ ん 。

◆◆ イ ー サ ネ ッ ト 関係の 無効な項目イ ー サ ネ ッ ト 関係の 無効な項目

TCPDTCPD は無効で す 。は無効で す 。

そ の 他の 項目は有効で す 。そ の 他の 項目は有効で す 。
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２ －５ 　２ －５ 　 p i n gp i n g を 使っ た 簡単な 通信テ ス トを 使っ た 簡単な 通信テ ス ト

ご 注意ご 注意 Information Request Information Request //ReplyReply

Timestamp Timestamp //Timestamp ReplyTimestamp Reply

Address Mask Request Address Mask Request //Reply Reply に は対応し て お り ま せ ん 。に は対応し て お り ま せ ん 。

1)1) Enet-BXEnet-BX と 通信す る イ ー サ ネ ッ ト 相手機器がと 通信す る イ ー サ ネ ッ ト 相手機器が UNIXUNIX マ シ ン ま た はマ シ ン ま た は WindowsWindows マ シマ シ

ン の 場合ン の 場合

　　 Enet-BXEnet-BX 自身の自身の IPIPア ド レ ス を 設定す る 。ア ド レ ス を 設定す る 。  ( (第第 11 章を 参照章を 参照))

　 例　 例))IP= 192.168.0.130 (IP= 192.168.0.130 (同一セ グ メ ン ト 内の 場合の 例で す同一セ グ メ ン ト 内の 場合の 例で す ))

　 通信を 行う 相手機器よ り　 通信を 行う 相手機器よ り pingp ing コ マ ン ド を 実行す る 。コ マ ン ド を 実行す る 。

Microsoft (R) W indows XPMicrosoft (R) W indows XP で ので の pingp ing テ ス ト 成功例テ ス ト 成功例

C:¥WINDOWS>p ing  192.168.0.130C:¥WINDOWS>p ing  192.168.0.130

Ping ing  192.168.0.130 with 32 bytes of data:Ping ing  192.168.0.130 with 32 bytes of data:

Rep ly from 192.168.0.130: bytes=32 time=1ms TTL= 128Rep ly from 192.168.0.130: bytes=32 time=1ms TTL= 128

Rep ly from 192.168.0.130: bytes=32 time=1ms TTL= 128Rep ly from 192.168.0.130: bytes=32 time=1ms TTL= 128

Rep ly from 192.168.0.130: bytes=32 time=1ms TTL= 128Rep ly from 192.168.0.130: bytes=32 time=1ms TTL= 128

Rep ly from 192.168.0.130: bytes=32 time=1ms TTL= 128Rep ly from 192.168.0.130: bytes=32 time=1ms TTL= 128

上記が 返送さ れれば、上記が 返送さ れれば、 物理的な接続は問題あ り ま せ ん 。物理的な接続は問題あ り ま せ ん 。

Microsoft (R) W indows XPMicrosoft (R) W indows XP で ので の pingp ing テ ス ト 失敗例テ ス ト 失敗例

C:¥WINDOWS>p ing  192.168.0.130C:¥WINDOWS>p ing  192.168.0.130

Ping ing  192.168.0.130 with 32 bytes of data:Ping ing  192.168.0.130 with 32 bytes of data:

Request timed out.Request timed out.

Request timed out.Request timed out.

Request timed out.Request timed out.

Request timed out.Request timed out.

上記の よ う なメ ッ セ ー ジ が 返送の 場合は、上記の よ う なメ ッ セ ー ジ が 返送の 場合は、 ケ ー ブ ル 接続／経路等を ご 確認下さ い 。ケ ー ブ ル 接続／経路等を ご 確認下さ い 。
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  第３ 章第３ 章　 機器の 接続　 機器の 接続

３ －１ 　３ －１ 　 TC PTC P//I PI P チ ャ ン ネ ル の 接続チ ャ ン ネ ル の 接続

　　 33 --11 --11 　 イ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ ピ ン ア サ イ ン　 イ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ ピ ン ア サ イ ン

Enet-BXEnet-BX のの TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ル は、チ ャ ン ネ ル は、 イ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ と し てイ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ と し て 10/100base10/100base を 装を 装

備し て い ま す 。備し て い ま す 。

ピ ン 番号 信号名 方向 説明

1 デ ー タ 出力＋ → 送信線＋

2 デ ー タ 出力－ → 送信線－

3 デ ー タ 入力＋ ← 受信線＋

4 NC － 未接続　

5 NC － 未接続　

6 デ ー タ 入力－ ← 送信線－

7 NC － 未接続　

8 NC － 未接続　

３ －２ 　３ －２ 　 B S CB S C チ ャ ン ネ ル の 接続チ ャ ン ネ ル の 接続

　　 33--22--11　　 BSCBSC チ ャ ン ネ ル ピ ン ア サ イ ンチ ャ ン ネ ル ピ ン ア サ イ ン

方向→は本機か ら の 出力方向→は本機か ら の 出力

方向←は本機へ の 入力方向←は本機へ の 入力

そ の 他の ピ ン は未接続そ の 他の ピ ン は未接続

Enet-BXEnet-BX のの BSCBSC チ ャ ン ネ ル は、チ ャ ン ネ ル は、 DTEDTE 配列と な っ て い ま す 。配列と な っ て い ま す 。

ピ ン 番号 信号名 方向

1 FG －

2 TXD →

3 RXD ←

4 RTS →

5 CTS ←

6 DSR ←

7 SG －

8 CD ←

15 ST2 ←

17 RXC ←

20 DTR →

24 ST1 →

方向→は本機か ら の 出力方向→は本機か ら の 出力

方向←は本機へ の 入力方向←は本機へ の 入力
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　　 33--22--33　　 BSCBSC 機器へ の 接続機器へ の 接続

◆◆ 外部機器が外部機器が DTEDTE の 時　 →　 ク ロ ス ケ ー ブ ル で 接続す るの 時　 →　 ク ロ ス ケ ー ブ ル で 接続す る

Enet-BX 外部機器(GND)

(C D)

(ST1 )

(TXD)

(RXD)

(RTS)

(CTS)

(DSR)

(GND)

(ST2 )

(RXC)

(DTR)

1

2

3

4

5

6

7

8

15

17

20

24

(GND)

(C D)

(ST1 )

(TXD )

(RXD)

(RTS)

(CTS)

(DSR)

(GND)

(ST2 )

(RXC)

(DTR)

1

2

3

4

5

6

7

8

15

17

20

24

　　 33--22--22　　 BSCBSC 信号名信号名

ピ ン 番号 信号名 回路符号 JIS 説　 　 明

1 F.G AA FG 　 フ レ ー ム グ ラ ン ド

2 TXD BA SD 　 送信デ ー タ

3 RXD BB RD 　 受信デ ー タ

4 RTS CA RS 　 送信要求

5 CTS CB CS 　 送信可能

6 DSR CC DR 　 デ ー タ セ ッ ト レ デ ィ

7 S.G AB SG 　 シ グ ナ ル グ ラ ン ド

8 CD CF CD 　 キ ャ リ ア 検出

15 ST2 DB ST2 　 送信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ

17 RXC DD RT 　 受信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ

20 DTR CD ER 　 デ ー タ 端末レ デ ィ

24 ST1 DA ST1 　 送信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ
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◆◆ 外部機器が外部機器が DCEDCE の 時　 →　 ス ト レ ー ト ケ ー ブ ル で 接続す るの 時　 →　 ス ト レ ー ト ケ ー ブ ル で 接続す る

Enet-BX 外部機器(GND)

(C D)

(ST1 )

(TXD)

(RXD)

(RTS)

(CTS)

(DSR)

(GND)

(ST2 )

(RXC)

(DTR)

1

2

3

4

5

6

7

8

15

17

20

24

(GND)

(C D)

(ST1 )

(TXD)

(RXD)

(RTS)

(CTS)

(DSR)

(GND)

(ST2 )

(RXC)

(DTR)

1

2

3

4

5

6

7

8

15

17

20

24

３ －３ 　 コ ン ソ ー ル ポ ー ト３ －３ 　 コ ン ソ ー ル ポ ー ト

　　 33--33--11　　 R S232CR S232C コ ン ソ ー ル ポ ー ト ピ ン ア サ イ ンコ ン ソ ー ル ポ ー ト ピ ン ア サ イ ン

Enet-BXEnet-BX のの RS232CRS232C コ ン ソ ー ル ポ ー ト のコ ン ソ ー ル ポ ー ト の Dsub9Dsub9 ピ ン は、ピ ン は、 DTEDTE 配列で す 。配列で す 。 パ ソ コ ンパ ソ コ ン

等の等の DTEDTE 配列の 端末機器と 接続す る 場合は 、配列の 端末機器と 接続す る 場合は 、 ク ロ ス ケ ー ブ ル と なり ま す 。ク ロ ス ケ ー ブ ル と なり ま す 。 添付の添付の

RS232C  9RS232C  9 ピ ン ク ロ ス ケ ー ブ ル を 使用し て 接続で き ま す 。ピ ン ク ロ ス ケ ー ブ ル を 使用し て 接続で き ま す 。

方向→は本機か ら の 出力方向→は本機か ら の 出力

方向←は本機へ の 入力方向←は本機へ の 入力

99番番RIRI入力は意味を 持ち ま せ ん 。入力は意味を 持ち ま せ ん 。

ピ ン 番号 信号名 方向 説明

1 DCD ← 　 キ ャ リ ア 検出

2 RXD ← 　 受信デ ー タ

3 TXD → 　 送信デ ー タ

4 DTR → 　 デ ー タ タ ー ミ ナ ル レ デ ィ

5 GND － 　 グ ラ ン ド

6 DSR ← 　 デ ー タ セ ッ ト レ デ ィ

7 RTS → 　 送信要求

8 CTS ← 　 送信可能

9 RI ← 　 リ ン グ

※※ RS232CRS232C コ ン ソ ー ル ポ ー ト で 、コ ン ソ ー ル ポ ー ト で 、 Enet-BXEnet-BX の 通信条件の 設定／保存コ マ ン ド に よの 通信条件の 設定／保存コ マ ン ド に よ

る 通信状態の 確認が 可能で す 。る 通信状態の 確認が 可能で す 。
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３ －４ 　 接続テ ス ト３ －４ 　 接続テ ス ト

Enet-BXEnet-BX は、は、 BSCBSC チ ャ ン ネ ル 、チ ャ ン ネ ル 、 TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ル そ れぞ れ独立し た 接続テ ス ト のチ ャ ン ネ ル そ れぞ れ独立し た 接続テ ス ト の

機能を 搭載し て い ま す 。機能を 搭載し て い ま す 。

　　 33--44--11　　 TC PTC P//IPIP チ ャ ン ネ ル 接続テ ス トチ ャ ン ネ ル 接続テ ス ト

Enet-BXEnet-BX リ ア パ ネ ル 部のリ ア パ ネ ル 部の  [TEST SW]  [TEST SW] をを 33 秒以上押し 続け る と秒以上押し 続け る と STAT1STAT1 とと 22 のの LEDLED がが

点滅を 開始し ま す 。点滅を 開始し ま す 。 点滅し た ら 離し て 下さ い 。点滅し た ら 離し て 下さ い 。

Enet-BXEnet-BX は、は、 ネ ッ ト ワ ー ク 通信相手機器へネ ッ ト ワ ー ク 通信相手機器へ ICMP echoICMP echo 要求を 出力し ま す 。要求を 出力し ま す 。

echoecho 要求出力中は、要求出力中は、 LED TEST STAT1,2LED TEST STAT1,2 が 同時に 点滅し ま す 。が 同時に 点滅し ま す 。

結果は、結果は、 数数 1010 秒後に秒後に LED TEST STAT1,2LED TEST STAT1,2 の 組合わ せ で 表示し ま す 。の 組合わ せ で 表示し ま す 。

尚、尚、 BSC-TCPBSC-TCP//IPIP 間で 通信中は、間で 通信中は、 こ の テ ス ト ス イ ッ チ を 受け 付け ま せ ん 。こ の テ ス ト ス イ ッ チ を 受け 付け ま せ ん 。

通信し て い な い 場合で 、通信し て い な い 場合で 、 コ ネ ク シ ョ ン 開設中に こ の テ ス ト ス イ ッ チ が 押さ れる と 、コ ネ ク シ ョ ン 開設中に こ の テ ス ト ス イ ッ チ が 押さ れる と 、

コ ネ ク シ ョ ン は終了し ま す 。コ ネ ク シ ョ ン は終了し ま す 。 こ の テ ス ト 後は通常状態に は自動復帰し ない の で 、こ の テ ス ト 後は通常状態に は自動復帰し ない の で 、 フフ

ロ ン ト パ ネ ル 部ロ ン ト パ ネ ル 部RESET SWRESET SW を 押し て 終了し て 下さ い 。を 押し て 終了し て 下さ い 。 ( (再起動と なり ま す 。再起動と なり ま す 。))

BSCBSC チ ャ ン ネ ル 側は無応答と なり 、チ ャ ン ネ ル 側は無応答と なり 、 BSCBSC チ ャ ン ネ ル 接続テ ス ト も 行え ま せ ん 。チ ャ ン ネ ル 接続テ ス ト も 行え ま せ ん 。

STAT1 STAT2

点灯

交互点滅

点灯

滅灯

点灯

点灯

交互点滅

点灯

滅灯

(点滅)

ICMP echo 要求20回に 対し て 20回の 応答が あ っ た 時(正常)

ICMP echo要求20回に 対し て 1～20回未満応答が あ っ た 時

ICMP echo 要求20回に 対し て 応答無し (0 ) の 時

相手機器イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス が 未登録で 、 ICMP echo要求前

に ARP要求を 出力し た が 無応答で 、 相手機器を 特定で き な い 時

相手機器、 IPア ド レ ス 等の 設定必要項目が 未設定の 時

　　 33--44--22　　 BSCBSC チ ャ ン ネ ル 接続テ ス トチ ャ ン ネ ル 接続テ ス ト

Enet-BXEnet-BX リ ア パ ネ ル 部のリ ア パ ネ ル 部の  [TEST SW]  [TEST SW] をを 33 秒以内で 、秒以内で 、 押下し て 下さ い 。押下し て 下さ い 。

BSCBSCプ ロ ト コ ル に 従い 、プ ロ ト コ ル に 従い 、テ ス ト テ キ ス ト を ス イ ッ チテ ス ト テ キ ス ト を ス イ ッ チ 11回の 押下に つ き 、回の 押下に つ き 、11回出力し ま回出力し ま

す 。す 。 テ ス ト テ キ ス ト フ ォ ー マ ッ ト は、テ ス ト テ キ ス ト フ ォ ー マ ッ ト は、

BSCBSC △△ TESTTEST △△ DATA DATA LFCR

((△はス ペ ー ス 、△はス ペ ー ス 、  LFCR   はキ ャ リ ッ ジ リ タ ー ン 、はキ ャ リ ッ ジ リ タ ー ン 、ラ イ ン フ ィ ー ドラ イ ン フ ィ ー ド ) ) で す 。で す 。

接続さ れて い る接続さ れて い る BSCBSC 機器で 受信す る か 確認を 行っ て 下さ い 。機器で 受信す る か 確認を 行っ て 下さ い 。

なお 、なお 、 BSC-TCPBSC-TCP//IPIP 間で 通信中は、間で 通信中は、 こ の テ ス ト ス イ ッ チ を 受け 付け ま せ ん 。こ の テ ス ト ス イ ッ チ を 受け 付け ま せ ん 。

テ キ ス トテ キ ス ト 11 回出力後は、回出力後は、 通常状態に 戻り ま す 。通常状態に 戻り ま す 。

ま た 、ま た 、 BSCBSC テ ス ト 中にテ ス ト 中に TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネ ル に 受信が あ っ た 場合はチ ャ ン ネ ル に 受信が あ っ た 場合は TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル

へへ RSTRSTを 発行し ま す 。を 発行し ま す 。
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  第４ 章　第４ 章　 通信条件の 設定通信条件の 設定

４ －１ 　 通信条件の 設定４ －１ 　 通信条件の 設定 ( ( プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド ))

Enet-BXEnet-BXは、は、各種通信条件、各種通信条件、相手機器の ア ド レ ス 等を フ ラ ッ シ ュ相手機器の ア ド レ ス 等を フ ラ ッ シ ュ ROMROM に 記録し て 、に 記録し て 、

そ の 設定条件で 動作し ま す 。そ の 設定条件で 動作し ま す 。従っ て 、従っ て 、ご 利用前に 、ご 利用前に 、各種条件を フ ラ ッ シ ュ各種条件を フ ラ ッ シ ュ ROMROM に 予に 予

め 設定し て お く 必要が 有り ま す 。め 設定し て お く 必要が 有り ま す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド と は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド と は、フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROMへ の 編集、へ の 編集、

書き 込み作業を 行う モ ー ド で す 。書き 込み作業を 行う モ ー ド で す 。

フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROMは、は、電源を 切っ て も そ の 内容が 消去さ れる こ と はあ り ま せ ん 。電源を 切っ て も そ の 内容が 消去さ れる こ と はあ り ま せ ん 。再度、再度、

電源投入し た 後、電源投入し た 後、設定さ れた 内容で 動作し ま す 。設定さ れた 内容で 動作し ま す 。フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROM へ の 書き 込み繰りへ の 書き 込み繰り

返し 寿命は、返し 寿命は、 約約1010 万回で す 。万回で す 。 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了時に 、プ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了時に 、 一括し て 書き 込みを 行い一括し て 書き 込みを 行い

ま す の で 、ま す の で 、 通常の 使用で は充分の 回数で す 。通常の 使用で は充分の 回数で す 。

フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROM へ の 書き 込みは以下のへ の 書き 込みは以下の 22 つ の 方法が 可能で す 。つ の 方法が 可能で す 。

◆◆ Enet-BXEnet-BX の シ リ ア ル コ ン ソ ー ル チ ャ ン ネ ル を 使用し て タ ー ミ ナ ル 機能を 持つ 端の シ リ ア ル コ ン ソ ー ル チ ャ ン ネ ル を 使用し て タ ー ミ ナ ル 機能を 持つ 端

末機器末機器 ( (パソ コ ン 等パソ コ ン 等) ) を 使用す る 方法。を 使用す る 方法。

◆◆ Enet-BXEnet-BX の イ ー サ ネ ッ ト ポ ー ト を 使用し ての イ ー サ ネ ッ ト ポ ー ト を 使用し て TELNETTELNETが 使用可能な 端末機器か らが 使用可能な 端末機器か ら

書き 込みを 行う 方法。書き 込みを 行う 方法。

※※ ど ち ら の 方法も プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 対話的に 編集す る 事が 可能で す 。ど ち ら の 方法も プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 対話的に 編集す る 事が 可能で す 。

　　 44 --11--11　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド と は　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド と は

メ 　 モメ 　 モ シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用す る 場合で 端末機器がシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用す る 場合で 端末機器が WindowsWindowsの 環境下に あ るの 環境下に あ る

場合は、場合は、 TERM WINTERM WIN が 使用で き ま す 。が 使用で き ま す 。

端末機 器に端末機 器に W i n d o w sW i n d o w s が イ ン ス ト ー ル さ れ て い れ ばが イ ン ス ト ー ル さ れ て い れ ば W i n d o w sW i n d o w s のの

HyperterminalHyperterminal 等で も プ ロ グ ラ ム モ ー ド は実行可能で す 。等で も プ ロ グ ラ ム モ ー ド は実行可能で す 。

出荷時の 通信条件は、出荷時の 通信条件は、 BPS=9600 BPS=9600 デ ー タ 長デ ー タ 長 =8ﾋﾞ ｯﾄ STOP= 2 ﾊ゚ ﾘﾃｨ==8ﾋﾞ ｯﾄ STOP= 2 ﾊ゚ ﾘﾃｨ= 無し で無し で

す 。す 。
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◆◆ シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用す る 場合シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用す る 場合

　　 44 --11 --22　 パ ソ コ ン と 本機を 接続す る　 パ ソ コ ン と 本機を 接続す る

◆◆ TELNETTELNET を 使用す る 場合を 使用す る 場合

◆◆ 入り 方入り 方

詳細は、詳細は、 44--22--11，， 44--22--22，， 44--22--33 を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

正し く プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る と 、正し く プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る と 、 パ ソ コ ン 画面ま た はパ ソ コ ン 画面ま た は TELNETTELNET端末に は、端末に は、

*** PROGRAM MODE *** *** PROGRAM MODE *** LFCR   が送信さ れプ ロ グ ラ ム モ ー ド へ 入っ た 事を 知ら せが送信さ れプ ロ グ ラ ム モ ー ド へ 入っ た 事を 知ら せ

ま す 。ま す 。 こ の 時、こ の 時、 PROG LEDPROG LED が 赤く 点灯し ま す 。が 赤く 点灯し ま す 。 こ の 状態が プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 、こ の 状態が プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 、

終了の 操作を 行っ て 通常状態に 戻る ま で 続き ま す 。終了の 操作を 行っ て 通常状態に 戻る ま で 続き ま す 。

◆◆ 終了方法終了方法

END END LFCR   を 送出し 、を 送出し 、 プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了し ま す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了し ま す 。

Enet-BXEnet-BX は、は、 END END LFCR   を 受信す る と 以下の よ う に 動作し ま す 。を 受信す る と 以下の よ う に 動作し ま す 。

1.1. *** PROGRAM END *** *** PROGRAM END *** LFCR   を 返送し て プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了し ま す 。を 返送し て プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了し ま す 。

2.2. ((ａａ )) PROG SW (4PROG SW (4--22--1),1), コ マ ン ドコ マ ン ド  (4 (4--22--2) 2) に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 場合に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 場合

変更内容を フ ラ ッ シ ュ変更内容を フ ラ ッ シ ュ ROMROM に 書き 込みま す 。に 書き 込みま す 。

尚、尚、シ リ ア ル ポ ー ト の 通信条件を 変更し た 場合は、シ リ ア ル ポ ー ト の 通信条件を 変更し た 場合は、フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROMへへ

の 書き 込み完了後、の 書き 込み完了後、 通信条件が 変更さ れま す 。通信条件が 変更さ れま す 。

　 ※　 ※ END END LFCR   を 実行す る ま で は、を 実行す る ま で は、 設定内容の 決定と は見なさ れま せ ん 。設定内容の 決定と は見なさ れま せ ん 。

END END コ マ ン ド 実行前に 電源を 切る と 、コ マ ン ド 実行前に 電源を 切る と 、 そ れま での編集は無効と なり ま す。そ れま での編集は無効と なり ま す。

((ｂｂ )) TELNET (4TELNET (4--22--3) 3) に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 場合に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 場合

上記メ ッ セ ー ジ を 送出後に さ ら に 動作の 選択要求が 送信さ れま す 。上記メ ッ セ ー ジ を 送出後に さ ら に 動作の 選択要求が 送信さ れま す 。　　

詳細は詳細は[4[4--22--33　　 TELNETTELNETに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ドに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド ] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

４ －２ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド へ の 入り 方、４ －２ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド へ の 入り 方、 終了方法終了方法

TERM WIN

Enet-BXDOS/V機 W ind owsPC

9ピ ン ク ロ ス ケ ー ブ ル

Enet-BX

イ ー サ ネ ッ ト

TELNETが 実行可能な 端末機器

Enet-BX

Enet-BX
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パ ソ コ ン を タ ー ミ ナ ル と し て 準備し た ら 、パ ソ コ ン を タ ー ミ ナ ル と し て 準備し た ら 、 PROG SWPROG SW を 押し なが らを 押し なが ら Enet-BXEnet-BXの 電源の 電源

を 投入し て 下さ い 。を 投入し て 下さ い 。 LED (TXLED (TX、、 RXRX、、 PROG) PROG) が 点灯し ま す 。が 点灯し ま す 。  (PROG SW (PROG SW はは LEDLED 点灯後点灯後

す ぐ 離し て く だ さ い 。す ぐ 離し て く だ さ い 。))

こ の 時の 、こ の 時の 、 プ ロ グ ラ ム モ ー ド で の 通信条件は固定で す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド で の 通信条件は固定で す 。

通信速度通信速度：： 9600bps 9600bps デ ー タ 長デ ー タ 長：： 88 ビ ッ トビ ッ ト   ス ト ッ プ ビ ッ トス ト ッ プ ビ ッ ト ：： 22 ビ ッ トビ ッ ト   パ リ テ ィパ リ テ ィ ：： 無し無し

端末機器の 通信条件を 上記に 合わ せ て 使用し て 下さ い 。端末機器の 通信条件を 上記に 合わ せ て 使用し て 下さ い 。

ご 注意ご 注意 変更内容を フ ラ ッ シ ュ変更内容を フ ラ ッ シ ュ ROMROMに 書き 込む に はに 書き 込む に は約２ 秒約２ 秒か か り ま す 。か か り ま す 。こ の 間に 電こ の 間に 電

源を 落と し ま す と 設定内容が 壊れ る 可能性が あ り ま す 。源を 落と し ま す と 設定内容が 壊れ る 可能性が あ り ま す 。

プ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了後に 電源を 落と す 場合は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了後に 電源を 落と す 場合は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了メ ップ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了メ ッ

セ ー ジ 確認後、セ ー ジ 確認後、 必ず必ず ２ 秒以上２ 秒以上時間を 置い て か ら 電源を 落と し て く だ さ い 。時間を 置い て か ら 電源を 落と し て く だ さ い 。

TELNETTELNETに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド でに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド で RebootReboot以外の 場合は、以外の 場合は、設定内容更新後、設定内容更新後、

必ず必ず ２ 秒以上２ 秒以上時間を 置い て か ら 電源を 落と し て く だ さ い 。時間を 置い て か ら 電源を 落と し て く だ さ い 。

　　 44--22--11　　 PRO GPRO G 　　 SWSW に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ドに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド

TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 開設中など の 状態で はプ ロ グ ラ ム モ ー ド へ は入れま せ ん 。コ ネ ク シ ョ ン 開設中など の 状態で はプ ロ グ ラ ム モ ー ド へ は入れま せ ん 。

コ ン ソ ー ル チ ャ ン ネ ル へコ ン ソ ー ル チ ャ ン ネ ル へ @PROG @PROG LFCR   コ マ ン ド を 送出する 事で プ ロ グ ラ ム モ ー ド にコ マ ン ド を 送出する 事で プ ロ グ ラ ム モ ー ド に

入り ま す 。入り ま す 。 　 コ マ ン ド の 認識お よ び プ ロ グ ラ ム モ ー ド 時の 通信条件は 、　 コ マ ン ド の 認識お よ び プ ロ グ ラ ム モ ー ド 時の 通信条件は 、 通信速度通信速度

9600bps9600bps、、 デ ー タ 長デ ー タ 長 88 ビ ッ ト 、ビ ッ ト 、 ス ト ッ プ ビ ッ トス ト ッ プ ビ ッ ト 22 ビ ッ ト 、ビ ッ ト 、 パ リ テ ィ 無し で す 。パ リ テ ィ 無し で す 。

PROG  LEDPROG  LED が 点灯し プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態を 表し ま す 。が 点灯し プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態を 表し ま す 。

　　 44 --22 --22 　 コ マ ン ド に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド　 コ マ ン ド に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド

ご 注意ご 注意 Enet-BXEnet-BX のの IPIP ア ド レ ス はデ フ ォ ル ト でア ド レ ス はデ フ ォ ル ト で 192.168.0.10192.168.0.10 と なっ て い ま す 。と なっ て い ま す 。

Enet-BXEnet-BXを 接続す る ネ ッ ト ワ ー ク が 上記ア ド レ ス の ま ま 使用し て も 問題がを 接続す る ネ ッ ト ワ ー ク が 上記ア ド レ ス の ま ま 使用し て も 問題が

ない 事を 確認し て 下さ い 。ない 事を 確認し て 下さ い 。 　 以下の 様な場合に はそ の ま ま の　 以下の 様な場合に はそ の ま ま の IPIP ア ド レ でア ド レ で

TELNETTELNET通信を 行う と 問題が 発生す る 可能性が あ り ま す 。通信を 行う と 問題が 発生す る 可能性が あ り ま す 。

　 　 　 　　 　 　 　

▼接続す る ネ ッ ト ワ ー ク の ア ド レ ス 空間が 上記デ フ ォ ル ト と 異なる 場合。▼接続す る ネ ッ ト ワ ー ク の ア ド レ ス 空間が 上記デ フ ォ ル ト と 異なる 場合。

▼既に デ フ ォ ル ト の ア ド レ ス が 他の 機器で 使用さ れて い る 場合。▼既に デ フ ォ ル ト の ア ド レ ス が 他の 機器で 使用さ れて い る 場合。

こ の よ う な場合は、こ の よ う な場合は、 一度、一度、 前述前述44--22--22、、 44--22--33 の 方法に て 使用可能なの 方法に て 使用可能な IPIPア ドア ド

レ ス を 設定し た 後に 行う か 、レ ス を 設定し た 後に 行う か 、影響の ない セ グ メ ン ト 内で影響の ない セ グ メ ン ト 内で TELNETTELNETに よ る 設定に よ る 設定

変更を 行い ま す 。変更を 行い ま す 。

　 　 　 　　 　 　 　 ((例例：： Enet-BXEnet-BX と 端末のと 端末の 22 台の みを イ ー サ ネ ッ ト 接続す る 。台の みを イ ー サ ネ ッ ト 接続す る 。))
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　　 44--22--33　　 TELN ETTELN ET に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ドに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド

イ ー サ ネ ッ ト を 介し てイ ー サ ネ ッ ト を 介し て Enet-BXEnet-BXとと TELNETTELNET通信可能な端末よ り プ ロ グ ラ ム モ ー ド に通信可能な端末よ り プ ロ グ ラ ム モ ー ド に

入り ま す 。入り ま す 。

TCPTCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン 開設中や デ ー タ 通信中で も プ ロ グ ラ ム モ ー ド へ 入る 事が 可能でコ ネ ク シ ョ ン 開設中や デ ー タ 通信中で も プ ロ グ ラ ム モ ー ド へ 入る 事が 可能で

す 。す 。

以下に以下に WindowsXPWindowsXP で ので の TELNET Log inTELNET Log in の 例を あ げ ま す 。の 例を あ げ ま す 。

DOSDOS プ ロ ン プ ト よ り 以下の コ マ ン ド を 入力し ま す 。プ ロ ン プ ト よ り 以下の コ マ ン ド を 入力し ま す 。

C:¥W INDOW S> telnet 192. 168. 0 . 10C:¥W INDOW S> telnet 192. 168. 0 . 10】】

TELNETTELNET接続さ れて 以下の よ う な画面と なり ま す 。接続さ れて 以下の よ う な画面と なり ま す 。

正し い パ ス ワ ー ド が 入力さ れる と正し い パ ス ワ ー ド が 入力さ れる と *** PROGRAM MODE *** *** PROGRAM MODE *** LFCR   が 表示さ れプ ロ グが 表示さ れプ ロ グ

ラ ム モ ー ド に 入り ま す 。ラ ム モ ー ド に 入り ま す 。

誤っ た パ ス ワ ー ド を 入力し た 場合は、誤っ た パ ス ワ ー ド を 入力し た 場合は、 以下の 様なメ ッ セ ー ジ が 表示さ れパ ス ワ ー ド以下の 様なメ ッ セ ー ジ が 表示さ れパ ス ワ ー ド

の 再入力と なり ま す 。の 再入力と なり ま す 。 ( (大文字、大文字、小文字も 識別さ れま す 。小文字も 識別さ れま す 。))

Log in incorrectLog in incorrect

Password :Password :

プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入っ た 後の 設定変更等の 操作は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入っ た 後の 設定変更等の 操作は、 前述前述 44--22--11、、 44--22--22 と 同様と 同様

で す 。で す 。 後述後述 [4 [4--33 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の 設定方法プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の 設定方法]]を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

Password :Password :にに Enet-BXEnet-BXで 設定で 設定 ( (後述プ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定項目参照後述プ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定項目参照) ) さ れた パ ス ワ ーさ れた パ ス ワ ー

ド を 入力し エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。ド を 入力し エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。

デ フ ォ ル ト の パ ス ワ ー ド はデ フ ォ ル ト の パ ス ワ ー ド は Enet-BEnet-Bで す 。で す 。  (  (パ ス ワ ー ド は表示さ れま せ んパ ス ワ ー ド は表示さ れま せ ん ))
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◆◆ TELNETTELNETに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 終了に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 終了

TELNETTELNETに よ り プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了す る 場合は、に よ り プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了す る 場合は、他の 方法と 同様に他の 方法と 同様に END(end)END(end)

LFCR を 入力し ま す 。を 入力し ま す 。

す る とす る と *** PROGRAM END *** *** PROGRAM END *** LFCR   が表示さ れプ ロ グ ラ ム モ ー ド が 終了し た 事をが表示さ れプ ロ グ ラ ム モ ー ド が 終了し た 事を

通知し ま す 。通知し ま す 。 ( (他の 方法と こ こ ま で は同様で す 。他の 方法と こ こ ま で は同様で す 。))　 し か し　 し か し TELNETTELNETに よ る プ ロ グ ラに よ る プ ロ グ ラ

ム モ ー ド で は、ム モ ー ド で は、 設定変更を 行っ た 値はこ の 時点で は書き 込ま れず に 、設定変更を 行っ た 値はこ の 時点で は書き 込ま れず に 、 ENDEND メ ッメ ッ

セ ー ジ の 後に 以下の 様なメ ッ セ ー ジ が 表示さ れま す 。セ ー ジ の 後に 以下の 様なメ ッ セ ー ジ が 表示さ れま す 。

そ れぞ れの メ ッ セ ー ジ の 意味は以下の と お り で す 。そ れぞ れの メ ッ セ ー ジ の 意味は以下の と お り で す 。

ご 注意ご 注意 11～～22の 番号の 処理を 実行し た 場合、の 番号の 処理を 実行し た 場合、プ ロ グ ラ ム モ ー ド 内で 設定変更し た 値プ ロ グ ラ ム モ ー ド 内で 設定変更し た 値

が 書き 変わ っ た り 、が 書き 変わ っ た り 、 Enet-BXEnet-BXが 再起動し ま す 。が 再起動し ま す 。 こ の 場合に は、こ の 場合に は、 TCPTCP//IPIPコ ネコ ネ

ク シ ョ ン 中の デ ー タ 通信用ポ ー ト の 状態が 維持出来なく なり ま す 。ク シ ョ ン 中の デ ー タ 通信用ポ ー ト の 状態が 維持出来なく なり ま す 。 ( (イ ー サイ ー サ

ネ ッ ト チ ャ ン ネ ル 、ネ ッ ト チ ャ ン ネ ル 、 BSCBSC チ ャ ン ネ ル 共にチ ャ ン ネ ル 共に ) ) よ っ て 現在コ ネ ク シ ョ ン 中の 場よ っ て 現在コ ネ ク シ ョ ン 中の 場

合、合、 強制終了さ れま す 。強制終了さ れま す 。 　 ま た 、　 ま た 、 再起動が 行わ れた 場合は再起動が 行わ れた 場合は Enet-BXEnet-BXの 電源の 電源

再投入と 同じ 動作と なり ま す 。再投入と 同じ 動作と なり ま す 。 11 ～～22 を 選択す る 場合は、を 選択す る 場合は、現在の デ ー タ 通信現在の デ ー タ 通信

状態が 破棄さ れる 事を ご 承知の 上で 、状態が 破棄さ れる 事を ご 承知の 上で 、 注意し て 行っ て 下さ い 。注意し て 行っ て 下さ い 。

Select numberSelect number の 所に 行い た い 処理の 番号を 入力し エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。の 所に 行い た い 処理の 番号を 入力し エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。

11 ～～ 22 を 選択時点でを 選択時点で TCPTCP//IPIP デ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン が 開か れて い る 場合に 下記デ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン が 開か れて い る 場合に 下記

メ ッ セ ー ジ が 表示さ れま す 。メ ッ セ ー ジ が 表示さ れま す 。 デ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン が 開か れて い ない 場合は、デ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン が 開か れて い ない 場合は、

選択さ れた 処理が 行わ れま す 。選択さ れた 処理が 行わ れま す 。

Select numberSelect number の 所に 行い た い 処理の 番号を 入力し エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。の 所に 行い た い 処理の 番号を 入力し エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。

11 を 入力の 場合は、を 入力の 場合は、 デ ー タ 通信の 有無に 関わ ら ず 、デ ー タ 通信の 有無に 関わ ら ず 、 前述で 選択さ れた前述で 選択さ れた 11 ～～ 22 の 処の 処

理を 行い ま す 。理を 行い ま す 。

22 を 選択の 場合は、を 選択の 場合は、 再度　再度　 11 ～～ 33 の 選択メ ッ セ ー ジ が 表示さ れま す 。の 選択メ ッ セ ー ジ が 表示さ れま す 。

Warning : Under communication runningWarning : Under communication running

1:Ok  2:Cancel1:Ok  2:Cancel　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Select number:Select number:

1:Update and Reboot1:Update and Reboot 設定変更値を 更新し て設定変更値を 更新し て Enet-BXEnet-BX を 再起動しを 再起動し TELNETTELNET

セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。

2:Quit and Reboot2:Quit and Reboot 設定変更を 破棄し て設定変更を 破棄し て Enet-BXEnet-BX を 再起動しを 再起動し TELNETTELNET

セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。

3:Quit3:Quit 設定変更を 破棄し て設定変更を 破棄し て TELNETTELNETセ ッ シ ョ ン を 終わ る 。セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。

Select number:Select number:

※※UpdateUpdate処理が行なわ れる と 、処理が行なわ れる と 、Update Completed Update Completed LFCR   の メ ッ セ ー ジ が表示さ れま す 。の メ ッ セ ー ジ が表示さ れま す 。

※※RebootReboot処理が 行なわ れる と 、処理が 行なわ れる と 、Reboot Completed Reboot Completed LFCR   の メ ッ セ ー ジ が 表示さ れま す 。の メ ッ セ ー ジ が 表示さ れま す 。

※※TELNETTELNETセ ッ シ ョ ン を 終了の 際に 、セ ッ シ ョ ン を 終了の 際に 、Disconnected Disconnected LFCR   の メ ッ セ ー ジ が表示さ れま す 。の メ ッ セ ー ジ が表示さ れま す 。
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４ －３ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の 設定方法４ －３ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の 設定方法

設定変更の 方法は　 ○○設定変更の 方法は　 ○○ == ○○○○○○  ( (エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー ) ) が 基本で す 。が 基本で す 。

画面表示し て い る 書式と 同じ よ う に キ ー 入力し ま す 。画面表示し て い る 書式と 同じ よ う に キ ー 入力し ま す 。

エ ン タ ー キ ー は、エ ン タ ー キ ー は、 端末の端末の EnterEnter キ ー を 押す こ と を 表し て い ま す 。キ ー を 押す こ と を 表し て い ま す 。

ASCIIASCII コ ー ド の 英大文字コ ー ド の 英大文字・・ 英小文字英小文字・・ 数字数字・・ 記号を 使用し ま す 。記号を 使用し ま す 。

例例)) 通信速度の 変更例　通信速度の 変更例　 19200bps19200bps に 変更す る 。に 変更す る 。

 B=19200 B=19200  ( (エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー ) ) ま た は　ま た は　 b=19200b=19200  ( (エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー ))

((プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了す る ま で 通信条件は変わ り ま せ ん 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了す る ま で 通信条件は変わ り ま せ ん 。))

も し 誤っ た 書式や 設定で き ない 値を 入力し た 場合は？を 返し ま す 。も し 誤っ た 書式や 設定で き ない 値を 入力し た 場合は？を 返し ま す 。

エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー  ( (直前に 文字を 打た ず に直前に 文字を 打た ず に EnterEnter キ ー の みキ ー の み) ) を 押す と 、を 押す と 、 現在の 設定値現在の 設定値

ペ ー ジ ま た は次の 設定値ペ ー ジ を 表示し ま す 。ペ ー ジ ま た は次の 設定値ペ ー ジ を 表示し ま す 。

事前に 変更入力が あ っ た 場合⇒変更入力さ れた 項目の ペ ー ジ を 表示事前に 変更入力が あ っ た 場合⇒変更入力さ れた 項目の ペ ー ジ を 表示

事前に 変更入力が 無い 場合　 ⇒現在表示の 次の ペ ー ジ を 表示事前に 変更入力が 無い 場合　 ⇒現在表示の 次の ペ ー ジ を 表示

設定画面の ペ ー ジ は全部で設定画面の ペ ー ジ は全部で 22 ペ ー ジ あ り ま す 。ペ ー ジ あ り ま す 。

表示ペ ー ジ を 変え る に は、表示ペ ー ジ を 変え る に は、 前述の エ ン タ ー キ ー に よ る 方法の 他に ペ ー ジ 番号指定前述の エ ン タ ー キ ー に よ る 方法の 他に ペ ー ジ 番号指定

に よ る 方法が あ り ま す 。に よ る 方法が あ り ま す 。

例例)) 22  ( (エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー ) ) ＝＝ (2 (2 ペ ー ジ 目を 表示す るペ ー ジ 目を 表示す る ))

　　 44--33--11　 基本的な 操作方法　 基本的な 操作方法

　　 44 --33 --22 　 全て の 設定値を デ フ ォ ル ト 値と す る　 全て の 設定値を デ フ ォ ル ト 値と す る

プ ロ グ ラ ム モ ー ド 動作中に 非同期機器か らプ ロ グ ラ ム モ ー ド 動作中に 非同期機器か ら DELE DELE LFCR   を 実行す る と 全て の 設定値をを 実行す る と 全て の 設定値を

デ フ ォ ル ト 値と し ま す 。デ フ ォ ル ト 値と し ま す 。

デ フ ォ ル ト 値はデ フ ォ ル ト 値は [4 [4--33　 設定項目説明　 設定項目説明] ] に デ フ ォ ル ト と 記述さ れて い ま す 。に デ フ ォ ル ト と 記述さ れて い ま す 。

＊＊＊＊＊＊ DEFAULT DEFAULT＊＊＊表示に 続い て デ フ ォ ル ト 値を 表示し ま す 。＊＊＊表示に 続い て デ フ ォ ル ト 値を 表示し ま す 。

ご 注意ご 注意 全て の 値を デ フ ォ ル ト と し ま すの で 、全て の 値を デ フ ォ ル ト と し ま すの で 、重要な条件設定は事前に メ モ し て お く重要な条件設定は事前に メ モ し て お く

事を お 奨め し ま す 。事を お 奨め し ま す 。
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*** PROGRAM MODE *** *** PROGRAM MODE *** LFCR   の 表示後、の 表示後、エ ン タ ー キ ー を 押す とエ ン タ ー キ ー を 押す と 11ペ ー ジ 目が 表示さペ ー ジ 目が 表示さ

れま す 。れま す 。

11 ～～ 22 ペ ー ジ の 内容は以下で す 。ペ ー ジ の 内容は以下で す 。

◆◆ 11 ペ ー ジ 目ペ ー ジ 目

　　 44--33--33　 表示画面　 表示画面

◆◆ 22 ペ ー ジ 目ペ ー ジ 目

*** PROGRAM MODE 1*** PROGRAM MODE 1//2 ***2 ***

FF//W Version:Enet-BXW Version:Enet-BX

M:Ver1.0   2010M:Ver1.0   2010//0707//2727

Z:Ver4.5   2010Z:Ver4.5   2010//0606//0707

*** BSC ****** BSC ***

BPS=  9600BPS=  9600 TRANS=DTRANS=D BCC=CRC16BCC=CRC16 ID=DID=D MAX=1460MAX=1460

CODE=JIS8CODE=JIS8 DATA=JIS8DATA=JIS8 DUP=FULLDUP=FULL CD=DCD=D EOT=EEOT=E

T1=06.0T1=06.0 　 　　 　 <RX:STX-BCC><RX:STX-BCC> T2=03.0T2=03.0 　　 <TX:TEXT<TX:TEXT--ACK1>ACK1>

T3=03.0T3=03.0 　 　　 　 <TX:ENQ<TX:ENQ--ACK0>ACK0> T4=03.0T4=03.0 　　 <RX:TIME FILLER><RX:TIME FILLER>

T5=01.0T5=01.0 　 　　 　 <TX:TIME FILLER><TX:TIME FILLER> T6=04.0T6=04.0 　　 <RX:ACK0<RX:ACK0--TEXT>TEXT>

T7=04.0T7=04.0 　 　　 　 <RX:ACK1<RX:ACK1--EOT>EOT> T8=03.0T8=03.0 　　 <TX:WACK<TX:WACK--ENQ>ENQ>

T9=03.0T9=03.0 　 　　 　 <TX:ENQ COL><TX:ENQ COL> T10=01.0T10=01.0 　　 <TX:CHANNEL BUSY><TX:CHANNEL BUSY>

N1=08N1=08 　 　　 　 <TX:ENQ for ACK0><TX:ENQ for ACK0> N2=03N2=03 　　 <TX:TEXT for NAK><TX:TEXT for NAK>

N3=03N3=03 　 　　 　 <RX:NAK for NG TEXT><RX:NAK for NG TEXT> N4=03N4=03 　　 <TX:ENQ for NO ANSWER><TX:ENQ for NO ANSWER>

N5=05N5=05 　 　　 　 <TX:The number of SYN><TX:The number of SYN> N6=05N6=05 　　 <TX:ENQ for WACK><TX:ENQ for WACK>

ID1=ID1= 　　 <RX_ TEXT:ENQ><RX_ TEXT:ENQ> ID2=ID2= <TX_ TEXT:ENQ><TX_ TEXT:ENQ>

ID3=ID3= 　　 <TX_ TEXT:ACK0><TX_ TEXT:ACK0> ID4=ID4= <RX_TEXT:ACK0><RX_TEXT:ACK0>

OPEN=AUTOOPEN=AUTO　　 <OPEN MODE NON<OPEN MODE NON//AUTOAUTO//LINE>LINE> TIM=05TIM=05 　　 <TIMEOUT (min) ><TIMEOUT (min) >

PAD=0PAD=0 　 　　 　 <PAD:LEADING PAD=0-9><PAD:LEADING PAD=0-9>

*** PROGRAM MODE 2*** PROGRAM MODE 2//2 ***2 ***

*** TCP ****** TCP ***

ETHER ADDRESSETHER ADDRESS 00:C0:84:06:00:0000:C0:84:06:00:00 IP ADDRESSIP ADDRESS STIP=192.168.0.10STIP=192.168.0.10

HOST ETHER ADDRESSHOST ETHER ADDRESS 00:00:00:00:00:0000:00:00:00:00:00 HOST IP ADDRESSHOST IP ADDRESS HOST=0.0.0.0HOST=0.0.0.0

SOURCE PORT NUMBERSOURCE PORT NUMBER STSP=0000STSP=0000 DEST PORT NUMBERDEST PORT NUMBER STDP=0000STDP=0000

DATA TYPEDATA TYPE TCPD=JIS8TCPD=JIS8

NETWORK ADDRESS NETM=0.0.0.0NETWORK ADDRESS NETM=0.0.0.0 BRDA=255.255.255.255 DEFG=0.0.0.0BRDA=255.255.255.255 DEFG=0.0.0.0

TIME WAIT (1TIME WAIT (1--120 sec)120 sec) WAIT=120WAIT=120 RETRY COUNTER (NRETRY COUNTER (N//S)S) TRY=NTRY=N

KEEP WATCH TIMER (0KEEP WATCH TIMER (0--60 Min)60 Min) WTM=     0WTM=     0 TELNET PASS WORDTELNET PASS WORD PASS=EnetPASS=Enet--BB

LOG (A:AlwaysLOG (A:Always//S:Error stopS:Error stop//N:Nothing )N:Nothing ) LOG=ALOG=A

HOST IP ADDRESSHOST IP ADDRESS DEST PORTDEST PORT　　 HOST ETHERNET ADDRESSHOST ETHERNET ADDRESS

01I= 0.0.0.001I= 0.0.0.0 　　 01P=000001P=0000 　　 01M=00:00:00:00:00:0001M=00:00:00:00:00:00

02I= 0.0.0.002I= 0.0.0.0 　　 02P=000002P=0000 　　 02M=00:00:00:00:00:0002M=00:00:00:00:00:00

03I= 0.0.0.003I= 0.0.0.0 　　 03P=000003P=0000 　　 03M=00:00:00:00:00:0003M=00:00:00:00:00:00

04I= 0.0.0.004I= 0.0.0.0 　　 04P=000004P=0000 　　 04M=00:00:00:00:00:0004M=00:00:00:00:00:00

05I= 0.0.0.005I= 0.0.0.0 　　 05P=000005P=0000 　　 05M=00:00:00:00:00:0005M=00:00:00:00:00:00
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４ －４ 　 設定項目説明４ －４ 　 設定項目説明

　　 44--44--11　　 BSCBSC 通信速度通信速度

　　 44--44--22　　 BSCBSC 透過／非透過透過／非透過

BSCBSC チ ャ ン ネ ル の 通信速度を 設定し ま す 。チ ャ ン ネ ル の 通信速度を 設定し ま す 。

通信速度の 設定範囲は、通信速度の 設定範囲は、 下記の下記の 1212 種類で す 。種類で す 。

BSCBSC チ ャ ン ネ ル へ 出力す る パ ケ ッ ト の 透過／非透過を 設定し ま す 。チ ャ ン ネ ル へ 出力す る パ ケ ッ ト の 透過／非透過を 設定し ま す 。

◆◆ 透過と し た 場合透過と し た 場合

TCPTCP//IPIP か らか ら BSCBSC へ 伝送す る テ キ ス ト を 全てへ 伝送す る テ キ ス ト を 全て DLEDLE 付と し ま す 。付と し ま す 。

DLEDLE 付フ ォ ー マ ッ ト付フ ォ ー マ ッ ト DLEDLE　　 STXSTX　 テ キ ス ト 　　 テ キ ス ト 　 DLEDLE　　 ETXETX　　 BCCBCC

制御コ ー ド を 含め た デ ー タ の 送信が 可能と なり 、制御コ ー ド を 含め た デ ー タ の 送信が 可能と なり 、全て の キ ャ ラ ク タ の 通信が 可能全て の キ ャ ラ ク タ の 通信が 可能

で す 。で す 。

BSCBSC か らか ら TCPTCP//IPIP へ 伝送す る テ キ ス ト は透過型、へ 伝送す る テ キ ス ト は透過型、 非透過型を 問い ま せ ん 。非透過型を 問い ま せ ん 。

◆◆ 非透過と し た 場合非透過と し た 場合

TCPTCP か らか ら BSCBSC へ 伝送す る テ キ ス ト に はへ 伝送す る テ キ ス ト に は DLEDLE が 付き ま せ ん 。が 付き ま せ ん 。

DLEDLE 無し の フ ォ ー マ ッ ト無し の フ ォ ー マ ッ ト STXSTX　 テ キ ス ト 　　 テ キ ス ト 　 ETXETX　　 BCCBCC

従っ て 、従っ て 、 文字列等の 通信に 限ら れま す 。文字列等の 通信に 限ら れま す 。

BSCBSC か らか ら TCPTCP//IPIP へ 伝送す る テ キ ス ト は透過型、へ 伝送す る テ キ ス ト は透過型、 非透過型を 問い ま せ ん 。非透過型を 問い ま せ ん 。

◆◆ 逐一変換と し た 場合逐一変換と し た 場合

[2[2--44　 逐一変換で の 伝送　 逐一変換で の 伝送] ] で 解説す る 動作と なり ま す 。で 解説す る 動作と なり ま す 。

通信速度 入力方法

19200

BPS50
75

110
150
200
300
600

1200
2400
4800
9600

BPS＝19200
BPS＝9600
BPS＝4800
BPS＝2400
BPS＝1200
BPS＝600
BPS＝300
BPS＝200
BPS＝150
BPS＝110
BPS＝75
BPS＝50 LFCR

LFCR

L FCR

L FCR

L FCR

L FCR

L FCR

L FCR

L FCR

L FCR

L FCR

L FCR

←デ フ ォ ル ト 値

入力方法透過性

透過と す る
非透過と す る
逐一変換と す る

L FCRTRANS＝E
L FCRTRANS＝D
L FCRTRANS＝A

←デ フ ォ ル ト 値
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　　 44--44--33　　 C R CC R C 演算方式演算方式

　　 44--44--44　　 IDID 機能機能

　　 44--44--55　　 BSCBSC の 制御コ ー ドの 制御コ ー ド

　　 44--44--66　　 BSCBSC の テ キ ス ト コ ー ドの テ キ ス ト コ ー ド

BSCBSC 送受信の テ キ ス ト の送受信の テ キ ス ト の CRCCRC 演算方法を 設定し ま す 。演算方法を 設定し ま す 。

IDID 機能モ ー ド を 指定し ま す 。機能モ ー ド を 指定し ま す 。

IDID 機能使用と し た 場合は、機能使用と し た 場合は、 ID1ID1、、 ID2ID2、、 ID3ID3、、 ID4ID4 に 登録が 必要と なり ま す 。に 登録が 必要と なり ま す 。

BSCBSC プ ロ ト コ ル で 使用さ れる 制御コ ー ド を 設定し ま す 。プ ロ ト コ ル で 使用さ れる 制御コ ー ド を 設定し ま す 。

BSCBSC 送受信の テ キ ス ト コ ー ド を 設定し ま す 。送受信の テ キ ス ト コ ー ド を 設定し ま す 。

TCPTCP//IPIP テ キ ス ト コ ー ド と の 組合わ せ で デ ー タ コ ー ド の 変換を 行い ま す 。テ キ ス ト コ ー ド と の 組合わ せ で デ ー タ コ ー ド の 変換を 行い ま す 。

但し 、但し 、 受信が 透過テ キ ス ト の 場合は変換は行わ ず 、受信が 透過テ キ ス ト の 場合は変換は行わ ず 、 そ の ま ま 伝送し ま す 。そ の ま ま 伝送し ま す 。

TCPTCP//IPIPテ キ ス ト コ ー ド の 指定は、テ キ ス ト コ ー ド の 指定は、 [4 [4--44--20 TCP20 TCPテ キ ス ト コ ー ドテ キ ス ト コ ー ド ] ] を 参照下さ い 。を 参照下さ い 。

入力方法ID機能

使用し ない
使用す る

L FCRID＝D
L FCRID＝E

←デ フ ォ ル ト 値

入力方法制御コ ー ド

ASCII(JIS8)
EBCDIC(英大小文字)
EBCDIK(英大文字,カ ナ )

L FCRDATA＝JIS8
LFCRDATA＝EBCSIC
LFCRDATA＝EBCDIK

←デ フ ォ ル ト 値

入力方法BCC

CRC16
CCITT

L FCRBCC＝CRC16
L FCRBCC＝CCITT

←デ フ ォ ル ト 値

※※ 生成多項式生成多項式

CRC16CRC16 ＝＝ xx1616+ x+ x1515+ x+ x22+ 1+1　　

CCITTCCITT＝＝ xx1616+ x+ x1212+ x+ x55+ 1+1

入力方法制御コ ー ド

ASCII(JIA8)
EBCDIC

L FCRCODE＝JIS8
L FCRCODE＝EBCDIC

←デ フ ォ ル ト 値
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　　 44--44--77　 半二重モ デ ム の　 半二重モ デ ム の RTSRTS//C TSC TS 制御制御

　　 44--44--88　　 C DC D 信号監視機能信号監視機能

組合わ せ と 変換組合わ せ と 変換

こ の 機能が 選択さ れて い な い 場合は、こ の 機能が 選択さ れて い な い 場合は、 Enet-BXEnet-BX のの RTSRTS 出力は常に出力は常に HighHig h で す 。で す 。

こ の 機能を 選択す る と 以下の 動作と なり ま す 。こ の 機能を 選択す る と 以下の 動作と なり ま す 。

RTSRTS 出力は通常出力は通常 LowLow で す 。で す 。

Enet-BXEnet-BX か ら 出力の 時、か ら 出力の 時、 RTSRTS 出力を出力を HighHig h と し ま す 。と し ま す 。 CTSCTS がが HighHig h で あ る こ と を 確認で あ る こ と を 確認

し て か ら 出力し ま す 。し て か ら 出力し ま す 。

こ の 機能が 選択さ れて い ない 場合は、こ の 機能が 選択さ れて い ない 場合は、 Enet-BXEnet-BX のの CDCD 入力は無視さ れま す 。入力は無視さ れま す 。

こ の 機能を 選択す る と 以下の 動作と なり ま す 。こ の 機能を 選択す る と 以下の 動作と なり ま す 。

CDCD 入力が入力が LowLow か らか ら HighHig h に 変化し た 時にに 変化し た 時に BSCBSC の 受信バ ッ フ ァ を ク リ ア し ま す 。の 受信バ ッ フ ァ を ク リ ア し ま す 。

BSC DATA TCP / IP DATA 説明

　 JIS8 　 JIS8 　 変換し ない

　 BSC受信JIS8→EBCDIC

　 TCP受信EBCDIC→JIS8

　 BSC受信JIS8→EBCDIK

　 TCP受信EBCDIK→JIS8

　 BSC受信EBCDIC→JIS8

　 TCP受信JIS8→EBCDIC

　 EBCDIC 　 EBCDIC 　 変換し ない

　 EBCDIC 　 EBCDIK 　 変換し ない

　 BSC受信EBCDIK→JIS8

　 TCP受信JIS8→EBCDIK

　 EBCDIK 　 EBCDIC 　 変換し ない

　 EBCDIK 　 EBCDIK 　 変換し ない

　 JIS8 　 EBCDIC

　 JIS8 　 EBCDIK

　 EBCDIC 　 JIS8

　 EBCDIK 　 JIS8

入力方法CD監視機能

使用し ない
使用す る

LFCRCD＝D
LFCRCD＝E

←デ フ ォ ル ト 値

入力方法半二重機能

使用し ない
使用す る

L FCRDUP＝FULL
L FCRDUP＝HALF

←デ フ ォ ル ト 値
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　　 44--44--1111　 各監視タ イ マ ー 値　 各監視タ イ マ ー 値

BSCBSC プ ロ ト コ ル の 監視の 為の 各タ イ マ ー 値を 設定し ま す 。プ ロ ト コ ル の 監視の 為の 各タ イ マ ー 値を 設定し ま す 。

タ イ マ ー はタ イ マ ー は 1010 種類あ り 、種類あ り 、回数と の 関係は回数と の 関係は [4 [4--55　 タ イ マ ー と 回数の 設定　 タ イ マ ー と 回数の 設定] ] を 参照し てを 参照し て

下さ い 。下さ い 。

TTに 続い て タ イ マ ー 番号、に 続い て タ イ マ ー 番号、 ＝に 続い て 設定値＝に 続い て 設定値  LFCR   の 様に 入力し ま す 。の 様に 入力し ま す 。

例例)) T2T2 ＝＝ 3.5 3.5 LFCR タ イ マ ー 番号タ イ マ ー 番号 22 にに 3.53.5 秒を 設定す る秒を 設定す る

T10T10 ＝＝ 1 1 LFCR タ イ マ ー 番号タ イ マ ー 番号 1010 にに 11 秒を 設定す る秒を 設定す る

数値の 単位は、数値の 単位は、 秒で す 。秒で す 。

整数部整数部 22 桁、桁、 小数部小数部 11 桁で桁で 0.10.1 秒か ら秒か ら 99.999.9 秒ま で の タ イ マ ー を 設定す る こ と が 出来秒ま で の タ イ マ ー を 設定す る こ と が 出来

ま す 。ま す 。

設定値は設定値は 01.001.0 と 入力す る 必要が は無く 、と 入力す る 必要が は無く 、 1010 位桁の位桁の 00 と 小数部のと 小数部の 00 は省略す る こ と がは省略す る こ と が

可能で す 。可能で す 。

　　 44--44--99　　 EOTEOT//D ISCD ISC 選択選択

異常事態等で 通信を 途中で 終了す る 際に 、異常事態等で 通信を 途中で 終了す る 際に 、BSCBSCチ ャ ン ネ ル へ 出力す る コ ー ド を 選択チ ャ ン ネ ル へ 出力す る コ ー ド を 選択

し ま す 。し ま す 。

EE が 選択さ れて い る 場合はが 選択さ れて い る 場合は EOTEOTを 送出し ま す 。を 送出し ま す 。

DD が 選択さ れて い る 場合はが 選択さ れて い る 場合は DISC (DLEDISC (DLE ＋＋ EOT) EOT) を 送出し ま す 。を 送出し ま す 。

DD を 選択し た 場合は次の 説明部分のを 選択し た 場合は次の 説明部分の  [EOT [EOTを 送るを 送る ] ] をを  [DISC [DISC を 送るを 送る ] ] と 読み換え て 下と 読み換え て 下

さ い 。さ い 。

　　 44--44--1010　 送信テ ス ト の 最大長設定　 送信テ ス ト の 最大長設定

BSCBSC へ 送信す る テ キ ス ト 長の 最大長を 指定し た い 場合に 設定し ま す 。へ 送信す る テ キ ス ト 長の 最大長を 指定し た い 場合に 設定し ま す 。

BSCBSC 接続機器側で 受信テ キ ス ト 長に 制限が あ る 場合に 使用し ま す 。接続機器側で 受信テ キ ス ト 長に 制限が あ る 場合に 使用し ま す 。

通常は通常は TCPTCP//IPIP の 最大デ ー タ 長で あ るの 最大デ ー タ 長で あ る 1460 (1460 (デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ) ) と し ま す 。と し ま す 。

設定可能な最大値は設定可能な最大値は 14601460 で す 。で す 。

例例) MAX=1024 ) MAX=1024 LFCR BSCBSC テ キ ス ト 最大長をテ キ ス ト 最大長を 1024Byte1024Byte に す る 。に す る 。

入力方法E O T/D I SC 選択

EOTを 選択
DISCを 選択

L FCREOT＝E
L FCREOT＝D

←デ フ ォ ル ト 値
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例例))T2T2 がが 11 秒の 場合秒の 場合 T2= 1T2= 1

　　 T1T1　　 ：： テ キ ス ト 受信で のテ キ ス ト 受信で の STXSTX ～～ BCCBCC ま で の タ イ ム ア ウ トま で の タ イ ム ア ウ ト

　　 T2T2　　 ：： テ キ ス ト 送信後、テ キ ス ト 送信後、 ACK1 (0) ACK1 (0) を 受信す る ま で の タ イ ム ア ウ トを 受信す る ま で の タ イ ム ア ウ ト

　　 T3T3　　 ：： ENQENQ 送信後、送信後、 ACK0ACK0 を 受信す る ま で の タ イ ム ア ウ トを 受信す る ま で の タ イ ム ア ウ ト

　　 T4T4　　 ：： 受信テ キ ス ト に 挿入さ れる受信テ キ ス ト に 挿入さ れる SYNSYN の タ イ ム ア ウ トの タ イ ム ア ウ ト

　　 T5T5　　 ：： 送信テ キ ス ト に 挿入す る送信テ キ ス ト に 挿入す る SYNSYN の 間隔の 間隔

　　 T6T6　　 ：： ACK0ACK0 送信後、送信後、 テ キ ス ト の 受信が 始ま る ま で の タ イ ム ア ウ トテ キ ス ト の 受信が 始ま る ま で の タ イ ム ア ウ ト

　　 T7T7 ：： ACK1 (0) ACK1 (0) 送信後、送信後、 次の テ キ ス ト あ る い は次の テ キ ス ト あ る い は EOTEOT受信ま で の タ イ ム ア ウ ト受信ま で の タ イ ム ア ウ ト

　　 T8T8 ：： WACKWACK 受信後、受信後、 ACKACK 受信ま で の タ イ ム ア ウ ト受信ま で の タ イ ム ア ウ ト

　　 T9T9 ：： ENQENQ 衝突以後の衝突以後の ENQENQ 再送ま で の 時間再送ま で の 時間

  T10  T10 ：： 送信出力不可監視の タ イ ム ア ウ ト送信出力不可監視の タ イ ム ア ウ ト

　　 44--44--1212　 回数設定値　 回数設定値

BSCBSC プ ロ ト コ ル の リ ト ラ イ 回数とプ ロ ト コ ル の リ ト ラ イ 回数と SYNSYN 送出回数を 設定し ま す 。送出回数を 設定し ま す 。

回数値は回数値は 66 種類あ り 、種類あ り 、 タ イ マ ー と の 関係はタ イ マ ー と の 関係は [4 [4--55　 タ イ マ ー と 回数の 設定　 タ イ マ ー と 回数の 設定] ] を 参照しを 参照し

て 下さ い 。て 下さ い 。 NN に 続い て 回数項目番号、に 続い て 回数項目番号、 ＝に 続い て 設定値＝に 続い て 設定値  LFCR   の 様に 入力し ま す 。の 様に 入力し ま す 。

例例)) N1N1 ＝＝ 5 5 LFCR 回数項目番号回数項目番号 11 にに 55 回を 設定す る 。回を 設定す る 。

例例)) N4N4 ＝＝ 10 10 LFCR 回数項目番号回数項目番号 44 にに 1010 回を 設定す る 。回を 設定す る 。

整数部整数部 22 桁か ら なり桁か ら なり 00 か らか ら 9999 ま で の 回数を 設定す る こ と が 出来ま す 。ま で の 回数を 設定す る こ と が 出来ま す 。

設定値は、設定値は、 0505 と 入力す る 必要は無く 、と 入力す る 必要は無く 、 1010 位桁の位桁の 00 は省略す る こ と も 可能で す 。は省略す る こ と も 可能で す 。

N1N1：： ENQENQ 再送の 回数再送の 回数

N2N2：： テ キ ス ト 送信に 対す るテ キ ス ト 送信に 対す る NAKNAK 応答に 対す る テ キ ス ト 再送回数応答に 対す る テ キ ス ト 再送回数

N3N3：： 受信デ ー タ エ ラ ー の 場合の受信デ ー タ エ ラ ー の 場合の NAKNAK 送信回数送信回数

N4N4：： テ キ ス ト 送信で の 無反応に 対す るテ キ ス ト 送信で の 無反応に 対す る ENQENQ 送信回数送信回数

N5N5：： 送信の 先頭に 付加す る送信の 先頭に 付加す る SYNSYN の 数の 数

N6N6：： WACKWACK 受信後、受信後、 無応答で の無応答で の ENQENQ を 送信す る 回数を 送信す る 回数

ご 注意ご 注意 送信の 先頭に 付加す る送信の 先頭に 付加す る SYNSYN は、は、 相手相手 BSCBSC 機器が 同期を 取る た め に 必要な機器が 同期を 取る た め に 必要な

キ ャ ラ ク タ コ ー ド で す 。キ ャ ラ ク タ コ ー ド で す 。同期を 取る た め に は、同期を 取る た め に は、22個以上の個以上の SYNSYNが 必要に なりが 必要に なり

ま す の で 、ま す の で 、 設定回数に は注意が 必要で す 。設定回数に は注意が 必要で す 。
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　　 44--44--1313　　 IDID 登録登録

IDID ＝＝ E E LFCR   の 場合に 送信、の 場合に 送信、 あ る い は受信時に チ ェ ッ ク さ れるあ る い は受信時に チ ェ ッ ク さ れる IDID を 登録し ま す 。を 登録し ま す 。

設定出来る の は、設定出来る の は、 文字、文字、 数字及び 記号で 、数字及び 記号で 、 最大最大 1616 キ ャ ラ ク タ ま で で す 。キ ャ ラ ク タ ま で で す 。

設定は設定は ASCIIASCII コ ー ド で 行い ま す がコ ー ド で 行い ま す が CODECODE ＝＝ EBCDIC EBCDIC LFCR   の 場合は 、の 場合は 、 こ の コ ー ド をこ の コ ー ド を

EBCDICEBCDIC に 変換し て 送信と 受信が チ ェ ッ ク さ れま す 。に 変換し て 送信と 受信が チ ェ ッ ク さ れま す 。

IDID に 続い て 項目番号、に 続い て 項目番号、 ＝の 次に 文字列＝の 次に 文字列  LFCR   の 様に 入力し ま す 。の 様に 入力し ま す 。

＝の 直後が＝の 直後が   LFCR   の 場合は、の 場合は、 文字なし の 設定と なり ま す 。文字なし の 設定と なり ま す 。

例例)) ID1ID1 ＝＝ ABCD ABCD LFCR ID1ID1 をを ABCDABCD のの 44 文字と す る文字と す る

ID2ID2 ＝＝  LFCR ID 2ID 2 は 文字な し の 設定と す るは 文字な し の 設定と す る

各項目番号は次の 様に なり ま す 。各項目番号は次の 様に なり ま す 。

ID1ID1 BSCBSC か らか ら TCPTCP へ の 伝送開始のへ の 伝送開始の ENQENQ 先行の先行の IDID と チ ェ ッ ク す ると チ ェ ッ ク す る

ID2ID2 TCPTCP か らか ら BSCBSC へ の 伝送開始のへ の 伝送開始の ENQENQ に 先行し て 付加す るに 先行し て 付加す る IDID

ID3ID3 ID2ID2 の 承認の 承認 ACK0ACK0 に 先行し て 付加さ れるに 先行し て 付加さ れる IDID と チ ェ ッ ク す ると チ ェ ッ ク す る

ID4ID4 ID1ID1 の 一致の 場合に 承認と し て 出力す るの 一致の 場合に 承認と し て 出力す る ACK0ACK0 に 先行し て 付加す るに 先行し て 付加す る IDID

デ フ ォ ル ト は設定なし で す 。デ フ ォ ル ト は設定なし で す 。

テ キ ス ト

PAD ENQ ID1 ・・SYN SYN

PAD ETX STX ・・SYN SYN

PADACK0ID4・・SYN SYN

PADACK0・・SYN SYN

PAD EOT ・・SYN SYN

テ キ ス ト

Enet-BX

テ キ ス ト

PADENQID2・・SYN SYN

PADETXSTX・・SYN SYN

PAD ACK0 ID3 ・・SYN SYN

PAD ACK1 ・・SYN SYN

PADEOT・・SYN SYN

テ キ ス ト

Enet-BX

◆◆ BSCBSC か らか ら TCPTCP//IPIPへ の 伝送へ の 伝送

◆◆ TCPTCP//IPIP か らか ら BSCBSC へ の 伝送へ の 伝送
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　　 44--44--1414　　 O PENO PEN モ ー ド 指定モ ー ド 指定

BSCBSC の 状態での 状態で TCPTCP//IPIP の 開設、の 開設、 切断を 行う切断を 行う 33 種類の モ ー ド を 指定し ま す 。種類の モ ー ド を 指定し ま す 。

◆◆ AUTOAUTO モ ー ドモ ー ド

未開設時に未開設時に ENQENQを 受信し た 場合、を 受信し た 場合、自動的に自動的に TCP/IPTCP/IPを 開設し て か ら 伝送を 行い ま す。を 開設し て か ら 伝送を 行い ま す。

開設出来ない 場合に は開設出来ない 場合に は ENQENQ に 対し てに 対し て EOTEOTを 送出し ま す 。を 送出し ま す 。

BSCBSC にに DISC (DLEDISC (DLE ＋＋ EOT) EOT) を 受信し た 場合にを 受信し た 場合に TCPTCP//IPIP を 終了し ま す 。を 終了し ま す 。

BSCBSC側か ら の 開設を 実施し た 場合は、側か ら の 開設を 実施し た 場合は、双方か ら の 伝送無し が双方か ら の 伝送無し が TIMTIMで 設定し た 時間で 設定し た 時間

を 超え た 場合、を 超え た 場合、 切断し ま す 。切断し ま す 。

こ の モ ー ド で は、こ の モ ー ド で は、BSCBSC機器は機器は TCP/IPTCP/IPの開設状態を 意識する 事無く 伝送が行え ま す。の開設状態を 意識する 事無く 伝送が行え ま す。

◆◆ LINELINE モ ー ドモ ー ド

DSRDSR 入力で入力で TCPTCP//IPIP開設を 制御し ま す 。開設を 制御し ま す 。 ま た 、ま た 、 DTRDTR 出力で 開設状態を出力で 開設状態を BSCBSC 機器に機器に

知ら せ ま す 。知ら せ ま す 。

TCPTCP//IPIP が 未開設の 状態で はが 未開設の 状態で は DTRDTR はは LowLow、、 開設状態で開設状態で HighHig h で す 。で す 。

DSRDSR 入力は入力は HighHig h の 時、の 時、 BSCBSC 機器が 通信可能と 見なし ま す 。機器が 通信可能と 見なし ま す 。

DSRDSR がが LowLow か らか ら HighHig h へ の 変化でへ の 変化で TCPTCP//IPIP にに SYNSYN を 送出し て 開設を 行い ま す 。を 送出し て 開設を 行い ま す 。

DSRDSR がが HighHig h か らか ら LowLow に 変化す る とに 変化す る と TCPTCP//IPIP にに FINFIN を 送出し て 終了し ま す 。を 送出し て 終了し ま す 。

未開設時に未開設時に ENQENQ を 受信す る とを 受信す る と NAKNAK を 返送し て 伝送不可を 伝え ま す 。を 返送し て 伝送不可を 伝え ま す 。

BSC側 TCP／IP側

テ キ ス ト →

未開設状態
→ SYN

Enet-BX

EOT →

← SYN/ACK

← ACK

ENQ →

ACK0 ←

ACK1 ←

開設状態と なる

開設状態を 保持

→ テ キ ス ト

FIN処理

BSC側か ら の 開設／終了の 例

BSC側開設要求 開設 開設中 BSC側終了要求
SYN

DSR

DTR

↓ ↓ ↓

TCP／IP側か ら の 開設／終了の 例

SYN受信 BSC機器了承 開設中 FIN受信
SYN処理 FIN処理↓↓↓

DSR

DTR
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　　 44--44--1515　　 O PE NO PE N モ ー ド で の タ イ マ ー 値設定モ ー ド で の タ イ マ ー 値設定

　　 44--44--1616　　 TCP TCP 自機自機 IPIP ア ド レ スア ド レ ス

◆◆ AUTOAUTO モ ー ド 時モ ー ド 時

BSCBSC側か ら側か ら TCPTCP//IPIPを 開設し た 際の 無伝送タ イ ム ア ウ ト の 時間を 開設し た 際の 無伝送タ イ ム ア ウ ト の 時間 ( (分分) ) を 設定し ま す 。を 設定し ま す 。

設定時間を 超え て ど ち ら か ら も 伝送無し の 場合に設定時間を 超え て ど ち ら か ら も 伝送無し の 場合に TCPTCP//IPIP を 切断し ま す 。を 切断し ま す 。

無用な開設接続を 防止し ま す 。無用な開設接続を 防止し ま す 。但し 、但し 、イ ー サ ネ ッ ト 側か ら 開設さ れた 場合は主導イ ー サ ネ ッ ト 側か ら 開設さ れた 場合は主導

権が イ ー サ ネ ッ ト 側に あ る の で 切断し ま せ ん 。権が イ ー サ ネ ッ ト 側に あ る の で 切断し ま せ ん 。

00 に 設定し た 場合は切断し ま せ ん 。に 設定し た 場合は切断し ま せ ん 。

デ フ ォ ル ト 値はデ フ ォ ル ト 値は 33 分分

◆◆ LINELINE モ ー ド 時モ ー ド 時

DSRDSR 入力の 変化の 安定確認時間を 設定し ま す 。入力の 変化の 安定確認時間を 設定し ま す 。 ( (単位単位100msec)100msec)

こ の 設定時間以上のこ の 設定時間以上の LowLow あ る い はあ る い は HighHig h の 持続で 変化有り と し ま す 。の 持続で 変化有り と し ま す 。

一時的な信号ラ イ ン の 不安定を 防止し ま す 。一時的な信号ラ イ ン の 不安定を 防止し ま す 。

デ フ ォ ル ト 値はデ フ ォ ル ト 値は 200msec200msec

◆◆ NONNON モ ー ド 時モ ー ド 時

設定出来ま せ ん 。設定出来ま せ ん 。 表示も さ れま せ ん 。表示も さ れま せ ん 。

例例)) TIMTIM ＝＝ 3 3 LFCR AUTOAUTO モ ー ド で はモ ー ド で は 33 分、分、

LINELINE モ ー ド で はモ ー ド で は 300msec300msec に 設定し ま す 。に 設定し ま す 。

TCPTCP 通信を 行う 際の 機器識別の 為の 自機の 番号を 設定し ま す 。通信を 行う 際の 機器識別の 為の 自機の 番号を 設定し ま す 。

IPIP ア ド レ ス はア ド レ ス は 3232 ビ ッ ト で 示さ れま す 。ビ ッ ト で 示さ れま す 。

88 ビ ッ ト ず つビ ッ ト ず つ   ．．  ( (ピ リ オ ドピ リ オ ド ) ) で 区切り 、で 区切り 、 そ の 各そ の 各88 ビ ッ ト を 十進数で 変換設定し ま す 。ビ ッ ト を 十進数で 変換設定し ま す 。

例例)) 80CB0411 (1680CB0411 (16 進進) ) はは 128. 203. 4 . 17128. 203. 4 . 17 と な り ま す 。と な り ま す 。

通信相手通信相手 IP (HOST) IP (HOST) と 同じ 設定は出来ま せ ん 。と 同じ 設定は出来ま せ ん 。

255.255.255.255255.255.255.255 の 設定は出来ま せ ん 。の 設定は出来ま せ ん 。

例例)) STIPSTIP ＝＝ 128. 203. 4 . 17 128. 203. 4 . 17 LFCR デ フ ォ ル ト 設定はデ フ ォ ル ト 設定は 0. 0 . 0 . 00 . 0 . 0 . 0

◆◆ NONNON モ ー ドモ ー ド

Enet-BXEnet-BX か らか ら TCPTCP//IPIP の 開設、の 開設、 終了は出来ま せ ん 。終了は出来ま せ ん 。

未開設時に未開設時に ENQENQ を 受信す る とを 受信す る と EOTEOTを 返送し て 伝送不可を 伝え ま す 。を 返送し て 伝送不可を 伝え ま す 。

入力方法OPENモ ー ド 指定

AUTOを 選択
LINEを 選択
NONを 選択

LFCROPEN＝AUTO
L FCROPEN＝LINE
L FCROPEN＝NON

←デ フ ォ ル ト 値
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　　 44--44--1818　　 TC PTC P ソ ー ス ポ ー トソ ー ス ポ ー ト

　　 44--44--1919　　 TC PTC P デ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー トデ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー ト

ご 注意ご 注意 IPIP ア ド レ ス はネ ッ ト ワ ー ク に お い て 機器を 識別す る 番号で す 。ア ド レ ス はネ ッ ト ワ ー ク に お い て 機器を 識別す る 番号で す 。 同一ネ ッ ト同一ネ ッ ト

ワ ー ク 内に 同じワ ー ク 内に 同じ IPIPア ド レ ス は存在で き ま せ ん 。ア ド レ ス は存在で き ま せ ん 。 IPIPア ド レ ス を 設定す る 際にア ド レ ス を 設定す る 際に

はシ ス テ ム 管理者等はシ ス テ ム 管理者等 ( (ス ー パ ー ユ ー ザス ー パ ー ユ ー ザ) ) に 相談し て く だ さ い 。に 相談し て く だ さ い 。

ソ ケ ッ ト 通信の 送信元ポ ー ト 番号を 設定し ま す 。ソ ケ ッ ト 通信の 送信元ポ ー ト 番号を 設定し ま す 。

1616 進進 44 桁で 示し ま す 。桁で 示し ま す 。  (0 (0 ～～ 99、、 AA ～～B)B)

例例)) STSPSTSP ＝＝ A10F A10F LFCR デ フ ォ ル ト 設定は 　デ フ ォ ル ト 設定は 　 0 00 00 00 0

ソ ケ ッ ト 通信の 行き 先ポ ー ト 番号を 設定し ま す 。ソ ケ ッ ト 通信の 行き 先ポ ー ト 番号を 設定し ま す 。

1616 進進 44 桁で 示し ま す 。桁で 示し ま す 。  (0 (0 ～～ 99、、 AA ～～B)B)

例例)) STDPSTDP ＝＝ 1234 1234 LFCR デ フ ォ ル ト 設定は 　デ フ ォ ル ト 設定は 　 0 00 00 00 0

ご 注意ご 注意 TCPTCPデ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー ト 番号を 表示し た 際、デ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー ト 番号を 表示し た 際、以前設定し た 値と 異なる 場以前設定し た 値と 異なる 場

合が あ り ま す 。合が あ り ま す 。

こ れは、こ れは、 開設の 都度、開設の 都度、 SRC (SRC (ソ ー ス ポ ー トソ ー ス ポ ー ト ) ) を 変更す る サ ー バ か ら のを 変更す る サ ー バ か ら の SYNSYN パパ

ケ ッ ト を 受信し た 時で 、ケ ッ ト を 受信し た 時で 、 自動的に 相手の自動的に 相手の SRC (SRC (ソ ー ス ポ ー トソ ー ス ポ ー ト ) ) に 書き 変え てに 書き 変え て

開設す る た め で す 。開設す る た め で す 。

　　 44--44--1717　　 TCP TCP 通信相手通信相手 IPIP ア ド レ スア ド レ ス

TCPTCP 通信を 行う 相手機器の 識別番号を 設定し ま す 。通信を 行う 相手機器の 識別番号を 設定し ま す 。

ア ド レ ス の 書式は自機ア ド レ ス の 書式は自機 IPIP と 同様で す 。と 同様で す 。

通信相手通信相手 IP (STIP) IP (STIP) と 同じ 設定は出来ま せ ん 。と 同じ 設定は出来ま せ ん 。

255.255.255.255255.255.255.255 の 設定は出来ま せ ん 。の 設定は出来ま せ ん 。

例例)) H OSTH OST ＝＝ 192. 9 . 200. 1 192. 9 . 200. 1 LFCR デ フ ォ ル ト 設定はデ フ ォ ル ト 設定は 0. 0 . 0 . 00 . 0 . 0 . 0
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　　 44--44--2121　 ネ ッ ト マ ス ク の 設定　 ネ ッ ト マ ス ク の 設定

　　 44 --44 --2222　 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス の 設定　 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス の 設定

Enet-BXEnet-BX が 接続さ れた ネ ッ ト ワ ー ク の ネ ッ ト マ ス ク 値を 設定し ま す 。が 接続さ れた ネ ッ ト ワ ー ク の ネ ッ ト マ ス ク 値を 設定し ま す 。

ア ド レ ス の 書式は、ア ド レ ス の 書式は、 自機自機 IP(STIP)IP(STIP)、、 通信相手機器通信相手機器 IP(HOST)IP(HOST)と 同様で す 。と 同様で す 。

255.255.255.255255.255.255.255 の 設定は出来ま せ ん 。の 設定は出来ま せ ん 。

例例)) N ETMN ETM ＝＝ 255 . 255 . 255 . 192  255 . 255 . 255 . 192  LFCR デ フ ォ ル ト 値はデ フ ォ ル ト 値は   0 . 0 . 0 . 0  0 . 0 . 0 . 0

ご 注意ご 注意 後述後述 [4 [4--44--22 22 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス の 設定ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス の 設定] ] 、、 [4 [4--44--23 23 デ フ ォ ル ト ゲ ーデ フ ォ ル ト ゲ ー

ト ウ ェ イ ア ド レ ス の 設定ト ウ ェ イ ア ド レ ス の 設定] ] に 関連が あ り ま す の で 、に 関連が あ り ま す の で 、こ ち ら も 必ず 読ん だ 上でこ ち ら も 必ず 読ん だ 上で

設定し て 下さ い 。設定し て 下さ い 。 ネ ッ ト マ ス ク 値の 設定の 際に は、ネ ッ ト マ ス ク 値の 設定の 際に は、 シ ス テ ム 管理者シ ス テ ム 管理者 ( (ス ース ー

パ ー ユ ー ザパ ー ユ ー ザ ) ) 等に 相談し て 下さ い 。等に 相談し て 下さ い 。

Enet-BXEnet-BX が 接続さ れた ネ ッ ト ワ ー ク の ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス 値を 設定し ま す 。が 接続さ れた ネ ッ ト ワ ー ク の ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス 値を 設定し ま す 。

ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス は、ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス は、 前述で 設定さ れた ネ ッ ト マ ス ク 値と 、前述で 設定さ れた ネ ッ ト マ ス ク 値と 、 STIPSTIPで 設定さで 設定さ

れた 自機れた 自機 IPIPア ド レ ス と の 論理積を 取り 、ア ド レ ス と の 論理積を 取り 、 そ の 数値の ホ ス ト 部を 全てそ の 数値の ホ ス ト 部を 全て 11 に 自動設定しに 自動設定し

ま す 。ま す 。

下記の 例の よ う に 任意の 値に 設定す る 事も 可能で す 。下記の 例の よ う に 任意の 値に 設定す る 事も 可能で す 。

ア ド レ ス の 書式は、ア ド レ ス の 書式は、 自機自機 IP (STIP)IP (STIP)、、 通信相手通信相手 IP (HOST) IP (HOST) と 同様で す 。と 同様で す 。

例例)) BRDABRDA ＝＝ 192. 9 . 200 . 63  192. 9 . 200 . 63  LFCR デ フ ォ ル ト 値はデ フ ォ ル ト 値は   255 . 255 . 255. 255  255 . 255 . 255. 255

ご 注意ご 注意 前述前述 [4 [4--44--21 21 ネ ッ ト マ ス ク の 設定ネ ッ ト マ ス ク の 設定] ] 、、 後述後述 [4 [4--44--23 23 デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェデ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ

イ ア ド レ ス の 設定イ ア ド レ ス の 設定] ] に 関連が あ り ま す の で 、に 関連が あ り ま す の で 、こ ち ら も 必ず 読ん だ 上で 設定しこ ち ら も 必ず 読ん だ 上で 設定し

て 下さ い 。て 下さ い 。 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス の 設定の 際に は、ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス の 設定の 際に は、 シ ス テ ム 管理者シ ス テ ム 管理者

((ス ース ー パ ー ユ ー ザパ ー ユ ー ザ ) ) 等に 相談し て 下さ い 。等に 相談し て 下さ い 。

　　 44--44--2020　　 TC PTC P テ キ ス ト コ ー ドテ キ ス ト コ ー ド

TCPTCP 送受信の テ キ ス ト コ ー ド を 指定し ま す 。送受信の テ キ ス ト コ ー ド を 指定し ま す 。

BSCBSC テ キ ス ト コ ー ド と の 組合せ で デ ー タ コ ー ド の 変換を 行い ま す 。テ キ ス ト コ ー ド と の 組合せ で デ ー タ コ ー ド の 変換を 行い ま す 。

組合せ で の 変換タ イ プ は組合せ で の 変換タ イ プ は [4 [4--44--6 BSC6 BSC テ キ ス ト コ ー ドテ キ ス ト コ ー ド ] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

入力方法制御コ ー ド

ASCII(JIS8)
EBCDIC(英大小文字)
EBCDIK(英大文字,カ ナ )

LFCRTCPD＝JIS8
LFCRTCPD＝EBCSIC
LFCRTCPD＝EBCDIK

←デ フ ォ ル ト 値
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　　 44 --44 --2323 　 デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス の 設定　 デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス の 設定

異なる ネ ッ ト ワ ー ク に 接続さ れて い る 通信機器相手と コ ネ ク シ ョ ン の 開設を 行う 場異なる ネ ッ ト ワ ー ク に 接続さ れて い る 通信機器相手と コ ネ ク シ ョ ン の 開設を 行う 場

合、合、 そ の 通信経路を 設定し ま す 。そ の 通信経路を 設定し ま す 。

ア ド レ ス の 書式は、ア ド レ ス の 書式は、 自機自機 IP (STIP) IP (STIP) 、、 通信相手通信相手 IP (HOST) IP (HOST) と 同様で す 。と 同様で す 。

255.255.255.255255.255.255.255 の 設定は、の 設定は、 出来ま せ ん 。出来ま せ ん 。

例例)) DEFGDEFG ＝＝ 192. 9 . 200. 1 192. 9 . 200. 1 LFCR デ フ ォ ル ト 値はデ フ ォ ル ト 値は   0.0 . 0. 0  0 .0 . 0. 0

ご 注意ご 注意 前述前述 [4 [4--44--21 21 ネ ッ ト マ ス ク の 設定ネ ッ ト マ ス ク の 設定] ] 、、 [4 [4--44--22 22 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス のブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス の

設定設定] ] に 関連が あ り ま す の で 、に 関連が あ り ま す の で 、 こ ち ら も 必ず 読ん だ 上で 設定し て 下さ い 。こ ち ら も 必ず 読ん だ 上で 設定し て 下さ い 。

デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス の 設定の 際に は、デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス の 設定の 際に は、 シ ス テ ム 管理者シ ス テ ム 管理者 ( (ス ース ー

パ ー ユ ー ザパ ー ユ ー ザ ) ) 等に 相談し て 下さ い 。等に 相談し て 下さ い 。

[4[4--44--21 21 ネ ッ ト マ ス ク の 設定ネ ッ ト マ ス ク の 設定] ] 、、 [4 [4--44--22 22 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス の 設定ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス の 設定] ] 、、 [4 [4--44--

23 23 デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス の 設定デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス の 設定] ] が 必要な場合の 接続例を 、が 必要な場合の 接続例を 、後述後述 [4 [4--5 5 異異

なる ネ ッ ト ワ ー ク 間の 通信なる ネ ッ ト ワ ー ク 間の 通信] ] に 記述し て あ り ま す の で 参照し て 下さ い 。に 記述し て あ り ま す の で 参照し て 下さ い 。

補　 足補　 足 ETHER ADDRESSETHER ADDRESS とと HOST ETHER ADDRESSHOST ETHER ADDRESS は編集出来ま せ ん 。は編集出来ま せ ん 。

　　 ◆◆ ETHER ADDRESSETHER ADDRESS

　　 装置固有の 番号で 、装置固有の 番号で 、 出荷時に 機器別に 番号を 決定し て あ り ま す 。出荷時に 機器別に 番号を 決定し て あ り ま す 。

　　 弊社の弊社の EnetEnetシ リ ー ズ はシ リ ー ズ は IEEEIEEE よ り 取得の 番号を 各々よ り 取得の 番号を 各々11 台づ つ に 割り 当台づ つ に 割り 当

て て い ま す 。て て い ま す 。

　　 ◆◆ HOST ETHER ADDRESSHOST ETHER ADDRESS

　　 通信相手ア ド レ ス で通信相手ア ド レ ス で HOSTHOSTの 設定に 一致し た 相手機器の 番号と なり まの 設定に 一致し た 相手機器の 番号と なり ま

す 。す 。

　　 Enet-BXEnet-BX は、は、 55 組ま で の組ま で の IPIP--ETHERETHER 組み合わ せ を 記録し て い ま す 。組み合わ せ を 記録し て い ま す 。

　　 55 組の 記録に あ る な ら組の 記録に あ る な ら H O STH O ST の 設定で 対応す るの 設定で 対応す る H O ST E TH E RH O ST E TH E R

ADDRESSADDRESS を 表示し ま す 。を 表示し ま す 。

　　 今ま で 通信し て い ない今ま で 通信し て い ない HOSTHOSTの 場合はこ の 項目はの 場合はこ の 項目は 00 と なり ま す 。と なり ま す 。

　　 通信を 行っ て 相手ア ド レ ス を 取得す る と こ の 項目に 表示さ れま す 。通信を 行っ て 相手ア ド レ ス を 取得す る と こ の 項目に 表示さ れま す 。
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　　 44--44--2424　 タ イ ム ウ ェ イ ト 時間の 設定　 タ イ ム ウ ェ イ ト 時間の 設定

Enet-BXEnet-BXがク ラ イ ア ン ト 型でがク ラ イ ア ン ト 型で TCPTCP//IPIP接続を 試行する 際に 参照さ れる タ イ マ ー値です。接続を 試行する 際に 参照さ れる タ イ マ ー値です。

前回、前回、ク ラ イ ア ン ト 型で 接続し た 同じ 相手ク ラ イ ア ン ト 型で 接続し た 同じ 相手IPIPへへ TCPTCP//IPIP接続の 際は、接続の 際は、タ イ ム ウ ェ イ トタ イ ム ウ ェ イ ト

で 設定さ れた 時間は再接続出来ま せ ん 。で 設定さ れた 時間は再接続出来ま せ ん 。 ( (TCPTCP//IPIPプ ロ ト コ ルプ ロ ト コ ル：： TIME-WAITTIME-WAIT時間で す 。時間で す 。))

変更す る 場合は、変更す る 場合は、

例例)) WAIT=10 WAIT=10 LFCR デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト 120120

タ イ ム ウ ェ イ ト をタ イ ム ウ ェ イ ト を 1010 秒と し ま す 。秒と し ま す 。

指定範囲は、指定範囲は、 1 1 ～～ 999  999 秒で す 。秒で す 。

通常は通常は 120 120 秒で すが、秒で すが、シ ス テ ム で こ の 値を 変更し て も 良い 場合に の み変更しシ ス テ ム で こ の 値を 変更し て も 良い 場合に の み変更し

て 下さ いて 下さ い 。。

Enet-BXEnet-BX  は、は、 通信相手に通信相手に TCPTCP//IP IP デ ー タ パ ケ ッ ト 又は終了要求パ ケ ッ ト を 送信後、デ ー タ パ ケ ッ ト 又は終了要求パ ケ ッ ト を 送信後、

相手よ り の 応答相手よ り の 応答 ACKACK パ ケ ッ ト を 待ち ま す 。パ ケ ッ ト を 待ち ま す 。

こ の 時相手よ り 応答が 無い 場合こ の 時相手よ り 応答が 無い 場合  (  (ケ ー ブ ル 断、ケ ー ブ ル 断、相手機器ダ ウ ン相手機器ダ ウ ン ) ) パ ケ ッ ト の 再送パ ケ ッ ト の 再送を 行を 行

い ま す 。い ま す 。

再送回数及び 再送タ イ マ 間隔を 設定し ま す 。再送回数及び 再送タ イ マ 間隔を 設定し ま す 。

0 0 指定時は、指定時は、 こ の 機能は無効と なり ま す 。こ の 機能は無効と なり ま す 。

1 1 ～～ 60 ( 60 (単位単位：： 分分) ) を 指定の 場合、を 指定の 場合、デ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン 中の 無通信時間を 計測しデ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン 中の 無通信時間を 計測し

ま す 。ま す 。

通信相手よ り イ ー サ ネ ッ ト パ ケ ッ ト の 受信が 無く 、通信相手よ り イ ー サ ネ ッ ト パ ケ ッ ト の 受信が 無く 、Enet-BXEnet-BXか ら も 何の パ ケ ッ トか ら も 何の パ ケ ッ ト もも

送信し て い ない 場合で 、送信し て い ない 場合で 、 設定時間を 経過す る と リ セ ッ ト パ ケ ッ ト を 送出し て コ設定時間を 経過す る と リ セ ッ ト パ ケ ッ ト を 送出し て コ ネ クネ ク

シ ョ ン を 強制終了し ま す 。シ ョ ン を 強制終了し ま す 。 なお 、なお 、 1 1 ～～ 60  60 を 設定し て い て も 、を 設定し て い て も 、 TELNET TELNET LOG IN LOG IN 時は時は

無効と なり ま す 。無効と なり ま す 。

例例)) WTM= 5WTM= 5 LFCR 　 　 デ フ ォ ル ト　 　 デ フ ォ ル ト 00

55 分間無通信なら コ ネ ク シ ョ ン を 切断分間無通信なら コ ネ ク シ ョ ン を 切断

　　 44--44--2525　　 TTC PC P//IPIP デ ー タ 再送、デ ー タ 再送、 終了要求パ ケ ッ ト終了要求パ ケ ッ ト FIN  F IN  再送の 設定再送の 設定

　　 44 --44 --2626 　　 イ ー サ ネ ッ ト チ ャ ン ネ ル 無通信時のイ ー サ ネ ッ ト チ ャ ン ネ ル 無通信時の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ ネ ク シ ョ ン 強制終了タ イ マ ー の 設定　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ ネ ク シ ョ ン 強制終了タ イ マ ー の 設定

再送回数･再送タ イ マ ー再送指定

1秒後→2秒後→4秒後→8秒後→16秒後→32秒応答ウ ェ イ ト し た
後に 強制終了し ま す。 再送タ イ ム ア ウ ト ま で 約1分で す。

TRY＝S

TRT＝N

(デ フ ォ ル ト )

L FCR

L FCR 1秒後→2秒後→4秒後→8秒後→16秒後→32秒後→64秒後→
70秒後→70秒後→70秒後→70秒後→70秒後→70秒応答ウ ェ イ ト

し た 後に 強制終了し ま す 。 再送タ イ ム ア ウ ト ま で 約9分で す 。
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パ ス ワ ー ド の 指定は、パ ス ワ ー ド の 指定は、 最大最大 8 8 文字の 数字文字の 数字・・ 文字列で す 。文字列で す 。

TELNETTELNETで 相手よ り ア ク セ ス が あ っ た 時、で 相手よ り ア ク セ ス が あ っ た 時、 PASS=  PASS=  で 指定さ れて い る 文字列とで 指定さ れて い る 文字列と チ ェ ッチ ェ ッ

ク を 行い ま す 。ク を 行い ま す 。 一致し なけ れば一致し なけ れば TELNET TELNET 通信は行い ま せ ん 。通信は行い ま せ ん 。

PASS=  PASS=  LFCR で 指定無し と なり ま す 。で 指定無し と なり ま す 。

例例)) PASS=Enet PASS=Enet LFCR デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： Enet-BEnet-B

TELNETTELNET　　 Log inLog in 時の パ ス ワ ー ド を ”時の パ ス ワ ー ド を ” EnetEnet”” で 設定で 設定

後述の 簡易通信ロ グ の 収集方式を 設定し ま す 。後述の 簡易通信ロ グ の 収集方式を 設定し ま す 。

通信相手の通信相手の IPIP ア ド レ ス を 以下の 形式で 設定し ま す 。ア ド レ ス を 以下の 形式で 設定し ま す 。

nnI=  ddd .ddd .ddd .ddd  nnI=  ddd .ddd .ddd .ddd  LFCR

nnnn は、は、 11 ～～ 55 の テ ー ブ ル 番号で す 。の テ ー ブ ル 番号で す 。

テ ー ブ ルテ ー ブ ル nn nn 番の 相手番の 相手 IP IP ア ド レ ス をア ド レ ス を ddd.ddd .ddd .dddddd.ddd .ddd .ddd と し ま す 。と し ま す 。

設定値は、設定値は、 HOST=HOST= で 指定ので 指定の IPIP ア ド レ ス と 設定と 同様な書式で す 。ア ド レ ス と 設定と 同様な書式で す 。

01I=01I= で 指定し たで 指定し た IPIP は、は、 HOST=HOST= に 反映さ れま す 。に 反映さ れま す 。

同様に 、同様に 、 HOST=HOST= で 指定ので 指定の IPIP は、は、 01I=01I= に 反映さ れま す 。に 反映さ れま す 。

既に 設定さ れて い た既に 設定さ れて い た   テ ー ブ ルテ ー ブ ル nn nn 番の番の IP IP ア ド レ ス を 異なる 値に 設定し た 場合は、ア ド レ ス を 異なる 値に 設定し た 場合は、 同同

じ テ ー ブ ル の 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 消去し ま す 。じ テ ー ブ ル の 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 消去し ま す 。

　　 44--44--2727　　 TELN ET Log in  TELN ET Log in  時の パ ス ワ ー ド の 設定時の パ ス ワ ー ド の 設定

　　 44 --44--2828　　 簡易ロ グ 収集方式の 設定簡易ロ グ 収集方式の 設定

　　 44--44--2929　　 相手相手 I PI P ア ド レ ス の 設定ア ド レ ス の 設定

ロ グ の 収集方式ロ グ 指定

常に ロ グ が 収集さ れま す 。

ロ グ は 最大25行で 表示さ れま す。

ロ グ はリ ン グ 構造で 保存さ れま す。

25行を 超え た ロ グ は 、 古い ロ グ か ら 順次上書き さ れて い ま す 。

LOG＝A

LOG＝N

(デ フ ォ ル ト )

ロ グ の 収集は行わ れま せん 。

TCP/IP通信で 異常発生･コ ネ ク シ ョ ン 切断時(再送タ イ ム ア ウ ト で
強制切断又は相手よ り 強制切断要求を 受信)又は、 BSC相手機器
よ り DISC等を 受信し TCP/IPが 切断さ れた 場合に 、 ロ グ の 収集を

停止し ま す。
以降、 ロ グ が 上書き さ れま せ ん の で 、 異常発生に よ り 通信が 停
止する ま で の 簡易ロ グ の 確認が 可能と なり ま す 。

LOG＝S

L FCR

L FCR

L FCR
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通信相手の通信相手の PORTPORT番号を 以下の 形式で 設定し ま す 。番号を 以下の 形式で 設定し ま す 。

nnP=  hhhh nnP=  hhhh LFCR F F テ ー ブ ルテ ー ブ ル nn nn 番の 相手ポ ー ト 番号を番の 相手ポ ー ト 番号を hhhh hhhh と し ま す 。と し ま す 。

nnnn は、は、 11 ～～ 55 の テ ー ブ ル 番号で す 。の テ ー ブ ル 番号で す 。

設定値は、設定値は、 STSP= ,STDP=STSP= ,STDP= で 指定ので 指定の PORTPORT番号と 同様な書式で す 。番号と 同様な書式で す 。

STDP=STDP= で 指定し たで 指定し た PORTPORT番号は、番号は、 01P=01P= に 反映さ れま す 。に 反映さ れま す 。

同様に 、同様に 、 01P=01P= で 指定ので 指定の PORTPORT番号は、番号は、 STDP=STDP= に 反映さ れま す 。に 反映さ れま す 。

※※ 0000 0000 を 設定の 場合、を 設定の 場合、 こ の テ ー ブ ル ナ ン バ ー は未設定と なり ま す 。こ の テ ー ブ ル ナ ン バ ー は未設定と なり ま す 。

相手機器と 通信を 行なう に は必ず 必要な設定で す 。相手機器と 通信を 行なう に は必ず 必要な設定で す 。

　　 4-4-304-4-30　　 相手相手 PO R TPO R T の 設定の 設定

補補 足足 (TCP(TCP//IPIP通信相手に つ い て通信相手に つ い て ))

前述前述：： 44--44--2929、、 44--44--3030 の 相手の 相手IPIP//PORTPORTがが 11 ～～55 の テ ー ブ ル にの テ ー ブ ル に 設定さ れて い設定さ れて い

る 場合、る 場合、設定さ れた 相手よ り設定さ れた 相手よ り TCPTCP//IPIP開設要求を開設要求を 受信す れば、受信す れば、TCPTCP//IPIP開設を開設を

行い ま す 。行い ま す 。

従っ て 、従っ て 、 通信相手が 該当テ ー ブ ル通信相手が 該当テ ー ブ ル NONO に 指定さ れた 相手と なり ま す 。に 指定さ れた 相手と なり ま す 。

Enet-BXEnet-BX よ りよ り TCPTCP//IPIP 開設を 試行す る 場合の 通信相手は、開設を 試行す る 場合の 通信相手は、 常に常に HOST=HOST=、、

STDP=STDP= で 指定の 相手と なり ま す 。で 指定の 相手と なり ま す 。

※※ IP=192.168.0.40IP=192.168.0.40 の 機器よ りの 機器よ り Enet-BX(192.168.0.10/1000)Enet-BX(192.168.0.10/1000)に 対し て 正常なに 対し て 正常な TCPTCP//IPIP

開設要求を 受信し た 際に は、開設要求を 受信し た 際に は、 TCPTCP//IPIPを 開設し 、を 開設し 、 通信相手は通信相手は 03I=03I=、、 03P=03P=、、 で 指定で 指定

の 相手と なる 。の 相手と なる 。

但し 、但し 、 03P=03P= に 関し て は、に 関し て は、 開設要求を 受信し た 際の 相手開設要求を 受信し た 際の 相手 PORTPORT番号に 置き 換え て番号に 置き 換え て

開設要求を 受信し ま す 。開設要求を 受信し ま す 。

相手相手 PORTPORT番号は、番号は、 不明で も 必ず ダ ミ ー で 設定を 行う 必要が あ り ま す 。不明で も 必ず ダ ミ ー で 設定を 行う 必要が あ り ま す 。

ETHER ADDRESSETHER ADDRESS 00:C0:84:06:00:0000:C0:84:06:00:00      IP ADDRESS     IP ADDRESS        STIP=192.168.0.10       STIP=192.168.0.10

HOST ETHER ADDRESSHOST ETHER ADDRESS 00:00:00:00:00:0000:00:00:00:00:00      HOST IP ADDRESS            HOST=192.168.0.20     HOST IP ADDRESS            HOST=192.168.0.20

SOURCE PORT NUMBERSOURCE PORT NUMBER STSP=1000STSP=1000      DEST PORT NUMBER        STDP=2000     DEST PORT NUMBER        STDP=2000

HOST IP ADDRESSHOST IP ADDRESS DEST PORT HOST ETHERNET ADDRESSDEST PORT HOST ETHERNET ADDRESS

　　 01I=192.168.0.2001I=192.168.0.20 　　 01P=2000  01M=00:00:00:00:00:0001P=2000  01M=00:00:00:00:00:00

　　 02I=192.168.0.3002I=192.168.0.30 　　 02P=3000  02M=00:00:00:00:00:0002P=3000  02M=00:00:00:00:00:00

　　 03I=192.168.0.4003I=192.168.0.40 　　 03P=4000  03M=00:00:00:00:00:0003P=4000  03M=00:00:00:00:00:00

　　 04I=192.168.0.5004I=192.168.0.50 　　 04P=5000  04M=00:00:00:00:00:0004P=5000  04M=00:00:00:00:00:00

　　 05I=192.168.0.6005I=192.168.0.60 　　 05P=6000  05M=00:00:00:00:00:0005P=6000  05M=00:00:00:00:00:00

例例))OPEN=AUTOOPEN=AUTO 又は又は NONNON 指定で指定で TCPTCP//IPIP未開設未開設

以下の 設定時以下の 設定時
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４ －５ 　 タ イ マ ー と 回数の 設定４ －５ 　 タ イ マ ー と 回数の 設定

タ イ マ ー と 回数は、タ イ マ ー と 回数は、 プ ロ ト コ ル に 基づ い て 関連が あ り ま す 。プ ロ ト コ ル に 基づ い て 関連が あ り ま す 。

こ こ で は、こ こ で は、 関連す る 設定値を 時間的流れを 絡め て 説明し ま す 。関連す る 設定値を 時間的流れを 絡め て 説明し ま す 。

タ イ ム ア ウ ト と リ ト ラ イ オ ー バ で 通信不能と なる と 回線切断と なり ま す 。タ イ ム ア ウ ト と リ ト ラ イ オ ー バ で 通信不能と なる と 回線切断と なり ま す 。

BSCBSC へ はへ は EOTEOTコ ー ド を 送信す るコ ー ド を 送信す る

TCPTCP へ はへ は RSTRSTを 出力し て コ ネ ク シ ョ ン を 切断す るを 出力し て コ ネ ク シ ョ ン を 切断す る

◆◆ 先行先行 SYNSYN コ ー ドコ ー ド

N5N5：： 送信す る 制御コ ー ド 及び テ キ ス ト に 先行し て 付加さ れる送信す る 制御コ ー ド 及び テ キ ス ト に 先行し て 付加さ れる SYNSYN コ ー ド の 数コ ー ド の 数

◆◆ BSCBSC へ の 送信開設手順へ の 送信開設手順

T3T3：： ENQENQ を 送信し て か らを 送信し て か ら ACK0ACK0 を 受信す る ま で の タ イ ム ア ウ トを 受信す る ま で の タ イ ム ア ウ ト

N1N1：： ENQENQ 送信に 関し た 以下の 場合に送信に 関し た 以下の 場合に ENQENQ を 再送す る 回数を 再送す る 回数

T3T3 タ イ ム ア ウ ト 後、タ イ ム ア ウ ト 後、

ENQENQ 送信に 対し送信に 対し NAKNAK を 受信し た 。を 受信し た 。

異なる異なる IDID 付付 ACK0ACK0 を 受信し た 。を 受信し た 。

N1N1 回の 再送後で も 上記条件と なっ た ら回の 再送後で も 上記条件と なっ た ら EOTEOTとと RSTRSTを 送る 。を 送る 。

◆◆ BSCBSC か ら の 受信開設手順か ら の 受信開設手順

T6T6：： ENQENQ 受信に 対し受信に 対し ACK0ACK0 を 送信し て か ら テ キ ス ト 受信ま で の タ イ ム ア ウ トを 送信し て か ら テ キ ス ト 受信ま で の タ イ ム ア ウ ト

タ イ ム ア ウ ト でタ イ ム ア ウ ト で EOTEOTとと RSTRSTを 送る 。を 送る 。

◆◆ BSCBSC へ の テ キ ス ト 送信へ の テ キ ス ト 送信

T5T5：： 送信タ イ ム フ ィ ラ ー送信タ イ ム フ ィ ラ ー

送信テ キ ス ト に送信テ キ ス ト に SYNSYN コ ー ド を 挿入す る 時間コ ー ド を 挿入す る 時間

N2N2：： 送信し た テ キ ス ト に 対す る送信し た テ キ ス ト に 対す る NAKNAK を 受信し た 時テ キ ス ト を 再送す る 回数を 受信し た 時テ キ ス ト を 再送す る 回数

N2N2 回再送後の回再送後の NAKNAK 受信で受信で

T2T2：： 送信し た テ キ ス ト に 対す る 応答が 無い 場合の タ イ ム ア ウ ト送信し た テ キ ス ト に 対す る 応答が 無い 場合の タ イ ム ア ウ ト

N4N4：： T2T2 タ イ ム ア ウ ト で 催促のタ イ ム ア ウ ト で 催促の ENQENQ を 送る 回数を 送る 回数

N4N4 回の 再送で も 応答無し なら回の 再送で も 応答無し なら DISCDISC とと RSTRSTを 送る 。を 送る 。
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◆◆ BSCBSC か ら の テ キ ス ト 受信か ら の テ キ ス ト 受信

T1T1：： STXSTX を 受信し て か らを 受信し て か ら BCCBCC を 受信す る ま で の タ イ ム ア ウ トを 受信す る ま で の タ イ ム ア ウ ト

T4T4：： 受信タ イ ム フ ィ ラ ー受信タ イ ム フ ィ ラ ー

受信テ キ ス ト に 挿入さ れる受信テ キ ス ト に 挿入さ れる SYNSYN コ ー ド の チ ェ ッ ク タ イ ムコ ー ド の チ ェ ッ ク タ イ ム

T4T4 タ イ ム ア ウ ト 以内にタ イ ム ア ウ ト 以内に SYNSYN の 受信が ない と デ ー タ エ ラ ー と なる 。の 受信が ない と デ ー タ エ ラ ー と なる 。

N3N3：： 受信テ キ ス ト に つ い て 以下の 事象が 発生し た 場合の受信テ キ ス ト に つ い て 以下の 事象が 発生し た 場合の NAKNAK 送信回数送信回数

T1T1 タ イ ム ア ウ トタ イ ム ア ウ ト

T4T4 タ イ ム ア ウ トタ イ ム ア ウ ト

受信テ キ ス ト の受信テ キ ス ト の CRCCRC 不一致不一致

受信エ ラ ー受信エ ラ ー  ( (オ ー バ ー ラ ン 等オ ー バ ー ラ ン 等))

N3N3 回の 再送後で も 上記条件と なっ た ら回の 再送後で も 上記条件と なっ た ら EOTEOTとと RSTRSTを 送る 。を 送る 。

◆◆ BSCBSC か ら の 次の 受信か ら の 次の 受信

T7T7：： テ キ ス ト に 対す るテ キ ス ト に 対す る ACK1 (ACK0) ACK1 (ACK0) を 送信後次の テ キ ス ト あ る い はを 送信後次の テ キ ス ト あ る い はEOTEOTを 受信を 受信

す る ま で の タ イ ム ア ウ トす る ま で の タ イ ム ア ウ ト

T7T7 経過し て も テ キ ス ト か経過し て も テ キ ス ト か EOTEOT受信が 無い 場合は受信が 無い 場合は EOTEOTとと RSTRSTを 送る 。を 送る 。

◆◆ WACKWACK 受信受信

T8T8：： ENQENQ あ る い はテ キ ス ト 送信に 対し て 相手があ る い はテ キ ス ト 送信に 対し て 相手が WACKWACK で 応答し て 来た 。で 応答し て 来た 。

解除の解除の ACK0 (ACK1) ACK0 (ACK1) の 受信ま で の タ イ ム ア ウ トの 受信ま で の タ イ ム ア ウ ト

N6N6：： T8T8 経過し て も 応答無し なら経過し て も 応答無し なら ENQENQ を 送信す る 回数を 送信す る 回数

N6N6 回実行後は回実行後は EOTEOTとと RSTRSTを 送るを 送る

◆◆ 同時受信同時受信

T9T9：： BSCBSC とと TCPTCPか ら 、か ら 、 同時に同時に ENQENQ 受信と なっ た 場合は、受信と なっ た 場合は、 TCPTCP側が 優先さ れる 。側が 優先さ れる 。

そ の 後のそ の 後の ENQENQ 送信ま で の 時間を 規定す る 。送信ま で の 時間を 規定す る 。

◆◆ BSCBSC へ の 送信待ちへ の 送信待ち

T10T10：： BSCBSC へ の 送信可能か を チ ェ ッ ク す る タ イ ム ア ウ トへ の 送信可能か を チ ェ ッ ク す る タ イ ム ア ウ ト

送信デ ー タ が あ る の に送信デ ー タ が あ る の に T10T10 間出力不可なら 送信は停止さ れる 。間出力不可なら 送信は停止さ れる 。
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４ －６ 　 異な る ネ ッ ト ワ ー ク 間の 通信４ －６ 　 異な る ネ ッ ト ワ ー ク 間の 通信

Enet-BXEnet-BXが接続さ れた ネ ッ ト ワ ー ク と 通信相手機器が 接続さ れた ネ ッ ト ワ ー ク が 異が接続さ れた ネ ッ ト ワ ー ク と 通信相手機器が 接続さ れた ネ ッ ト ワ ー ク が 異

なる 場合、なる 場合、 前述前述 [4 [4--44--21 21 ネ ッ ト マ ス ク の 設定ネ ッ ト マ ス ク の 設定] [4] [4--44--22 22 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ スブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス

の 設定の 設定] [4] [4--44--23 23 デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ の 設定デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ の 設定] ] が 必要に なり ま す 。が 必要に なり ま す 。

下記に 異なる ネ ッ ト ワ ー ク に 接続さ れた 場合の 接続例と 、下記に 異なる ネ ッ ト ワ ー ク に 接続さ れた 場合の 接続例と 、こ の 時のこ の 時の Enet-BXEnet-BXの 各設の 各設

定値を 示し ま す 。定値を 示し ま す 。 　　 尚尚、、 こ の 例で は、こ の 例で は、 Enet-BXEnet-BX の 通信相手機器は、の 通信相手機器は、 弊社姉妹機種で弊社姉妹機種で

も あ るも あ る Enet-REnet-R(RS232C TCP(RS232C TCP//IPIP プ ロ ト コ ル 変換器プ ロ ト コ ル 変換器) ) と し て い ま す 。と し て い ま す 。

通信相手機器は、通信相手機器は、 UNIXUNIX マ シ ン 等で も 問題あ り ま せ ん 。マ シ ン 等で も 問題あ り ま せ ん 。

Enet-R No.1
IP=165.200.20.12

No.1
IP= 165.200.20.01
ル ー タ

ネ ッ ト ワ ー ク

他ネ ッ ト へ

165.200.20.0

の サ ブ ネ ッ ト

165.200.50.0

の サ ブ ネ ッ ト

太線が コ ネ ク シ ョ ン 開設経路

No.2

IP= 165.200.20.02

ル ー タ

No.3

IP=165.200.50.01

ル ー タ Enet-R No.2

IP=165.200.50.40

IP=165.200.50.30
Enet-BX

Enet-REnet-R No.1 No.1 と 通信す る 場合のと 通信す る 場合の Enet-BXEnet-BX の 設定例の 設定例

*** BSC ****** BSC ***

BSCBSC側は省略側は省略

*** TCP ****** TCP ***

ETHER ADDRESSETHER ADDRESS 00:C0:84:02:F0:0100:C0:84:02:F0:01 IP ADDRESSIP ADDRESS STIP=165.200.50.30STIP=165.200.50.30

HOST ETHER ADDRESSHOST ETHER ADDRESS 00:00:00:00:00:0000:00:00:00:00:00 HOST IP ADDRESSHOST IP ADDRESS HOST=165.200.20.12HOST=165.200.20.12

SOURCE PORT NUMBERSOURCE PORT NUMBER STSP=9999STSP=9999 DEST PORT NUMBERDEST PORT NUMBER STDP=7777STDP=7777

DATA TYPEDATA TYPE TCPD=JIS8TCPD=JIS8

NETWORK ADDRESS  NETM=225.225.225.0  BRDA=165.200.50.255  DEFG=165.200.50.1NETWORK ADDRESS  NETM=225.225.225.0  BRDA=165.200.50.255  DEFG=165.200.50.1

Enet-BXEnet-BXは、は、 上記の よ う な設定で 、上記の よ う な設定で 、 異なる ネ ッ ト ワ ー ク に 接続さ れた異なる ネ ッ ト ワ ー ク に 接続さ れた Enet-REnet-R No.1 No.1

の コ ネ ク シ ョ ン 開設要求に 応じ ま す 。の コ ネ ク シ ョ ン 開設要求に 応じ ま す 。 　　 Enet-REnet-R No.2 No.2 と 通信す る 場合は、と 通信す る 場合は、 同一ネ ッ同一ネ ッ

ト ワ ー ク 内の 通信と なり ま す の で 、ト ワ ー ク 内の 通信と なり ま す の で 、 ネ ッ ト マ ス ク 、ネ ッ ト マ ス ク 、 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス 、ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス 、 デデ

フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス の 設定は不要で す。フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス の 設定は不要で す。 ( (そ れぞ れデフ ォ ル ト 値と し ま す。そ れぞ れデフ ォ ル ト 値と し ま す。))
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４ －７ 　 ネ ッ ト マ ス ク 値等設定時の４ －７ 　 ネ ッ ト マ ス ク 値等設定時の A R PA R P 応答応答

Enet-BXEnet-BX は、は、 ネ ッ ト マ ス ク 、ネ ッ ト マ ス ク 、 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス 、ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス 、 デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イデ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ

ア ド レ ス が 設定さ れて い る 場合、ア ド レ ス が 設定さ れて い る 場合、 通信相手機器通信相手機器 ( (サ ー バサ ー バ ) ) 、、 ル ー タ 等に よ り 発行さ れル ー タ 等に よ り 発行さ れ

るる ARPARP ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス に 対し て 、ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス に 対し て 、 以下の 条件が 一致す る と 応答し ま す 。以下の 条件が 一致す る と 応答し ま す 。

◆◆ 設定内容に 関わ ら ず 必ず チ ェ ッ ク さ れる も の設定内容に 関わ ら ず 必ず チ ェ ッ ク さ れる も の

ARPARP で 問い 合わ せ て い る タ ー ゲ ッ トで 問い 合わ せ て い る タ ー ゲ ッ ト IPIP と 自機と 自機 IP (STIP) IP (STIP) の 一致の 一致

◆◆ ネ ッ ト マ ス ク の 設定が あ る 場合ネ ッ ト マ ス ク の 設定が あ る 場合

ARPARP発行元と 通信相手発行元と 通信相手 IP (HOST) IP (HOST) と の 一致　 も し く はと の 一致　 も し く は

ARPARP発行元発行元IPIPと ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ スと ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス  (BRDA)  (BRDA) と の 一致と の 一致

◆◆ デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イデ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ  (DEFG)  (DEFG) の 設定が あ り 、の 設定が あ り 、 自機自機 IP (STIP) IP (STIP) と 通信相手と 通信相手 IPIP

(HOST) (HOST) が 異なる ネ ッ ト ワ ー クが 異なる ネ ッ ト ワ ー ク IPIP ア ド レ ス の 場合ア ド レ ス の 場合

ARPARP 発行元発行元 IPIP と 通信相手Ｉと 通信相手Ｉ IP (HOST) IP (HOST) と の 一致　 も し く はと の 一致　 も し く は

ARPARP発行元発行元IPIPと ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ スと ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス  (BRDA)  (BRDA) と の 一致　 も し く はと の 一致　 も し く は

ARPARP 発行元発行元 IPIPと デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イと デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ  (DEFG)  (DEFG) と の 一致と の 一致
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５ －１ 　 コ マ ン ド と リ ザ ル ト５ －１ 　 コ マ ン ド と リ ザ ル ト

  第５ 章　第５ 章　 コ ン ソ ー ル ポ ー トコ ン ソ ー ル ポ ー ト

Enet-BXEnet-BX で は、で は、 調歩同期調歩同期 RS232C (Dsub9RS232C (Dsub9 ピ ンピ ン ) ) の コ ン ソ ー ル ポ ー ト を 利用し て 以下の コ ン ソ ー ル ポ ー ト を 利用し て 以下

の こ と が 行え ま す 。の こ と が 行え ま す 。

◆◆ Enet-BXEnet-BX の 各種通信条件の 設定の 各種通信条件の 設定 ( (前述前述：： プ ロ グ ラ ム モ ー ド 、プ ロ グ ラ ム モ ー ド 、 設定設定))

◆◆ コ マ ン ド 入力、コ マ ン ド 入力、 リ ザ ル ト に よ る 状態確認機能リ ザ ル ト に よ る 状態確認機能

※※ 添付の添付の RS232CRS232Cク ロ ス ケ ー ブ ルク ロ ス ケ ー ブ ル  (Dsub9 (Dsub9ピ ンピ ン ) ) とと DOSDOS//V PCV PCを 接続し てを 接続し て TERMINALTERMINAL

ソ フ トソ フ ト  (RS232C)  (RS232C) を 起動し ま す 。を 起動し ま す 。

※※ プ ロ グ ラ ム モ ー ド に つ い て は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド に つ い て は、[[第第 44 章　 通信条件の 設定章　 通信条件の 設定]]を ご 参照く だ さ い 。を ご 参照く だ さ い 。

コ マ ン ド は次の フ ォ ー マ ッ ト で す 。コ マ ン ド は次の フ ォ ー マ ッ ト で す 。

コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字：： ”” @@”” +  +  コ マ ン ド 文字列コ マ ン ド 文字列  (+    (+  テ ー ブ ル 番号テ ー ブ ル 番号) ) LFCR

※※ テ ー ブ ル 番号テ ー ブ ル 番号：： 対象と なる 相手機器の テ ー ブ ル 番号を 指定し ま す 。対象と なる 相手機器の テ ー ブ ル 番号を 指定し ま す 。

一部の コ マ ン ド に 必要で す 。一部の コ マ ン ド に 必要で す 。 番号は番号は 11 ～～ 55 の 数値で す 。の 数値で す 。

例例))  @TEST03  @TEST03 LFCR  ( (テ ー ブ ルテ ー ブ ル 33 番と番と PINGPING 応答テ ス ト を 行う応答テ ス ト を 行う ))
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　　 5-1-15-1-1　　 @ STAT@ STAT コ マ ン ドコ マ ン ド  ( (現在の 状態を 確認現在の 状態を 確認))

◆◆ コ マ ン ドコ マ ン ド ：： @STAT @STAT LFCR

◆◆ リ ザ ル トリ ザ ル ト ：： 以下の 様な形式で 返送さ れま す 。以下の 様な形式で 返送さ れま す 。

*** STATUS ****** STATUS ***

Ether=LISTEN      (192.168.0.11,1000)Ether=LISTEN      (192.168.0.11,1000)

<OPEN LOG:CLOSED><OPEN LOG:CLOSED>

BSC  RX=00000     BSC  TX= 00000BSC  RX=00000     BSC  TX= 00000

ETH  RX=00000     ETH  TX=00000ETH  RX=00000     ETH  TX=00000

Ether= XXXXEther= XXXX

現在の イ ー サ ネ ッ ト チ ャ ン ネ ル の 状態を 表し ま す現在の イ ー サ ネ ッ ト チ ャ ン ネ ル の 状態を 表し ま す

Ether=ESTABLISHEDEther=ESTABLISHED で あ ればで あ れば TCPTCP//IPIP 開設、開設、 通信可能状態で す 。通信可能状態で す 。

(nnn.nnn.nnn.nnn,mmmm)(nnn.nnn.nnn.nnn,mmmm)

開設中の 相手開設中の 相手 IPIP とと PORTPORTを 表し ま す 。を 表し ま す 。

切断中時は、切断中時は、 前回開設の 相手前回開設の 相手 IPIP、、 PORTPORTを 表示し ま す 。を 表示し ま す 。

<OPEN LOG:XXXXX><OPEN LOG:XXXXX>

XXXXXXXXXX は、は、 TCPTCP//IPIP 開設時の 動作を 表し ま す 。開設時の 動作を 表し ま す 。

相手よ り 開設要求受信時は、相手よ り 開設要求受信時は、 HOSTHOSTと 表示さ れま す 。と 表示さ れま す 。

EnetEnetよ り 開設し た 場合は、よ り 開設し た 場合は、 CLIENTCLIENTと 表示さ れま す 。と 表示さ れま す 。

切断中時は、切断中時は、 前回開設の 動作を 表し ま す 。前回開設の 動作を 表し ま す 。

BSC  RX=nnnnnBSC  RX=nnnnn

nnnnnnnnnn は、は、 BSCBSC チ ャ ン ネ ル よ り 受信し た テ キ ス ト 数を 表示し ま す 。チ ャ ン ネ ル よ り 受信し た テ キ ス ト 数を 表示し ま す 。

BSC  TX= nnnnnBSC  TX= nnnnn

nnnnnnnnnn は、は、 BSCBSC チ ャ ン ネ ル へ 送信し た テ キ ス ト 数を 表示し ま す 。チ ャ ン ネ ル へ 送信し た テ キ ス ト 数を 表示し ま す 。

ETH  RX= nnnnnETH  RX= nnnnn

nnnnnnnnnn は、は、 TCPTCP//IPIP 通信相手よ り 受信の デ ー タ パ ケ ッ ト 数を 表示し ま す 。通信相手よ り 受信の デ ー タ パ ケ ッ ト 数を 表示し ま す 。

ETH  TX= nnnnnETH  TX= nnnnn

nnnnnnnnnn は、は、 TCPTCP//IPIP 通信相手へ 送信の デ ー タ パ ケ ッ ト 数を 表示し ま す 。通信相手へ 送信の デ ー タ パ ケ ッ ト 数を 表示し ま す 。
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LOG NO  BSCLOG NO  BSC 機器機器 Enet-BEnet-B EtherEther 機器機器

0000100001：： LINK OFFLINK OFF

0000200002：： LINK OFFLINK OFF

0000300003：： LINK ONLINK ON

0000400004：： OPENOPEN →→

0000500005：： ＊＊ ESTABLISHEDESTABLISHED

0000600006：： AYR AYR →→

0000700007：： ←← ACKACK

0000800008：：  (0030) DATA  (0030) DATA →→

0000900009：： ←← ACK ACK

0001000010：： CLS  CLS  →→

0001100011：： ←← AYR AYR

0001200012：： ACK ACK →→

0001300013：： ←← DATA (0046) DATA (0046)

0001400014：： ACK  ACK  →→

0001500015：： ←← CLS CLS

0001600016：： AYR  AYR  →→

0001700017：： ←← ACK ACK

0001800018：：  (0057) DATA  (0057) DATA →→

0001900019：： ←← ACK ACK

0002000020：： CLS  CLS  →→

0002100021：： ←← AYR AYR

0002200022：： ACK  ACK  →→

0002300023：： ←← DATA (0034) DATA (0034)

0002400024：： ACK  ACK  →→

0002500025：： ←← CLS CLS

　　 5-1-25-1-2　　 @ SLO G@ SLO G コ マ ン ドコ マ ン ド  ( (現在の 簡易ロ グ を 確認現在の 簡易ロ グ を 確認))

◆◆ コ マ ン ドコ マ ン ド ：： @SLOG @SLOG LFCR

◆◆ リ ザ ル トリ ザ ル ト ：： 以下の 様な形式で 返送さ れま す 。以下の 様な形式で 返送さ れま す 。

※※ 上記ロ グ リ ザ ル ト 例の 解説上記ロ グ リ ザ ル ト 例の 解説

LOG No00002LOG No00002 ：： LINKLINK 状態は、状態は、 OFFOFF を 検出を 検出

LOG No00003LOG No00003 ：： LINKLINK 状態は、状態は、 ONON を 検出を 検出

LOG No00004LOG No00004 ：： BSCBSC 機器よ り機器よ り ENQENQ 受信、受信、 TCPTCP 開設試行開設試行

LOG No00005LOG No00005 ：： TCPTCP//IPIP 開設が 成功、開設が 成功、 通信可能状態通信可能状態

LOG No00006LOG No00006 ：： BSCBSC 機器よ り機器よ り ENQENQ 受信受信

LOG No00007LOG No00007 ：： Enet-BXEnet-BX よ りよ り ACKACK 応答返送応答返送

LOG No00008LOG No00008 ：： BSCBSC 機器よ り機器よ り 30Byte30Byte のの TextTextを 受信を 受信

LOG No00009LOG No00009 ：： TCPTCP//IPIP相手機器へ 上記テ キ ス ト 返送後、相手機器へ 上記テ キ ス ト 返送後、TCPTCP//IP ACKIP ACKを 受信しを 受信し

　　 BSCBSC 機器へ機器へ ACKACK を 返送を 返送



5050

第５ 章　 コ ー ド 表第５ 章　 コ ー ド 表

LOG No00010LOG No00010 ：： BSCBSC 機器よ り機器よ り EOTEOTを 受信を 受信

LOG No00011LOG No00011 ：： TCPTCP//IPIP機器よ り機器よ り 46ByteDATA46ByteDATAを 受信しを 受信し BSCBSC機器へ機器へ ENQENQ を 送信を 送信

LOG No00012LOG No00012 ：： BSCBSC 機器よ り機器よ り ACKACK 受信受信

LOG No00013LOG No00013 ：： TCPTCP//IPIP機器よ り 受信の機器よ り 受信の DATADATA をを BSCBSC へ 送信へ 送信

LOG No00014LOG No00014 ：： BSCBSC 機器よ り機器よ り ACKACK 受信受信

◆◆ コ マ ン ドコ マ ン ド ：： @CLOG @CLOG LFCR

◆◆ リ ザ ル トリ ザ ル ト ：： リ ザ ル ト はあ り ま せ ん 。リ ザ ル ト はあ り ま せ ん 。

@STAT@STAT、、 @SLOG@SLOG で 表示さ れる ロ グ 情報が 消去さ れま す 。で 表示さ れる ロ グ 情報が 消去さ れま す 。

　　 5-1-35-1-3　　 @ C LO G@ C LO G コ マ ン ドコ マ ン ド  ( (全て の ロ グ を 消去全て の ロ グ を 消去))

　　 5-1-45-1-4　　 @ PR O G@ PR O G コ マ ン ドコ マ ン ド  ( (プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入るプ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る ))

LED PROGLED PROG が 赤で 点灯し ま す 。が 赤で 点灯し ま す 。

◆◆ コ マ ン ドコ マ ン ド ：： @PROG @PROG LFCR

◆◆ リ ザ ル トリ ザ ル ト ：： 以下の 様な形式で 返送さ れま す 。以下の 様な形式で 返送さ れま す 。

*** PROGRAM MODE ****** PROGRAM MODE ***

テ ス ト の 間、テ ス ト の 間、 LED STAT1LED STAT1、、 STAT2STAT2 が 点滅し ま す 。が 点滅し ま す 。

こ の テ ス ト を 行う と 、こ の テ ス ト を 行う と 、 テ ス ト 終了後にテ ス ト 終了後に Enet-BXEnet-BX は無現ル ー プ 状態と なり ま す 。は無現ル ー プ 状態と なり ま す 。

復帰す る に は前面の リ セ ッ ト ス イ ッ チ を 押す か 、復帰す る に は前面の リ セ ッ ト ス イ ッ チ を 押す か 、 電源を電源を OFFOFF//ONON し ま す 。し ま す 。

◆◆ コ マ ン ドコ マ ン ド ：： @TESTnn @TESTnn LFCR 　 　　 　 nnnn は、は、 11 ～～ 55 の 数字の 数字

◆◆ リ ザ ル トリ ザ ル ト ：： 以下の 様な形式で 返送さ れま す 。以下の 様な形式で 返送さ れま す 。

@ECHO OK @ECHO OK LFCR ：：  20 20 回の回の ECHOECHO 要求に 対し て要求に 対し て 2020 回の 応答受信回の 応答受信 ( (正常正常))

@ECHO ERROR @ECHO ERROR LFCR ：：  1 1回以上応答エ ラ ー が 発生し た回以上応答エ ラ ー が 発生し た

@NO ECHO  @NO ECHO  LFCR ：：  1 1回も 応答が 無い回も 応答が 無い

@TIME OUT ARP @TIME OUT ARP LFCR ：：  ARP ARP応答が 無い応答が 無い

@OPEN ERROR @OPEN ERROR LFCR ：：   必要な設定が 無い必要な設定が 無い  ( (相手相手IPIP等等))

@OPENINGnn @OPENINGnn LFCR ：：  TCP/IP TCP/IP開設中に つ き 、開設中に つ き 、 テ ス ト は行わ ないテ ス ト は行わ ない

※※ 応答が ない 場合は、応答が ない 場合は、接続、接続、各種設定、各種設定、サ ブ ネ ッ ト 関連設定等を 確認し て く だ さ い 。サ ブ ネ ッ ト 関連設定等を 確認し て く だ さ い 。

　　 5-1-55-1-5　　 @ TEST@ TEST コ マ ン ドコ マ ン ド  ( (対象相手に対象相手に PIN GPIN G 要求を要求を 2020 回送信し 応答回数を 確認回送信し 応答回数を 確認))
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５ －２ 　 リ ザ ル ト 一覧５ －２ 　 リ ザ ル ト 一覧

リ ザ ル ト 意　 味 備　 考

@ESTABLISHEDnn テ ー ブ ル nn番と TCP / IP開設成立

@OPENINGnn テ ー ブ ル nn番と TCP / IP開設中 ※1

@OPEN△ERROR 設定条件不足に よ る 開設失敗

@COULD△NOT△CONNECT RST受信に よ る 開設失敗

@WAITING 処理パ ケ ッ ト 再送

@TIMEOVER 相手応答無し で の 開設失敗

@TIME△WAITnn タ イ ム ウ ェ イ ト 状態と なっ た

@CLOSE△COMPLETED 完全に 未開設状態

@CONNECTION△RESET RSTを 受信し て 終了し た

@CONNECTION△TIMEOUT RSTを 発行し て 終了し た

@TIME△OUT△△ARP ARPﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾄ発行に 応答無し

@TELNET△Log in TELNET Log in 中の 為　 実行で き ない ※1

TCP/IPTCP/IP の 状態の 変化リ ザ ル ト が 以下の 様に 表示さ れま す 。の 状態の 変化リ ザ ル ト が 以下の 様に 表示さ れま す 。

※※ コ マ ン ド プ ロ ン ト 文字は、コ マ ン ド プ ロ ン ト 文字は、 @@ で 表し て い ま す 。で 表し て い ま す 。

※※ テ ー ブ ル 番号付き は、テ ー ブ ル 番号付き は、 番号部分を番号部分を nnnn で 表し て い ま す 。で 表し て い ま す 。

※※ △はス ペ ー ス で す 。△はス ペ ー ス で す 。

※※ 11 @PROG@PROGコ マ ン ド 送信時に プ ロ グ ラ ム モ ー ド へ 移行で き ない 場合に 表示さ れコ マ ン ド 送信時に プ ロ グ ラ ム モ ー ド へ 移行で き ない 場合に 表示さ れ

る リ ザ ル ト で す 。る リ ザ ル ト で す 。
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  第６ 章　第６ 章　 コ ー ド 表コ ー ド 表

６ －１ 　６ －１ 　 B S CB S C 伝送制御文字伝送制御文字

伝送制御文字 ASCII EBCDIC 説　 明

SYN 16 32 同期信号

SOH 01 01 ヘ デ ィ ン グ 開始

STX 02 02 テ キ ス ト 開始

ETB 17 26 伝送ブ ロ ッ ク 終結

ITB 1F 1F 中間伝送ブ ロ ッ ク 終結

ETX 03 03 テ キ ス ト 終結

EOT 04 37 伝送終結

ENQ 05 2D 問い 合わ せ

DLE 10 10 伝送制御拡張

ACK0 10+30 10+70 肯定応答

ACK1 10+31 10+61 肯定応答

NAK 15 3D 否定応答

WACK 10+3B 10+ 6B 送信待機要求

RVI 10+ 3C 10+7C 反転中断

TTD 02+05 02+2D 一時テ キ ス ト 遅延

DISC 10+04 10+37 回線切断
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６ －２ 　６ －２ 　 E BC D ICE BC D IC コ ー ド 表コ ー ド 表 ( (英小文字対応英小文字対応))

00 NUL 20 40 SP 60 - 80 A0 C0 { E0 $

01 SOH 21 41 61 / 81 a A1 C1 A E1

02 STX 22 42 62 82 b A2 s C2 B E2 S

03 ETX 23 43 63 83 c A3 t C3 C E3 T

04 24 44 64 84 d A4 u C4 D E4 U

05 HT 25 LF 45 65 85 e A5 v C5 E E5 V

06 26 ETB 46 66 86 f A6 w C6 F E6 W

07 DEL 27 ESC 47 67 87 g A7 x C7 G E7 X

08 28 48 68 88 h A8 y C8 H E8 Y

09 29 49 69 89 ｉ A9 z C9 I E9 Z

0A 2A 4A PON 6A ￤ 8A AA CA EA

0B VT 2B 4B . 6B , 8B AB CB EB

0C FF 2C 4C < 6C % 8C AC CC EC

0D CR 2D ENQ 4D ( 6D _ 8D AD CD ED

0E SO 2E ACK 4E + 6E > 8E AE CE EE

0F SI 2F BEL 4F ¦ 6F ? 8F AF CF EF

10 DLE 30 50 & 70 90 B0 D0 } F0 0

11 DC1 31 51 71 91 j B1 D1 J F1 1

12 DC2 32 SYN 52 72 92 k B2 D2 K F2 2

13 DC3 33 53 73 93 l B3 D3 L F3 3

14 34 54 74 94 m B4 D4 M F4 4

15 NL 35 55 75 95 n B5 D5 N F5 5

16 BS 36 56 76 96 o B6 D6 O F6 6

17 NUL 37 EOT 57 77 97 p B7 D7 P F7 7

18 CAN 38 58 78 98 q B8 D8 Q F8 8

19 EM 39 59 79 99 r B9 D9 R F9 9

1A 3A 5A ! 7A : 9A BA DA FA

1B 3B 5B ¥ 7B # 9B BB DB FB

1C FS 3C DC4 5C * 7C @ 9C BC DC FC

1D GS 3D NAK 5D ) 7D ’ 9D BD DD FD

1E RS 3E 5E ; 7E = 9E BE DE FE

1F US 3F SUB 5F ＾ 7F " 9F BF DF FF
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６ －３ 　６ －３ 　 E BCD IKE BCD IK コ ー ド 表コ ー ド 表 ( (カ ナ 対応カ ナ 対応))

00 NUL 20 40 SP 60 - 80 A0 C0 { E0 $

01 SOH 21 41 。 61 / 81 ｱ A1 C1 A E1

02 STX 22 42 「 62 82 ｲ A2 ﾍ C2 B E2 S

03 ETX 23 43 」 63 83 ｳ A3 ﾎ C3 C E3 T

04 24 44 、 64 84 ｴ A4 ﾏ C4 D E4 U

05 HT 25 LF 45 。 65 85 ｵ A5 ﾐ C5 E E5 V

06 26 ETB 46 ｦ 66 86 ｶ A6 ﾑ C6 F E6 W

07 DEL 27 ESC 47 ｱ 67 87 ｷ A7 ﾒ C7 G E7 X

08 28 48 ｲ 68 88 ｸ A8 ﾓ C8 H E8 Y

09 29 49 ｳ 69 89 ｹ A9 ﾔ C9 I E9 Z

0A 2A 4A POND 6A 8A ｺ AA ﾕ CA EA

0B VT 2B 4B . 6B , 8B AB CB EB

0C FF 2C 4C < 6C % 8C ｻ AC ﾖ CC EC

0D CR 2D ENQ 4D ( 6D _ 8D ｼ AD ﾗ CD ED

0E SO 2E ACK 4E + 6E > 8E ｽ AE ﾘ CE EE

0F SI 2F BEL 4F ¦ 6F ? 8F ｾ AF ﾙ CF EF

10 DLE 30 50 & 70 90 ｿ B0 D0 } F0 0

11 DC1 31 51 ｴ 71 91 ﾀ B1 D1 J F1 1

12 DC2 32 SYN 52 ｵ 72 92 ﾁ B2 D2 K F2 2

13 DC3 33 53 ﾔ 73 93 ﾂ B3 D3 L F3 3

14 34 54 ﾕ 74 94 ﾃ B4 D4 M F4 4

15 NL 35 55 ﾖ 75 95 ﾄ B5 D5 N F5 5

16 BS 36 56 ﾂ 76 96 ﾅ B6 D6 O F6 6

17 NUL 37 EOT 57 77 97 ﾆ B7 D7 P F7 7

18 CAN 38 58 - 78 98 ﾇ B8 D8 Q F8 8

19 EM 39 59 79 99 ﾈ B9 D9 R F9 9

1A 3A 5A ! 7A : 9A ﾉ BA ﾚ DA FA

1B 3B 5B ¥ 7B # 9B BB ﾛ DB FB

1C FS 3C DC4 5C * 7C @ 9C BC ﾜ DC FC

1D GS 3D NAK 5D ) 7D ’ 9D ﾊ BD ﾝ DD FD

1E RS 3E 5E ; 7E = 9E ﾋ BE ゛ DE FE

1F US 3F SUB 5F ＾ 7F " 9F ﾌ BF ゜ DF FF
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　　 66 －４ 　－４ 　 AS C I IAS C I I コ ー ド 表コ ー ド 表

00 NUL 20 SP 40 @ 60 '

01 SOH 21 ! 41 A 61 a

02 STX 22 " 42 B 62 b

03 ETX 23 # 43 C 63 c

04 EOT 24 $ 44 D 64 d

05 ENQ 25 % 45 E 65 e

06 ACK 26 & 46 F 66 f

07 BEL 27 ’ 47 G 67 g

08 BS 28 ( 48 H 68 h

09 HT 29 ) 49 I 69 ｉ

0A LF 2A * 4A J 6A j

0B VT 2B + 4B K 6B k

0C FF 2C , 4C L 6C l

0D CR 2D - 4D M 6D m

0E SO 2E . 4E N 6E n

0F SI 2F / 4F O 6F o

10 DLE 30 0 50 P 70 p

11 DC1 31 1 51 Q 71 q

12 DC2 32 2 52 R 72 r

13 DC3 33 3 53 S 73 s

14 DC4 34 4 54 T 74 t

15 NAK 35 5 55 U 75 u

16 SYN 36 6 56 V 76 v

17 ETB 37 7 57 W 77 w

18 CAN 38 8 58 X 78 x

19 EM 39 9 59 Y 79 y

1A SUB 3A : 5A Z 7A z

1B ESC 3B ; 5B [ 7B {

1C FS 3C < 5C ¥ 7C ¦

1D GS 3D = 5D ] 7D }

1E RS 3E > 5E ^ 7E -

1F US 3F ? 5F _ 7F DEL
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６ －５ 　６ －５ 　 JI S 8JI S 8 コ ー ド 表コ ー ド 表

00 NUL 20 SP 40 @ 60 ' 80 A0 C0 ﾀ E0

01 SOH 21 ! 41 A 61 a 81 A1 。 C1 ﾁ E1

02 STX 22 " 42 B 62 b 82 A2 ｢ C2 ﾂ E2

03 ETX 23 # 43 C 63 c 83 A3 ｣ C3 ﾃ E3

04 EOT 24 $ 44 D 64 d 84 A4 、 C4 ﾄ E4

05 ENQ 25 % 45 E 65 e 85 A5 . C5 ﾅ E5

06 ACK 26 & 46 F 66 f 86 A6 ｦ C6 ﾆ E6

07 BEL 27 ' 47 G 67 g 87 A7 ｧ C7 ﾇ E7

08 BS 28 ( 48 H 68 h 88 A8 ｨ C8 ﾈ E8

09 HT 29 ) 49 I 69 ｉ 89 A9 ｩ C9 ﾉ E9

0A LF 2A * 4A J 6A j 8A AA ｪ CA ﾊ EA

0B VT 2B + 4B K 6B k 8B AB ｫ CB ﾋ EB

0C FF 2C , 4C L 6C l 8C AC ｬ CC ﾌ EC

0D CR 2D - 4D M 6D m 8D AD ｭ CD ﾍ ED

0E SO 2E . 4E N 6E n 8E AE ｮ CE ﾎ EE

0F SI 2F / 4F O 6F o 8F AF ｯ CF ﾏ EF

10 DLE 30 0 50 P 70 p 90 B0 - D0 ﾐ F0

11 DC1 31 1 51 Q 71 q 91 B1 ｱ D1 ﾑ F1

12 DC2 32 2 52 R 72 r 92 B2 ｲ D2 ﾒ F2

13 DC3 33 3 53 S 73 s 93 B3 ｳ D3 ﾓ F3

14 DC4 34 4 54 T 74 t 94 B4 ｴ D4 ﾔ F4

15 NAK 35 5 55 U 75 u 95 B5 ｵ D5 ﾕ F5

16 SYN 36 6 56 V 76 v 96 B6 ｶ D6 ﾖ F6

17 ETB 37 7 57 W 77 w 97 B7 ｷ D7 ﾗ F7

18 CAN 38 8 58 X 78 x 98 B8 ｸ D8 ﾘ F8

19 EM 39 9 59 Y 79 y 99 B9 ｹ D9 ﾙ F9

1A SUB 3A : 5A Z 7A z 9A BA ｺ DA ﾚ FA

1B ESC 3B ; 5B [ 7B { 9B BB ｻ DB ﾛ FB

1C FS 3C < 5C ¥ 7C ¦ 9C BC ｼ DC ﾜ FC

1D GS 3D = 5D ] 7D } 9D BD ｽ DD ﾝ FD

1E RS 3E > 5E ^ 7E - 9E BE ｾ DE ゛ FE

1F US 3F ? 5F _ 7F DEL 9F BF ｿ DF ゜ FF
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第７ 章第７ 章　 ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ　 ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ

1.1 . プ ロ グ ラ ムプ ロ グ ラ ム SWSW を 押し て も 設定操作が 出来な いを 押し て も 設定操作が 出来な い

　　 確認確認：： PROGPROG のの LEDLED は点灯し て い ま す か ？は点灯し て い ま す か ？

非同期用の ケ ー ブ ル を 使用し て い ま す か ？非同期用の ケ ー ブ ル を 使用し て い ま す か ？

設定に 使用す る タ ー ミ ナ ル の 通信条件は正し い で す か ？設定に 使用す る タ ー ミ ナ ル の 通信条件は正し い で す か ？

　　 [9600BPS[9600BPS、、 デ ー タデ ー タ 88 ビ ッ ト 、ビ ッ ト 、 パ リ テ ィ 無しパ リ テ ィ 無し ]]

コ マ ン ド に 続い てコ マ ン ド に 続い て   CR   とと   LF   の コ ー ド を 送っ て い ま す か ？の コ ー ド を 送っ て い ま す か ？

2 .2 . BSCBSC の 伝送を し な いの 伝送を し な い

　　 確認確認：： ケ ー ブ ル はケ ー ブ ル は BSCBSC 用で 結線は正し い で す か ？用で 結線は正し い で す か ？

制御コ ー ド の 設定は正し い で す か ？制御コ ー ド の 設定は正し い で す か ？

3 .3 . BSCBSC で 時々デ ー タ 化け が あ るで 時々デ ー タ 化け が あ る

　　 確認確認：： ケ ー ブ ル はケ ー ブ ル は BSCBSC 用で 結線は正し い で す か ？用で 結線は正し い で す か ？

　　 説明説明：： デ ー タ 化け はデ ー タ 化け は RXCRXC、、 ST1ST1、、 ST2ST2 の 関係が 正し く な い と 発生し ま す 。の 関係が 正し く な い と 発生し ま す 。

特に 長い テ キ ス ト で 起き や す く なり ま す 。特に 長い テ キ ス ト で 起き や す く なり ま す 。

4 .4 . イ ー サ ネ ッ ト の コ ネ ク シ ョ ン 開設が う ま く 行え な い 時イ ー サ ネ ッ ト の コ ネ ク シ ョ ン 開設が う ま く 行え な い 時

　　 確認確認：： IPIP ア ド レ ス 、ア ド レ ス 、 ポ ー ト 番号の 設定は正し い で す か ？ポ ー ト 番号の 設定は正し い で す か ？

　　 説明説明：： TCPTCP//IPIP通信相手機器と通信相手機器と Enet-BXEnet-BXと の コ ネ ク シ ョ ン が 開設出来ない 場と の コ ネ ク シ ョ ン が 開設出来ない 場

合は、合は、 Enet-BXEnet-BX に 設定す るに 設定す る IPIP ア ド レ ス 等の 不一致が 考え ら れま す 。ア ド レ ス 等の 不一致が 考え ら れま す 。

相手／自機と も に 指定の相手／自機と も に 指定の IPIPア ド レ ス 、ア ド レ ス 、ポ ー ト 番号を 設定す る 必要が 有ポ ー ト 番号を 設定す る 必要が 有

り ま す 。り ま す 。

尚尚、、 HOST ETHER ADDRESSHOST ETHER ADDRESS は自動的に 取得し ま す 。は自動的に 取得し ま す 。

　　 確認確認：： サ ブ ネ ッ ト で 構成さ れて い る シ ス テ ム で はあ り ま せ ん か ？サ ブ ネ ッ ト で 構成さ れて い る シ ス テ ム で はあ り ま せ ん か ？

　　 説明説明：： ル ー タ を 介在し た 他の サ ブ ネ ッ ト に 接続さ れた 機器と の 通信の 場合はル ー タ を 介在し た 他の サ ブ ネ ッ ト に 接続さ れた 機器と の 通信の 場合は

　　 ネ ッ ト ワ ー ク の 設定も 必要で す 。ネ ッ ト ワ ー ク の 設定も 必要で す 。 NETMNETM をを Enet-BXEnet-BX を 接続す る サ ブを 接続す る サ ブ

ネ ッ ト に 、ネ ッ ト に 、 DEFGDEFG を そ の サ ブ ネ ッ ト の ル ー タ に 設定し て 下さ い 。を そ の サ ブ ネ ッ ト の ル ー タ に 設定し て 下さ い 。
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5 .5 . イ ー サ ネ ッ ト とイ ー サ ネ ッ ト と B SCB SC の 双方か ら 同時に 送信し た と き 、の 双方か ら 同時に 送信し た と き 、 伝送不可と な る伝送不可と な る

　　 確認確認：： BSCBSC 側の デ ー タ が 長い か テ キ ス ト 分割す る 場合で 、側の デ ー タ が 長い か テ キ ス ト 分割す る 場合で 、 イ ー サ ネ ッ ト とイ ー サ ネ ッ ト と

BSCBSC の 双方が 同時に 送信を 開始す る 様な条件はあ り ま せ ん か ？の 双方が 同時に 送信を 開始す る 様な条件はあ り ま せ ん か ？

　　 説明説明：： Enet-BXEnet-BXでは双方が同時に データ を 送信し た 場合、では双方が同時に データ を 送信し た 場合、次のよ う に 扱いま す。次のよ う に 扱いま す。

BSCBSC 上で上で ENQENQ が 交錯す る 場合はが 交錯す る 場合は BSCBSC プ ロ ト コ ル に 従い 、プ ロ ト コ ル に 従い 、Enet-BXEnet-BXがが

優先局と し て 扱わ れま す 。優先局と し て 扱わ れま す 。

イ ー サ ネ ッ ト 上で デ ー タ パ ケ ッ ト が 交錯す る 場合は双方の デ ー タ 共、イ ー サ ネ ッ ト 上で デ ー タ パ ケ ッ ト が 交錯す る 場合は双方の デ ー タ 共、

伝送さ れま す 。伝送さ れま す 。

し か し 、し か し 、 BSCBSC か ら の デ ー タ が 複数パ ケ ッ ト に 分割さ れて い る 場合にか ら の デ ー タ が 複数パ ケ ッ ト に 分割さ れて い る 場合に

イ ー サ ネ ッ ト か ら の デ ー タ を 受信す る と 、イ ー サ ネ ッ ト か ら の デ ー タ を 受信す る と 、お 互い の パ ケ ッ ト の 完了をお 互い の パ ケ ッ ト の 完了を

チ ェ ッ ク 出来なく なり ま す 。チ ェ ッ ク 出来なく なり ま す 。

こ れは異なる プ ロ ト コ ル の 為に 生じ る 現象で す 。こ れは異なる プ ロ ト コ ル の 為に 生じ る 現象で す 。

状況と し て は伝送の リ ト ラ イ を 行い 、状況と し て は伝送の リ ト ラ イ を 行い 、タ イ ム ア ウ ト し て コ ネ ク シ ョ ンタ イ ム ア ウ ト し て コ ネ ク シ ョ ン

を 終了し ま す 。を 終了し ま す 。

BSCBSC へ はへ は EOTEOTを 返し ま す 。を 返し ま す 。

　　 対策対策：： も し こ の 様な現象が 発生す る なら 、も し こ の 様な現象が 発生す る なら 、 BSCBSC 側で側で ENQENQ か らか ら EOTEOTま で をま で を

デ ー タデ ー タ 11 パ ケ ッ ト と なる よ う に し ま す 。パ ケ ッ ト と なる よ う に し ま す 。 ETBETB で 区切る 様な分割を し なで 区切る 様な分割を し な

い で 下さ い 。い で 下さ い 。

イ ー サ ネ ッ ト に 比べ る とイ ー サ ネ ッ ト に 比べ る と BSCBSCの プ ロ ト コ ル は速度が か なり 遅く なり まの プ ロ ト コ ル は速度が か なり 遅く なり ま

す 。す 。こ の 性質を 考慮し て デ ー タ 伝送の ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 作成す る 必こ の 性質を 考慮し て デ ー タ 伝送の ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 作成す る 必

要が あ り ま す 。要が あ り ま す 。
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ご 購入頂き ま し たご 購入頂き ま し た Enet-BXEnet-BX に 関す る ご 質問に 関す る ご 質問・・ ご 相談はご 相談は､､弊社ユ ー ザ サ ポ ー ト 課ま で弊社ユ ー ザ サ ポ ー ト 課ま で

お 問い 合わ せ 下さ い 。お 問い 合わ せ 下さ い 。

デ ー タ リ ン ク 株式会社　 　 ユ ー ザ サ ポ ー ト 課デ ー タ リ ン ク 株式会社　 　 ユ ー ザ サ ポ ー ト 課

Ｔ Ｅ ＬＴ Ｅ Ｌ ０ ４ －２ ９ ２ ４ －３ ８ ４ １０ ４ －２ ９ ２ ４ －３ ８ ４ １  ( (代代))

Ｆ Ａ ＸＦ Ａ Ｘ ０ ４ －２ ９ ２ ４ －３ ７ ９ １０ ４ －２ ９ ２ ４ －３ ７ ９ １

受付時間受付時間 月曜～金曜月曜～金曜 ( (祝祭日は 除く祝祭日は 除く ))

Ａ Ｍ ９Ａ Ｍ ９ ：： ０ ０ ～１ ２０ ０ ～１ ２ ：： ０ ００ ０

Ｐ Ｍ １Ｐ Ｍ １ ：： ０ ０ ～　 ５０ ０ ～　 ５ ：： ０ ００ ０

EE --m a i lm a i l s u p p o r t @ d a t a -l i n k . c o . j ps u p p o r t @ d a t a -l i n k . c o . j p

Enet-BXEnet-BX は下記の 階層を サ ポ ー ト し て い ま す 。は下記の 階層を サ ポ ー ト し て い ま す 。

こ れ以外のこ れ以外の TELNETTELNET、、FTPFTP等の セ ッ シ ョ ン 層、等の セ ッ シ ョ ン 層、ア プ リ ケ ー シ ョ ン 層はサ ポ ー ト し て いア プ リ ケ ー シ ョ ン 層はサ ポ ー ト し て い

ま せ ん 。ま せ ん 。

　 ト ラ ン ス ポ ー ト 層

　 ネ ッ ト ワ ー ク 層 IP ICMP ARP

TCP

８ －１ 　 サ ポ ー ト 階層８ －１ 　 サ ポ ー ト 階層

８ －２ 　 ユ ー ザ ー サ ポ ー ト８ －２ 　 ユ ー ザ ー サ ポ ー ト
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※注１ Ａ Ｃ Ｋ ０ と Ａ Ｃ Ｋ １ の 正当な 順番の

方を 受信し た 場合。

※注２ プ ロ グ ラ ム モ ー ド で はＲ Ｓ ２ ３ ２ Ｃ

非同期と な り 、 コ マ ン ド の み有効。

Ｅ Ｓ Ｃ コ ー ド あ る い はＥ Ｎ Ｄ コ ー ド

で Ｓ １ へ 戻る 。

※注３ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ モ ー ド の 場合はＳ ３ 移行時

に Ｄ Ｔ Ｒ －Ｌ と する 。

Enet-BX

SYN受信

Ｐ １

FI N受信

Ｐ 2

DATA受信

Ｐ 3

ACK受信

Ｐ 4

RST受信

Ｐ 5

ﾀｲﾑｱｳﾄ

Ｐ 6

ﾘﾄﾗｲ終了

Ｐ 7

ENQ受信

Ｐ 8

ACK受信
※注1

Ｐ 9

Ｔ Ｃ Ｐ /Ｉ Ｐ の 事象

( 伝送ﾄﾗﾌﾞﾙ発生)

Ｓ

１

Ｓ

２

Ｓ

３

Ｓ

４

Ｓ

５

Ｓ

６

Ｓ

７

Ｓ

８

Ｓ

９

Ｓ

10

発生事象

遷移状態

→Ｓ ５

→Ｓ １ ０

B： DATA

( ACK1消失）

→Ｓ ８

→Ｓ ６

B： ACK0再送

→Ｓ ６

→Ｓ ４

→Ｓ ２

→Ｓ １

B： ACK0

B： EOT

AUTOﾓー ﾄ゙ の場合

B： EOT

T： SYN
な し

な し

な し

な し

な し

な し

な しなし

なし

なし

なし

なし

なし

→Ｓ １

→Ｓ １

→Ｓ ２

→Ｓ ３

→Ｓ １

→Ｓ １→Ｓ ７

( 応答無し ）

T： RST

T: SYN/ACK

T: FI N/ACK

T： 再送DATA

B： EOT
T： RST

B： EOT
T： ACK

→Ｓ １

→Ｓ １

→Ｓ １

→Ｓ １

B： EOT

B： EOT

→Ｓ １

B： EOT

B： EOT

B： EOT

→Ｓ １

→Ｓ １

→Ｓ １

→Ｓ １ →Ｓ １ →Ｓ １
T： RST T： RST T： RST

→Ｓ １

→Ｓ ５

※注７

→Ｓ ３ →Ｓ ４

T： FI N/ACK

( FI N/ACK消） →Ｓ １
Enet -BXか
ら FI N発行
の 場合

→Ｓ ３ →Ｓ ９

T： ACK, FI N

B： ENQ 接続確認
ACKの 場合
は
T： ACK

→Ｓ ３

T： ACK, FI N

B： EOT

※注６

※注４→Ｓ １

→Ｓ ８

( DATA交錯）

B： EOT

B： ACK1

B： EOT
T： RST
→Ｓ １

( 再送DATA）

→Ｓ ２

→Ｓ ２

→Ｓ ４

→Ｓ ５

→Ｓ ６
T： ACK

T： ACK

T： ACK

( 半開設）

T: SYN/ACK

( SYN/ACK消）

T: SYN/ACK

TP/ I P

未開設

SYN手順

FI N手順

※注３

TI ME WAI T

TCP/ I P
開設中

ア イ ド ル 状態

BSCへ

ACK0出 力後

TCP/ I Pへ

※注５

凡例 Ｂ ： Ｂ Ｓ Ｃ へ の 出力パ ケ ッ ト

Ｔ ： Ｔ Ｃ Ｐ ／Ｉ Ｐ へ の 出力パ ケ ッ ト

こ の 事象が 発生し て も 無視さ れる

な し 存在し ない 事象

→ 移行す る 遷移番号

太枠 通常動作で の 遷移と 事象

（ ） 通常以外の 事象が 発生する 要因

備考

LFCR

( 半開設） ( DATA交錯）

( 半開設） ( 半開設）

( 再送DATA）

( 半開設）

( 半開設） ( DATA消失）

( 応答無し ）

( ACK1消失）

接続確認
ACKの 場合
は
T： ACK

接続確認
ACKの 場合
は
T： ACK

B： ACK1再送

T： RST

BSCへ

BSCへ

BSCへ

ACK1出 力後

DATA出 力後

DATA出 力後

ENQ出 力後

BSC
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正常DATA
受信

Ｐ １ 0

異常DATA
受信

Ｐ １ 1

NAK受信

Ｐ １ 2

EOT受信

Ｐ １ 3

DI SC受信

Ｐ １ 4

ﾀｲﾑｱｳﾄ

Ｐ １ 5

ﾘﾄﾗｲ終了

Ｐ １ 6

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑSW
※注2

Ｐ １ 7

DSR-H

Ｐ １ 8

DSR-L

Ｐ １ 9

LからHへ変化

→Ｓ ３

B： EOT
T： FI N/ACK

LI NEﾓー ﾄ゙ の場合

→Ｓ ３

B： EOT
T： FI N/ACK

LI NEﾓー ﾄ゙ の場合

→Ｓ ３

B： EOT
T： FI N/ACK

LI NEﾓー ﾄ゙ の場合

→Ｓ ３

B： EOT
T： FI N/ACK

LI NEﾓー ﾄ゙ の場合

→Ｓ ３

B： EOT
T： FI N/ACK

LI NEﾓー ﾄ゙ の場合

→Ｓ ３
T： FI N/ACK

LI NEﾓー ﾄ゙ の場合

→Ｓ ２
T： SYN

LINEﾓー ﾄ゙ の場合

→ﾌ゚ ﾛｸ゙ ﾗﾑﾓー ﾄ゙

→ﾌ゚ ﾛｸ゙ ﾗﾑﾓー ﾄ゙

T： RST

→Ｓ １

→Ｓ １

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

なし

なし

なし

なし

なし

なし

→Ｓ ３

T： FI N/ACK

AUTOﾓー ﾄ゙ の
場合

→Ｓ ３

T： FI N/ACK

AUTOﾓー ﾄ゙ の
場合

B： EOT

→Ｓ ５→Ｓ ５→Ｓ ５

（ 受信不可）

T： RST
→Ｓ １

→Ｓ ５ →Ｓ ５ →Ｓ １

B： EOT
T： RST

B： ENQ

B： ENQ

T： RST
→Ｓ １ →Ｓ １
T： RST

→Ｓ ９

→Ｓ １ →Ｓ １ →Ｓ １ ０
T： RSTT： RST

→Ｓ ９

→Ｓ １ ０

B： ENQ

B：DATA
再送

（ DATA化け）

→Ｓ ８

→Ｓ ６

B： NAK

B： NAK

→Ｓ ７

→Ｓ ７

→Ｓ １

→Ｓ １

T：DATA

T：DATA

(連続DATA）

B： EOT
T： RST

B： EOT
T： RST

B： EOT
T： RST

B： EOT
T： RST

（ 受信不可）（ 受信不可）

（ 受信不可）

（ 受信終了）

（ 受信不可）（ 受信不可）

（ 受信終了）

（ 応答無し ）

（ 応答無し ）

※注４ Ｔ Ｃ Ｐ パ ケ ッ ト 長以上の デ ー タ を Ｂ Ｓ Ｃ か ら 受信の 場合は分割し て 送信す る 。

こ の 場合は、 Ｔ ： Ｄ Ａ Ｔ Ａ → Ｓ ７ で あ る 。

※注５ 連続Ｄ Ａ Ｔ Ａ パ ケ ッ ト の 場合は 、 Ａ Ｃ Ｋ ０ と Ａ Ｃ Ｋ １ が 交互と なる 。

※注６ 交錯時に 無視さ れる Ｔ Ｃ Ｐ ／Ｉ Ｐ か ら の Ｄ Ａ Ｔ Ａ は 、 Ｂ Ｓ Ｃ か ら 伝送後の

Ｔ Ｃ Ｐ ／Ｉ Ｐ 再送Ｄ Ａ Ｔ Ａ の 際に 伝送さ れる 。

※注７ Ａ Ｕ Ｔ Ｏ モ ー ド で Ｅ Ｎ Ｑ 受信か ら 移行し た 場合、 Ｂ ： Ａ Ｃ Ｋ ０ 、 → Ｓ ６

Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ モ ー ド の 場合、 Ｂ ： Ｄ Ｔ Ｒ －Ｈ 、 → Ｓ ５

※注８ 逐一変換モ ー ド を 選択し た 場合は、 こ の 遷移表の 限り で はあ り ま せん 。

の事象

状態遷移表
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Enet-BXEnet-BX　　 取り 扱い 説明書　取り 扱い 説明書　 20172017年年44月　 第月　 第88版版

製造、発売元　 デ ー タ リ ン ク 株式会社製造、発売元　 デ ー タ リ ン ク 株式会社

〒〒359-1113359-1113　 埼玉県所沢市喜多町　 埼玉県所沢市喜多町10-510-5

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791

11 当社製品は、当社製品は、 当社規定の 社内評価を 経て 出荷さ れて お り ま す が 、当社規定の 社内評価を 経て 出荷さ れて お り ま す が 、保証期間内に 万一保証期間内に 万一

故障し た 場合、故障し た 場合、 無償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。無償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。 お 買い 求め い た だ い た 製品は、お 買い 求め い た だ い た 製品は、

受領後直ち に 梱包を 開け 、受領後直ち に 梱包を 開け 、 検収を お 願い 致し ま す 。検収を お 願い 致し ま す 。

デ ー タ リ ン ク 製品の 保証期間は、デ ー タ リ ン ク 製品の 保証期間は、 当社発送日よ り当社発送日よ り 55 カ 年カ 年で す 。で す 。

保証期間は保証期間は､､製品貼付の シ リ ア ル ナ ン バ ー で 管理し て い ま す 。製品貼付の シ リ ア ル ナ ン バ ー で 管理し て い ま す 。

保証書はご ざ い ま せ ん 。保証書はご ざ い ま せ ん 。

なお 、なお 、 本製品の ハ ー ド ウ エ ア 部分の 修理に 限ら せ て い た だ き ま す 。本製品の ハ ー ド ウ エ ア 部分の 修理に 限ら せ て い た だ き ま す 。

22 本製品の 故障、本製品の 故障、 ま た はそ の 使用に よ っ て 生じ た 直接、ま た はそ の 使用に よ っ て 生じ た 直接、 間接の 障害に つ い て 、間接の 障害に つ い て 、 当社は当社は

そ の 責任を 負わ ない も の と し ま す 。そ の 責任を 負わ ない も の と し ま す 。

33 次の よ う な場合に は、次の よ う な場合に は、 保証期間内で も 有償修理に なり ま す 。保証期間内で も 有償修理に なり ま す 。

( 1)( 1) お 買い 上げ 後の 輸送、お 買い 上げ 後の 輸送、 移動時の 落下、移動時の 落下、 衝撃等で 生じ た 故障お よ び 損傷。衝撃等で 生じ た 故障お よ び 損傷。

( 2)( 2) ご 使用上の 誤り 、ご 使用上の 誤り 、 あ る い は改造、あ る い は改造、 修理に よ る 故障お よ び 損傷。修理に よ る 故障お よ び 損傷。

( 3)( 3) 火災、火災、地震、地震、落雷等の 災害、落雷等の 災害、あ る い は異常電圧など の 外部要因に 起因す る 故障あ る い は異常電圧など の 外部要因に 起因す る 故障

お よ び 損傷。お よ び 損傷。

( 4)( 4) 当社製品に 接続す る 当社以外の 機器に 起因す る 故障お よ び 損傷。当社製品に 接続す る 当社以外の 機器に 起因す る 故障お よ び 損傷。

44 無償保証期間経過後は有償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。無償保証期間経過後は有償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。補修用部品の 保有期間は補修用部品の 保有期間は

原則製造終了後原則製造終了後 55 年間で す 。年間で す 。

なお 、なお 、 こ の 期間内で あ っ て も 、こ の 期間内で あ っ て も 、 補修部品の 在庫切れ、補修部品の 在庫切れ、 部品メ ー カ の 製造中止など に部品メ ー カ の 製造中止など に

よ り 修理で き ない 場合が あ り ま す 。よ り 修理で き ない 場合が あ り ま す 。

55 次の よ う な場合有償で も 修理出来ない 時が あ り ま す 。次の よ う な場合有償で も 修理出来ない 時が あ り ま す 。 PCBPCB基板全損、基板全損、 I CI C全損など 、全損など 、

故障状態に よ り 修理価格が 新品価格を 上回る 場合。故障状態に よ り 修理価格が 新品価格を 上回る 場合。

66 製品故障の 場合、製品故障の 場合、 出張修理は致し て お り ま せ ん 。出張修理は致し て お り ま せ ん 。当社あ る い は販売店へ の 持ち 込み当社あ る い は販売店へ の 持ち 込み

修理と なり ま す 。修理と なり ま す 。

77 上記保証内容は、上記保証内容は、 日本国内に お い て の み有効で す 。日本国内に お い て の み有効で す 。

保証規定保証規定

ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内

Enet-BXEnet-BXに 関する ご 質問、ご 相談は、ユ ー ザ サ ポ ー ト 課ま で お 問い 合わせ下さ い 。に 関する ご 質問、ご 相談は、ユ ー ザ サ ポ ー ト 課ま で お 問い 合わせ下さ い 。

デー タ リ ン ク 株式会社　 ユ ー ザサ ポ ー ト 課デー タ リ ン ク 株式会社　 ユ ー ザサ ポ ー ト 課

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791　　 E-m a ilE-m a il：： sup p ort@ d a ta -l ink . c o . jpsup p ort@ d a ta -l ink . c o . jp

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜 ( (祝祭日は除く祝祭日は除く ))

AM9:00AM9:00～～PM12:00PM12:00　　  PM1:00 PM1:00～～PM5:00PM5:00


